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「……ちゃん、きて──……兄ちゃん……もー、お兄ちゃんってばー」




（ううん……？）




　ゆさゆさ。ゆさゆさ。そっと体を揺ゆさぶられるのに合わせて、どこからか圭けい太たを呼ぶ声がする。

　自分のよく知る声。自分にとって大切な女の子の声。




　ああ、これは──『妹』の声だ。




「お兄ちゃん、起きてってばー。……いつまでも寝ねてると、チュー、しちゃうよ？」




　わずかに、妹の声が小さくなった。ゆさゆさゆさ、と体を揺すっていた手が離はなれていく。




　いけない。自分がいつまでも寝こけているせいで、妹が寂さみしがっている。早く目を覚まして、「おはよう」と、可愛い妹に目め一いつ杯ぱい笑いかけてあげなければ。

　揺るぎない使命感に、圭太はパチリと目を開けた。




「おはよう！　俺の可愛い妹よ!!　さあ、お兄ちゃんの胸に飛び込んでおいで!!」




　寝ね癖ぐせでぼっさぼっさの頭もそのまま、起き上がった圭太はベッドの上で両りよう腕うでを広げる。可愛い可愛い『妹』は、大喜びでお兄ちゃんの胸に飛び込んで──。




　……来なかった。




　どころか、心の底から不服そうな顔で、身を起こした圭太をぶすーっと睨にらみ付けていた。




「……むぅ。なんでいま起きちゃうの。……まだ寝ててくれたら良かったのに」

「待て。なんで起きたのに不満そうな顔をされるんだ俺は」

「知らない！　お兄ちゃんのバカっ」




　ぷく、と頰ほおを膨ふくらませ、『妹』は小さな拳こぶしでポカッと圭太の肩かたを小こ突づいてきた。しかしそんな仕草でさえ、お兄ちゃんからしたら可愛いものだ。




　不ふ機き嫌げんそうな顔をしていたって変わらない。そこにいるのはどこからどう見ても、可愛い妹……の、はずなのだけれども。




「……片かた瀬せ？」

「え？」

「いや、お前片瀬だろ。……なんでここにいるんだ」




『片瀬って誰だれですか？』とばかりにきょときょととあたりを見回す妹に、改めて問う。




　イマドキという言葉がこれ以上なく似合う、華はなやかで人目をひく容姿。そこにいたのは圭太の大事な『妹』ではなくて、クラスメイトでギャルでリア充じゆうなイマドキＪＫ、片瀬初はつ葉はだった。




「なんでって、お兄ちゃんがいつまでも起きてこないから、起こしにきてあげたんじゃん」

「いや、だからなんで片瀬が？」

「だって、お兄ちゃんを朝起こしてあげるのは、妹の役目だもん」

「いやその理り屈くつはおかしい!!　だって俺とお前はただのクラスメイトだろ!!　兄妹きようだいじゃないし!!　一いつ緒しよに暮らしてもいないし!!」

「……お兄ちゃん、まだ寝ぼけてる？　アタシはお兄ちゃんの妹だよ？　生まれたときから、ずっとそうだったじゃん」




『もー、お兄ちゃんがまた変なこと言ってるー』みたいな顔で、初葉が言う。




「いや、そんなわけ──」




　そんなわけない……はずなのだけれど。当たり前のように圭太の部屋にいる初葉の姿を見ていたら、なんだか急にそうだったような気がしてきた。




「あれ……いや、俺達はクラスメイトのはずで……でも兄妹……レンタル……うっ、頭が……！」

「もー！　いつまでもふざけてないで、早く起きてご飯食べようよお兄ちゃん！　ガッコー、遅ち刻こくしちゃうよ！」




　……という割に、初葉は圭太が起き上がるのを邪じや魔まするように、のすっ、と膝ひざの上に乗っかってきた。




　ふにり、と太ももの柔やわらかい感かん触しよく。胸をくっつけるようにもたれかかられて、寝起きでまだ呆ほうけていた頭が瞬しゆん時じに沸ふつ騰とうする。




「ちょっ……お、おい、片瀬おま……！」

「片瀬じゃないもん。初葉だもん」

「は、初葉……！　お前、ちょっと、近いって……！　っていうか、そんな乗っかられてたら起きられないだろ!?」

「だって……まだ、してないじゃん」

「は？　何を？」

「だからっ、お……おはようの、チュー。まだ、してないもん……しないと、起きられないもん」




　言いながら、初葉が少しだけ背せ伸のび。『チュー』、と甘えるように呟つぶやく唇くちびるが目の前まで近付いて、ガチンと体が硬かたくなる（※下ネタではない）。




「ち、ちゅぅ、って……」

「だ、だって、キョーダイなんだから……おはようのキスくらい、フツーでしょ？」




　フツー、なんていう割に、初葉の頰は少しだけ赤らんでいた。キュッと、か弱い力でパジャマの胸むな元もとを摑つかまれ、思い出したように心臓がドキドキと騒さわぎ出す。




　でもだけど、おはようのチューなんてそんな。自分達はただのクラスメイトなのに。いや、兄妹だったっけ？　あれ？　だったら別に問題ない？




　混乱している間にも、初葉との距きよ離りは縮まろうとしていた。ぷっくりとした、可愛らしいピンクの唇がゆっくりと、圭太のそれに近付いてくる。




　そして、とうとう──。




「──させません！！！　とう！！！！」

「おぶぅ!?」




　突とつ如じよ、何者かに横からどつき倒たおされて、圭太はずべしゃ、とベッドから転落。




「お、お兄ちゃん!?　大だい丈じよう夫ぶ!?」

「い、いててて……。なんだ、何が起きたんだ一体……」

「ふぅ……間かん一いつ髪ぱつでした」

「その声……早はや川かわか!?」




　ガバリ、と顔を上げた圭太の目に飛び込んできたのは、『風紀委員』と書かれた腕わん章しよう。




　艶つややかに光る黒くろ髪かみロング。ピシッと着こなした制服。誰もが恐おそれる風紀委員にして圭太の幼おさな馴な染じみ、早川仁に奈なが、ベッドの上に仁王立ちしていた。




「は、早川!?　な、なんでここにいるんだよ!?」

「そんなもの、『妹』として、『お兄様』を起こしにきたに決まっているではないですか」

「いやだからなんでだよ!?　俺とお前はただの幼馴染で、兄妹じゃ──兄妹じゃ…………あれ？」




『兄妹じゃない』と言いかけて、圭太は首を捻ひねった。幼馴染だけど、でもそれはそれとして、妹だったような気も、しなくはない……ような……。




「ハッ、お兄様の様子がおかしい!?　もしや、妹成分が不足しているのでは……!?　いけません！　さあ、お兄様！　どうぞ、私の胸に身を委ねてください！　大丈夫です！　私とお兄様は兄妹ですから！　たとえ何をしていてもそれは家族のスキンシップのうち！　決していかがわしくはありません！　ええ、たとえナニをしていても!!」

「あー!?　それズル!!　ってか、せこいし!!　アタシが先に、お兄ちゃんとチューしようとしてたのにー!!」

「ま、待て二人とも……微び妙みように状じよう況きようが飲み込めないけど、とりあえず、妹同士が争い合っちゃいけない……！」




　ああ、いけない。妹達がいがみ合っている。可愛い妹同士が互たがいに傷付け合うなんて、そんな悲劇があってはならないというのに。




　とにかく、ここはお兄ちゃんである自分がなんとしてでも場を収めなければ。圭太は必死で二人を止めようとするが、なぜかそこで、急激に体が重くなった。たしかに目を覚ましたはずなのに、まるでまだベッドの中にいるみたいに、瞼まぶたが重たくて仕方がない。




　これじゃあまるで──まるで、夢を見ている、みたい………………。
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「──まーじま？」

「ひゃいっ!?」




　突とつ然ぜん、『ふぅ……』と耳に息を吹ふきかけられて、圭太は思わず立ち上がる。




「は……!?　え……？　ここは……教室？　へ？　あれ!?」

「──ぷっ。あっははははは！　『ひゃいっ』って！　『ひゃい』って言ったいま！　リアクション可愛すぎでしょー！」




　きょときょと、と周囲を見回す圭太を見て、周りのクラスメイトがドッと笑い出す。




（な、なんだ……寝ねてたのか、俺）




　ようやく状況が飲み込めて、気き恥はずかしさにちょっと俯うつむく。

　時計を見ると、一限後の休み時間だった。授業が始まってからの記き憶おくがほぼないので、授業中からずっと寝落ちしていたのだろう。

　ぐうすか寝る様をクラスメイトに見られていたのかと思うと、普ふ通つうに恥ずかしかった。口の端はしに涎よだれの跡あとが残っているのに気付いて、慌あわてて拭ぬぐったりする。




　……いや、ただ寝ていただけならまだ良かった。地味なオタクの男子が居い眠ねむりしているぐらいのこと、普通ならきっと、誰だれも気に留めたりしなかっただろう。




　その地味なオタクの男子の耳にご丁てい寧ねいに息なんか吹きかけて、衆しゆう人じん環かん視しの中で叩たたき起こしてくれた誰かさんがいなければ。




「もー、真ま島じまってばさすがに寝すぎでしょ～？　さっきの授業中からずーっとじゃん。先生すっごい睨にらんでたよ～」

　細っこい指で圭太を指差しながら、誰かさん改め、片かた瀬せ初はつ葉はがケラケラと笑う。

　片瀬初葉。同じクラスのＪＫ。もちろん妹ではない。だから、『チューしよ？』とかももちろん言われたりしない。お腹を抱かかえて笑い転げているせいで、前かがみになった制服の襟えり元もとから微び妙みように胸の谷間が見えそうで見えなかったりしているが、それを指し摘てきすれば彼女は恥ずかしがるどころか、「何～？　アタシのおっぱいそんなに見たい～？」と、余よ裕ゆうの笑みで弄いじり倒してくるに違ちがいない。




　つまるところ──全ては夢オチ。毎朝起こしに来てくれる、健けな気げで可愛い甘あまえん坊ぼうの妹なんて、圭太には最初からいなかったのだった。ちゃんちゃん。




（………………消えたい）




　賑にぎやかな笑い声に包まれながら、圭太は一人この世の悲ひ哀あいを嚙かみ締しめる。




　ここで気さくに「うるせーよｗｗｗ」とか返すことができたら、あるいはみんなと一いつ緒しよに盛り上がる未来もワンチャンあり得たかもしれない。

　が、残念ながら、そんなリア充じゆう御ご用よう達たしのスキルなんぞ圭太にはない。「ははは……」と乾かわいた笑いを漏もらしながら、しおしおと席に座りなおすのが精せい一いつ杯ぱいである。我ながらクソつまんねーリアクションだった。

　当然、そんなクソつまらないコミュ障野や郎ろうをいつまでも構ってくれるほどクラスメイトも暇ひまではないので、爆ばく笑しようの渦うずはそうそうに収束。あとはもうみんな、圭太のことなんて忘れたように、友達とおしゃべりに花を咲さかせたり、携けい帯たいを弄ったり、色々だ。




　……ただ一人を除いて。




「あー、ほんと、真島ってばおっかしぃ～。授業中もずーっとムニャムニャ寝言言ってるんだもん。もーアタシ、笑い堪こらえんの必死だったんだから。あっははは！」

　クラスのみんなが興味をなくしてからも、初葉は何が楽しいのか、圭太の隣となりの席に（勝手に）陣じん取どって、キャッキャ、キャッキャと笑い続けていた。




　これが、圭太の知る片瀬初葉という女子。自分みたいな地味男子に興味なんてないかと思いきや、何が楽しいのかしょっちゅう絡からんできて、からかっては楽しそうに笑って茶化して一人で楽しんで。




　……それだけだと、以前なら思っていただろうけど。




　しかし、今の圭太はもう知ってしまった。いつだって余裕綽しやく々しやくで、クラスのヒエラルキーの頂点。恐れるものなんて何もないと思っていた彼女にも、誰かに甘えたり、頼たよったりしたいときがあるということを。




　彼女の、『お兄ちゃん』になったその日から。




　……いや、まだ寝ぼけているとかそういうことではない。圭太だって何も、なんの理由もなくあんな妙な夢を見てしまったわけじゃないのだ。




　全ての始まりは、圭太が現在絶賛無（理のない範はん囲いで）課金中のソーシャルゲーム、『ＳＧＯ』。その運営スタッフが、ゲーム製作のアルバイトスタッフを募ぼ集しゆうし始めたことにある。

　高校生ＯＫ、未経験歓かん迎げいとかいう夢みたいなワードにつられ、ダメ元で応おう募ぼしてみた圭太はまさかの採用。




　だがしかし、意い気き揚よう々ようと現場に向かった圭太を待っていたのは、『レンタルお兄ちゃん』とかいう、ソシャゲに関係ないどころかまともに法律守ってるかも怪あやしい、謎なぞ極きわまるバイト内容だったのである。




『レンタルお兄ちゃん』。読んで字のごとく、『お兄ちゃん』を貸し出すサービスである。うん、意味がわからないね？




　協力してくれたらＳＳＲを支給するという甘い言葉に釣つられてしまったのが運の尽つき。主任を名乗るスーツの女性、野の中なか玲れいによって、圭太は栄はえある（？）『第一お兄ちゃん』に任命され、貸し出し先である『妹様』と、兄妹きようだい契けい約やくなるものを結ぶ羽目となったのだった。




　しかも。その『妹様』というのが、これまたまさかの──。




『アタシのこと……真島の、妹にしてよ？』




『妹』として接することになった相手は、あの片瀬初葉で……てっきりいつものようにからかってくるのかと思いきや、『妹』になった初葉は学校での態度とは打って変わって、甘えたがりで、素直で、本当の『妹』のようで。




　驚おどろいたのはそれだけじゃなかった。初葉に続いて、幼おさな馴な染じみの仁に奈なまで『真島くんを見張らなくては！』とか言ってバイト先に押しかけるようになったり。同じお兄ちゃん仲間だと思っていたバイトの後こう輩はいは実は女の子で、しかも学校では先輩だったり。初葉とちょっとしたことからすれ違って。でも、だからこそ大切なことに気が付いたり──。




　本当の意味で、家族になったわけじゃない。あくまで契約、レンタルの上での関係ではある。




　けれど、初葉がそれを求めてくれる限りは、自分は彼女の『お兄ちゃん』でいつづけようと、圭太は決めている。




　……とはいえ。




（この笑い方見てると全部夢だったみたいに思えてくるな……）




　未だに笑い続けている初葉を見ていると、「これで良かったのか」みたいな思いがにわかに顔を出してくる。もういっそ、さっきの『チュー』うんぬんだけじゃなくて、レンタルお兄ちゃんとか妹様とかも全部含ふくめて、今まで見ていた夢だったんじゃないかと思うぐらい──。




（………………）




　圭太がふと不安に駆かられたそのとき。笑い続ける初葉に辛しん抱ぼう強く付き合っていた女子の一人が、「てかさー」と口を開く。

「初葉ってさ、意外と真島のことよく見てるよねー。席離はなれてるのに」

　ふと思いつきました。そんな調子でかるーく告げられた言葉。




　だが、言われた初葉の反応は凄すさまじかった。




　きゃいきゃいと笑っていたのがピタリと停止。たっぷり十秒は黙だまりこくった後、『ぼふんっ』と煙けむりを噴ふく勢いで、その顔が真っ赤に染まる。

「え。えー、何。そのリアクション。初葉ってもしかして──」

「ち、ちち、ちがっ、なななななにゆってんの。べべ、別にそんなんじゃないしっ。そりゃお店とか手伝ってもらったりしてるけど、アタシとお兄ちゃんはただの──」

「おに……え、何？　それにいま『お店』って」

「あー、あー！　ちちちち、ちがっ、えっと、えっと……そ、そう！　お似合いなんて、そんなことあるわけないじゃんって言いたかったかも!?」

「や、うちらに聞かれても困るんだけど……」

　うっかり『お兄ちゃん』とか言いかけて、初葉のテンパり具合はますます加速していく。

　ぐるんぐるんと目を回しながら、初葉が一いつ瞬しゆんだけちらりとこっちを見て。『ハッ!?　いけないバレちゃう！』とすぐに逸そらすのを、圭太は目もく撃げき。

　その時点で──というか、初葉が最初に固まった段階で、圭太のやるべきことは決まっていた。




　初葉のリアクションを見る限り、やっぱり、今までのアレとかそれは、夢ではないらしいので。つまりやっぱり、初葉は圭太の『妹』で、圭太は初葉の『お兄ちゃん』なので。




　妹が困っていたら、お兄ちゃんがすることなんて、いつでもたった一つしかないのだった。




（ええい！　もう知らん、どうにでもなれーい!!）




　恥はじとか外がい聞ぶんとかクラスの目とか、人として大事なものを捨てる覚かく悟ごを一瞬で完かん了りようさせ、圭太はスマホを取り出す。そして慣れた手付きで『ＳＧＯ』のホーム画面を起動させ、実装されている『お出で迎むかえボイス』を──挿さしていたイヤホンを抜ぬいて──再生する。




『お兄ちゃん！　お帰りなさい！　あたし、今日もいい子にしてたよ？　ねーえ、褒ほめてお兄ちゃん☆』




　妹好きのオタク垂すい涎ぜんの、しかし一いつ般ぱん人ならドン引き余よ裕ゆうの甘々ボイスが、教室中に大音量で木霊こだまする。

　しぃぃぃん……と、絵に描かいたように静まり返る教室。そりゃそうだ。

「あ、あれー？　イヤホン挿したと思ったんだけどなー？　おっかしいなー？　あははははは……」

　地じ獄ごくみたいな沈ちん黙もくが支配する中、圭太はわざとらしくそんなことを言いながら、イヤホンのプラグを挿し直す。

　というか正直、他にできることがなかった。何もかも覚悟の上とはいえ、この空気をどうにかする方法まではさすがに考えてない。なんなら誰だれか助けて。

　だが幸い、静せい寂じやくはそこまで長く続かなかった。誰かが「ぷっ」と噴き出したのをきっかけに、教室は再び笑いの渦に包まれる。

「あはははは!!　えー、何今の!?　ちょっとビビったんですけどｗ！」

「真島、おまっｗｗｗ　さすがにそれはねーわｗｗｗ」

　普ふ段だんから賑にぎやかなリア充じゆう組を中心に、クラスメイトがよってたかって圭太を茶化す。

　……この辺は、ある意味初葉のおかげかもしれない。というのも、彼女が飽あきもせずに構いに来るせいで、『真島圭太＝弄られキャラ』という図式が、クラスの中で確立しているところがあったので。おかげで、圭太がちょっとくらいやらかしても、こうやって乗っかってもらえる。

　……いや、そもそも初葉が口を滑すべらせなければ圭太が体を張る必要もなかったわけだが。

　自分にツッコミを入れたところで、チャイムが鳴った。次の授業の先生は、いつも教室に来るのが早い。みんな圭太のことなんてすぐにほっぽりだして、慌あわてて自分の席に戻もどっていく。

（やっと解放された……）

　とりあえずドン引きされて孤こ立りつ……という最悪の結果にはならずに済んだけれど、笑われっぱなしというのも別に嬉うれしかない。ほっと息を吐いて、腰こしを下ろす。

　チラリと初葉の様子を窺うかがえば。次の授業の準備を始めるクラスメイトの向こう、初葉がこっそりと、こちらに向かって両手を合わせているのが見えた。

『お兄ちゃんごめん～!!　[image: かお]』とばかり、その顔は申し訳なさで一いつ杯ぱい……と思いきや。圭太が見ていることに気付くと、はにかむように「えへへ」と笑ってみせたりして。




　へにゃっ、と蕩とろけたようなその顔は、教室での強キャラ感とは似ても似つかない。圭太しか知らない、妹の顔。




　さすがに見慣れたと思ったのに、それを見たらちょっとだけドキッとした。

　多分、ここが学校だったからかもしれない。ついさっきまで、リア充の顔でクラスメイトに混じっていた初葉を見ていたから。そのギャップがいつもより印象に残って。きっと、そのせいだ。




（いやいや!!　妹にドキッとしてどーする!!　俺はお兄ちゃんなんだっつの!!）




　……そう思ったところで、スマホが震ふるえた。反射的に通知欄らんを確認すると、そこには。




『緊きん急きゆうだが出前の依い頼らいが入った。いつものように頼たのむぞ、お兄ちゃん』










　真島圭太、高一男子。趣しゆ味みはソシャゲ。好きなものは妹。




　わけあって、『お兄ちゃん』やってます。




　　　　◆◆◆




（…………てか、出前先って学校なのかよ）




　昼休みだった。

　主任こと野中玲から送られてきた『依頼内容』を頼たよりに、圭太はてくてくと校舎内を歩く。

　昼休みというだけあって、校舎の中はどこを歩いても賑やかだった。こんな人目のある中で『お兄ちゃん☆』とかやったら、言った妹様も言われた圭太も二人まとめて学校生活終しゆう了りようのお知らせだと思うのだが、果たして依頼主はどういうつもりなのだろう。

　だが、その心配は杞き憂ゆうだった。目的地である屋上に近付くにつれ、徐じよ々じよに生徒の姿は減り、辺りは静かになっていく。

　これはこれで、なんだか密会っぽくて背はい徳とく感が漂ただようような……とか思っていたら、階段の上から「あ！」という声。

　顔を上げると、屋上のドアの前。階段に腰を下ろして、初葉が圭太を待っていた。

　が、その姿を視界に収めるなり、圭太は思わず「ぶふっ!?」と噴き出してしまった。

　というのも、スカートで座っているから、圭太の位置からだとその中が丸見えなのだ。

　スカートの中。それすなわちパンツである。

「は、初葉!?　お前！　スカート!!　見えてる!!」

「え!?　噓うそ!?」

　気付いていなかったのか、初葉がバッとスカートを押さえた。見る見るうちに、その顔が耳まで真っ赤に染まる。

　……いつだったか、教室で似たような状じよう況きようになったときは、「気になる？」なんて言って自分から裾すそをぴらぴらさせていたというのに。『妹モード』になると、初葉は別人のように初心うぶだった。

　そのくせ。

「………………」

「な、なんだよ。言っておくけど、ちらっとしか見てないぞ！　ちゃんとすぐに目逸らしたからな！」

[image: ]

「そ、そーじゃなくて！　……お、お兄ちゃんが、見たかったら……見せたげても、いーよって……」

　もじもじ、と太ももをすり合わせながら、初葉はそんなことを言ってきた。聞こえるか聞こえないかの、あからさまに恥はずかしがっている声で。

「こら!!　いくら兄妹きようだいだからって、女の子が男に『パンツ見せてあげる』なんて言っちゃいけません!!　本気にする奴やつがいたらどうする!!」

「大だい丈じよう夫ぶだもん。お兄ちゃんにしか、言わないし……」

「ならいい──いやよくねーよ！　たとえお兄ちゃんでもだめ!!」

「あたっ」

　ぺち、と、初葉の額にお兄ちゃんチョップを食らわす。妹の貞てい操そうを案じるお兄ちゃんの愛の鞭むちである。愛なのでもちろん痛くはしない。

　が、その分反省を促うながす効果もなかったようで、初葉はおでこを触さわりながらひたすらニコニコしていた。

「えへ～……お兄ちゃんに怒おこられちゃった」

　だめだこの妹。しかし可愛い。

「……ていうかお前。まさか、俺にパンツを見せるためにこんなとこ呼び出したわけじゃないよな……？」

「違ちがうよっ!?　アタシはただ、お兄ちゃんにお礼言おうと思って」

　パタパタと両手を振ふり、初葉がじっとこちらを見つめてくる。さっき教室で見た顔と同じ。嬉うれしさと照れくささが入り交じった表情。

「あのね……さっきは、助けてくれてありがと」

「いや。別に、お礼言われるほどのことはしてないし」

　だって、妹が困っていたら、お兄ちゃんが助けるのは当たり前だ。

　だけど、初葉はまるでとっておきのプレゼントをもらったみたいに、ニコニコと微笑ほほえんで圭太を見つめ続ける。照れくさくなって、圭太は顔を背そむけた。

「……って、え？　それだけ？」

「ち、違うの違うの！　待って待って！　お礼も言いたかったんだけど、もう一つあって！　アタシ、今日はお兄ちゃんと一いつ緒しよにお昼食べようと思って、お弁当作ってきたの！」

　しゅばっと、初葉が脇わきに置いていたトートバッグを掲かかげる。

　途と端たんに、おいしそうな匂においが鼻先を掠かすめた。

　この匂いは知っている。わけあって、このところ毎晩のようにご馳ち走そうになっている、彼女の家の家庭の味。

「それ、ひょっとして手作りか？」

「そだよ。普段からアタシ、お弁当は自分で作ることも多いから。お父さんもお母さんも、お店遅おそくまでやってるし……あ！　で、でも、クラスのみんなには言わないで！　お母さんが作ってくれてることになってるから！」

「え、なんで？」

「だ、だって……お店のレシピだから、おじさんくさいし、写真映えしないし……可愛くない、もん」

　うずくまるようにして、初葉がぎゅっとバッグを抱だき締しめる。

　そういえば、彼女は自分の家のこと──実家が居酒屋であることを、クラスメイトには内緒にしているのだった。知っているのは多分、『お兄ちゃん』である圭太だけ。

「初葉のお店の料理は、俺も好きだけどな。味もうまいし、案外、見せてみたらみんな食べたがったりするんじゃないか」

　店のことが嫌きらいだとか恥ずかしいとか、そういう理由ではないのだと思う。実際初葉は、放課後には進んでお店を手伝うくらいの孝行者で、両親のことも、二人が経営しているお店も、とても大事に思っている様子だった。

　なんで圭太がそこまで知っているかという理由は、後で説明するとして、今は。

「……小学校の頃ころに、ね」

「ん？」

「小学校の頃に、クラスのみんなに、お店のこと知られちゃったことがあって。でも、ほら……子供だし、居酒屋とかってみんなよくわかんないじゃん？　『お酒飲むお店』ってとこばっかり広まっちゃって、変な誤解されたりもして……そういうこと、あったから」

　お店の料理が詰つまったお弁当を守るように抱かかえて、初葉は俯うつむく。

「じ、自分でも、気にしすぎだとは思うんだけどねー！　クラスの友達みんないい子だし、高校生にもなって、そんなことでからかってくる人いないと思うし！　言っちゃえばいいのにって、自分でもホント、思うんだけど──」

「わかった。誰だれにも言わないよ。約束する」

　慌ててまくし立てる初葉を遮さえぎって、その頭にぽんと手を置く。

　クラスの女子が相手じゃ、こんなリア充みたいなこと到とう底ていできやしない。

　でも、初葉は別だ。

　だって彼女は妹で、自分はお兄ちゃんだから。

　落ち込んでる妹を励はげますのに、恥ずかしいとか照れくさいとか、そんなこと言っていられない。

「……いいの？　お兄ちゃんにも、噓ついたりさせちゃうかもしれないのに……」

「任せろ。お兄ちゃんはいつだって妹の味方なんだ。なんせお兄ちゃんだからな」

「……うん！」

　ニコッと、初葉が笑う。笑ってくれる、さっきの落ち込んだ様子なんて噓みたいに。

「……けど、弁当、こんなところで食べるのか」

「大丈夫、場所はちゃんと考えてあるから」

　立ち上がったかと思ったら、初葉は圭太に背を向けて歩き出した。

　とはいえ、そこにはもう屋上に続くドアしかないのだけれども。

「何してるんだ。屋上は立ち入り禁止だろ？」

　実際、初葉の背中越ごしに覗のぞき込んだドアには鍵かぎがついている。特別な許可でももらわない限り、生徒が入ることはできないはずだ。

　しかし、初葉は「ふっふーん」と笑って、ポケットから鍵を取り出す。

「鍵？　え、なんで初葉が持ってるんだよ。先生が管理してるはずじゃ……」

「だいじょーぶ、これは合鍵。よく知らないけど、どこかの先せん輩ぱいがこっそり作って持ってるらしくって。頼めば貸してもらえるんだって」

　そう言う初葉は、友達経由で借りたらしい。なんでも、二人っきりになりたいカップルが、『そういう目的』で頻ひん繁ぱんに利用しているのだとか……。

（………………いや俺達は兄妹だから）

　真顔になる圭太を尻しり目めに、初葉は「あ、開いた！」と元気にドアを押し開ける。

　初めて足を踏ふみ入れた屋上は、当たり前だが人っ子一人いない。ベンチなどはないが、雨ざらしの割にはゴミも落ちておらず、綺き麗れいなものだ。ちょっと座り心地ごこちは悪いけれど、今日は天気もいいし、昼食にはいいロケーションかもしれない。

　……とか思っていたら、背後で『ガチャン』と鍵の閉まる音。

「えへへ。二人っきりだね」

「そ、そうだな……」

　ぎゅむーっと抱だき付かれながら……ついでにおっぱいもめっちゃ押し付けられながら言われて、ぎこちなく頷うなずく。

　危なかった。こんな嬉しそうに笑う初葉と二人きりだなんて、もしも自分達が兄妹じゃなかったら、きっとドキドキして昼飯どころじゃなくなっていただろう。兄妹で本当に良かった。

　……とはいえ。これはさすがに近すぎる気がする。だってこの体勢では、圭太がちょっと体を動かしただけで、腕うでがおっぱいに『もにゅ』とダイレクトアタックをかましてしまう。いや兄妹だけど。兄妹だから別に鼻血噴ふきそうにとかなってないけど。でもダイレクトはまずい気がする。

「……お兄ちゃん？　なんか顔赤いけど、どうかした？」

　ひょい、と、初葉が圭太の顔を覗き込む。

　なんでもない、と答えかけて、ふと、その唇くちびるに目が留まった。ふっくりと可愛らしい、薄うす桃もも色の唇。夢に見たのと同じ。




『お兄ちゃん……チューして？』




（いや、違う違う。何ドキッとしてるんだ、あれは夢なんだから……）

　けれど。もしも、初葉に本当にそうお願いされたら。『兄妹』だったら、ちょっとぐらい過か剰じようなスキンシップだって、別におかしくはない……のか……？

「お兄ちゃん、ホントにどうしたの？　……もしかして、疲つかれてるとか？　授業中も寝ねてたし……。やっぱり、うちの手伝いしてもらってるから……」

「いや、そういうわけじゃ──」

　初葉が落ち込んだ顔をしたので、慌あわてて否定しようとしたそのとき。




「──そこまでです!!」




『バーン！』と屋上の扉とびらが勢い良く開いて、圭太と初葉はビクッと飛び上がる。

「げっ……!?　は、早はや川かわ……!?」

「二人とも！　何をしているんですか？　屋上は立ち入り禁止ですよ」

　長い黒くろ髪かみを翻ひるがえし、仁奈はつかつかとこちらへ歩いてくる。

「そ、そう言う早川こそ、なんでここに……!?　てか、鍵は!?」

「このところ、無断で屋上に出入りし、あまつさえいかがわしい行こう為いに及およんでいる生徒がいると耳にしましたので。先生に進言して、自主的に見回りをすることにしました。鍵は先生から許可を得てお借りしたものです」

　合鍵でも何でもない、正しよう真しん正しよう銘めいの屋上の鍵を手に、仁奈は堂々と告げる。

　一方の圭太は早くも冷ひや汗あせが止まらなかった。

　昼休みに、立ち入り禁止の屋上で、女子生徒と二人きり。絵に描かいたような不健全フルコースだった。

　……が。肝かん心じんの初葉はというと。

「早川さん、相変わらず、すっごい真ま面じ目めだよね……。でも、今日ここにはアタシとお兄ちゃんしか来てないから！」

『だから安心していいよ！』みたいな顔で、初葉がニコッと笑った。

「お、おい……。いいのか、早川の前で『お兄ちゃん』とか言って」

「えー、ヘーキでしょ。こないだもお店来てたんだし。ガッコでは真面目だけど、意外とそういうのわかってくれるっぽいし」

　……次の瞬しゆん間かん。鬼おにみたいな顔した幼おさな馴な染じみがつかつかと近付いてきて、圭太にひっついている初葉の腕を『わしっ』と摑つかんだ。そしてその手首に手て錠じようをかける。

「ちょっ、何これ!?」

「不純異性交遊の現行犯で指導です。あとで風紀委員室に来てください」

　拘こう束そくされた手首を見て、初葉が目をまん丸にした。圭太もおったまげる。

「え、噓うそやだ!?　外はずれないし!?　お兄ちゃん助けて!!」

「は、早川!?　なんだこの手錠!?」

「それは風紀委員の活動のために、父のツテを頼たよって特注してもらったものです。鍵はこちらに」

「手錠が必要な委員会活動って何!?　普ふ段だん何してんの風紀委員!?」

「私達の注意を聞かず、無理矢理立ち去ろうとする生徒も多いですから。こちらもある程度の武装は必要なので」

「武装て……」

「……っていうか、鍵があるなら外してよ!?　アタシなんにもしてない!!　無実!!　エンザイだし!!」

「何が無実ですか!!　今の今まで、真島くんと不健全にも抱き合っておきながら!!」

「え？　だってアタシ達は兄妹きようだいだし」

「ねえお兄ちゃん？」と、ぴっとりおっぱいくっつけながら初葉が言う。手首に手錠ぶら下げたまま。

　怒おこられたくないので誤ご魔ま化かしている……というわけではなさそうだった。初葉は本当に、『アタシとお兄ちゃんは兄妹だから大だい丈じよう夫ぶ！』と思っているらしい。

　しかし。

「それは、あくまでバイトの上の話でしょう。学校にいる間は関係ありません」

　当然といえば当然ながら、鬼の風紀委員で知られる早川仁奈が、そんなアホみたいな言い分を認めてくれるわけもなかった。再び引っぺがされそうになり、初葉が「やーだー！」と圭太にしがみつく。

「関係なくないし！　今だって出前中だもんレンタルしてるもん!!　大体、早川さんだって、お店ではお兄ちゃんのこと『お兄様ー』って呼んでベタベタしてたくせに！」

　以前レンタルされたときの話を出され、思わず動きを止める……圭太が。

　そうなのだ。この鬼真面目っぷりからは想像もできないけれど、初葉だけではなく、実は仁奈も、兄妹契けい約やくを結んだ『妹』の一人。圭太と仁奈は今やただの幼馴染ではなく、兄妹でもあるのだった。

　……しかし。学校でも割と開けっぴろげな初葉とは対照的に、今目の前にいる早川仁奈は、そんな素そ振ぶりなどおくびにも出さない。

「ですから!!　それはあくまで『レンタル中』の話だと言ったはずです!!　そもそも！　兄妹であろうとなんであろうと、屋上は原則立ち入り禁止です！　立・ち・入・り・禁・止!!　二人とも、今すぐ教室に戻もどってください！　大人しく出て行くなら、その手錠は外してあげますから」

「「はーい……」」

　こればっかりは反論もできず、圭太は大人しく、そして初葉は渋しぶ々しぶと頷く。

「むー……せっかくお兄ちゃんと二人っきりになれると思ったのに」

「え？？？　なんです？？？　え、二人っきり？？？　男と女が二人っきりで何をしようと？？？？　真島くん？？？　説明してもらえますか真島くん？？？」

「さー、早く教室に戻ろうじゃないか初葉!!　早くしないとお昼休みが終わっちゃうぞ!!」

　何やらぶーたれる初葉を引っ張って、圭太は大急ぎで屋上を出て行く。




　いや、正確には出て行こうとした……のだが。




「いえ戻るのは片瀬さんだけで。真島くんはここに残ってください」

「なんでだよ!?」

「私がいないところでまたいかがわしい行為に及ばれては困るからです！」

「またってなんだ!?　俺がいつ誰だれといかがわしい行為に及んだっていうんだ!!」

「たったいま片瀬さんと抱だき合っていたじゃないですか！」

「あ、あれはそういうんじゃないからほら。お兄ちゃんだからいかがわしくないから」

「ですから、それはあくまでレンタル中の話！　学校では認められません！　私だって我が慢まんしているのに……！」

「我慢？」

「と、とにかく!!　真島くんはこのままここに残ってください!!　これは風紀委員としての指示です!!」

「いやけど、いきなりそんなこと言われても、俺、昼飯持ってきてないし……」

「問題ありません。私のお弁当を分けて差し上げますから」

　すちゃ、と、仁奈が持っていた包みを掲かかげる。

「……いや、なんで見回りに弁当？」

「元々、見回りというよりは、見張りが目的でしたから。昼休みの間は屋上にいて、誰かが無断で立ち入ろうとしないか監かん視しするつもりでいたんです」

「監視って……一人でか？」

「私が提案したことですから。率先して行動するのは当然です」

　てきぱきとレジャーシートを敷しき始める仁奈を見ながら、圭太は喉のどまで出かかった言葉を飲み込む。

（いくら真面目っていったって……ちょっと、頑がん張ばりすぎじゃないのか）

　もし圭太達がここにやってきていなかったら、彼女はこの屋上に一人っきりで、昼休みの時間を過ごすつもりだったんだろうか。

　それは……想像してみたら、なんだか、とても。

「さあ、真島くんもそこに座ってください！　張り込み開始です！」

「……わかったよ」

　嫌いやだと言ったところで、このまま放ほう免めんしてもらえるとも思えない。

　それに何より、このまま仁奈を一人残していくのは気が咎とがめた。

「悪い、初葉。まだ時間残ってるけど、この分の埋うめ合わせは、主任とも相談して必ずするから……」

「え、いいよそんなの！　お兄ちゃんのせいじゃないし……っていうか、お兄ちゃん残るんだったら、アタシもこのまま屋上でお昼にすればいいだけだし！」

「いえ、片瀬さんはだめです。帰ってください。どうしてもというならまた手錠をかけます」

「どうして!?」

「どうしてもです。……それと。先ほども言いましたが、片瀬さん。学校でまで、真島くんのことを『お兄ちゃん』などと呼ぶのは不適切だと思います。おかしな誤解を招かないとも限りません、訂てい正せいしてください」

「えー。でも、お兄ちゃんはお兄ちゃんだもん。ここには早川さんしかいないんだし、別にいいじゃん」

　言い返す初葉は、心なしかムッとしている様子だった。まあ、「真島くんはいいけどあなたはだめ」とか理り不ふ尽じんなことを言われたら、誰だって腹は立つかもしれないが。

「よくありません。子供じゃないんですから、公私のけじめはつけてください」

「別に、クラスのみんなの前でまで呼んでるわけじゃないし。お兄ちゃんだっていいって言ってるんだからいいでしょ？　っていうか、なんで早川さんにそんなこと言われなきゃなんないの」

「関係あります。私には風紀委員として、学内の風紀を取り締しまる義務があります。それに、私と真島くんは幼馴染ですから。彼が道を踏ふみ外さないよう見張らなくてはいけません」

「だったら、アタシだってお兄ちゃんの妹だもん！」

「ですから、それはバイトの上での話で、学校では関係が──」

「そんなこと言ったら、早川さんの言う『幼馴染』だって、学校ではカンケーないじゃん」

　いつしか二人は黙だまりこくり、険しい表情で睨にらみ合っていた。一いつ触しよく即そく発はつの気配。

「……ま、まあまあ、二人とも。とりあえずお昼にしようぜ、な？　早く食べないと、時間なくなっちまうしさ……な？　な？」

「……お兄ちゃんがそう言うなら」

「そうですね。あまり待たせても、真島くんに悪いですし」




　……というわけで。




（……なんだこの状じよう況きよう）

　屋上に敷いたシートの上。圭太を真ん中にして、初葉、仁奈の二人がお弁当を手に座り込む。

「はい、お兄ちゃん。あーん」

　ニコッと笑って、初葉が箸はしを差し出す。

　すかさず、仁奈がその手を、『ぱっしーん！』とはたき落とした。

「痛い！　ちょっ、何すんの早川さん！」

「何するの、ではありません！　男子に『あーん』なんて、風紀委員の目の前でよくそんな不ふ埒らちな行いができますね全く！」

「兄妹なのに……」

　不満そうな顔で、初葉は自分の弁当をもぐもぐする。

　ちらっと覗のぞいたその中身は、焼き鳥やらたこわさやら、初葉のお店で定番のメニューが詰つめ込まれている。確かに女子高生っぽくはないかもしれないが、その味を知っている圭太には素直に美味おいしそうに見えた。

　対して、仁奈のお弁当は見るからに上品で、高級そう。手作りではなく、どこかで買ったか届けてもらったかしたもののようだ。これもやっぱり女子高生感はないが、仁奈のお嬢じよう様さま然とした雰ふん囲い気きにはこちらのほうがむしろ合っているかもしれない。

「どうぞ、真島くん」

「おお、悪い。……けど、本当にもらっちゃっていいのか？」

「そーだよー。お兄ちゃんにはもうアタシのお弁当があるもん」

　ぶす、と唇くちびるを尖とがらせながら、初葉が仁奈を一いち瞥べつ。あれこれとお説教された不満が溜たまっているのか、普ふ段だんの彼女には珍めずらしく物言いが喧けん嘩か腰ごしだ。

　仁奈も仁奈で初葉を見る目は厳きびしいもので、挟はさまれている圭太はヒヤヒヤしてしまう。

「お兄ちゃんではありません、訂正してください片瀬さん」

「やだ。っていうか早川さんにそんなこと言われるスジアイないし」

「私は風紀委員です。学内の風紀の乱れを見過ごすわけにはいきません」

「だーかーら！　なんでアタシがお兄ちゃんをお兄ちゃんって呼ぶことがフーキの乱れになるの。コーソクに書いてあるのっ」

「校則の問題ではありません。常識で物を考えてください」

「大体、早川さんだって『妹』なのに」

「ですから、学校では違ちがうと言っています！　私は風紀委員です妹ではありません！」

「まあまあまあ。二人とも落ち着いてほら？　な？　な??」







　結局、その日の昼休み、圭太は『妹』二人の仲裁に終始し、昼ご飯はろくに喉を通らなかった。




　　　　◆◆◆




『──ねーえ、お兄ちゃん』

『なんだ？』




　それは、まだ圭太が子供だった頃ころのこと。

『妹』と交わした、約束の話。




『お兄ちゃんと私は、兄妹きようだいだよね？』

『そうだぞ。お前は俺の妹だし、俺はお前のお兄ちゃんだ』

『……じゃあどうして、私とお兄ちゃん、違うお家に住んでるの？』

『それは……』




　無む邪じや気きな目で見上げてくる『妹』を前に、子供だった圭太は言葉に詰まる。

　高校生になった今なら、冷静に理由を話して諭さとすこともできただろう。

　しかし、当時の圭太はまだ、妹の疑問に、うまい答えを返すことができなかった。




　黙り込む圭太を見上げ、妹はしょんぼりと俯うつむく。




『お兄ちゃんと一いつ緒しよじゃないと、寂さびしい……』

『な、泣くな！　大だい丈じよう夫ぶだ！　同じ家では暮らせないけど、お兄ちゃんはずっとお前と一緒にいる！　お前が寂しいときは、すぐに会いに行くから！』

『……本当？』

『ああ、本当だ！　お兄ちゃんは、妹に噓うそなんかつかない！』

『じゃあ……お兄ちゃん、私と結けつ婚こんしてくれる？』

『……〝結婚〟？』




　きょとんとする圭太に、妹は一いつ生しよう懸けん命めい説明した。大人になって結婚をすれば、大好きな人と一緒に暮らせる。ずっと一緒にいられるんだと。




『お兄ちゃん……私のこと、お嫁よめさんにしてくれる？』

『ああ！　お前のお願いだったら、お兄ちゃんなんでも叶かなえてやるぞ！』

『本当!?　ありがとう、お兄ちゃん！　大好き！』










「……お兄ちゃんってさ。早川さんと、実際どーなの？」

「どうとは」

　初葉に話しかけられて、圭太はテーブルを拭ふいていた手を止める。

　二人がいるのは、初葉の実家の居酒屋。初葉の父親が入院している間、圭太もお兄ちゃんとして、お店を手伝わせてもらっているのだ。

　今はもう閉店時間も過ぎて、店じまいをしていたところ。初葉が「ねえねえ、お兄ちゃん」と声を掛かけてきたのは、その最中のことだった。

「……なんだっけ。幼おさな馴な染じみなんだよね」

「まあな」

　とはいえ、小さい頃の圭太は親の都合で引っ越こしを繰くり返していたから、仁奈と過ごした時間も、それほど長いものではなかったけれど。

「けど、どうしたんだ。急に」

「んー、急っていうか。昼休みのときから気になってて。幼馴染っていう割に、なんかお兄ちゃん、早川さんの前だと妙みように緊きん張ちようしてるっぽいから」

「う」

　ずばりのところを指し摘てきされ、ちょっと言葉に詰まる。

「……昔はさ。ああじゃなかったんだ」

「え？」

「早川だよ。今の早川って、すげー真ま面じ目めな優等生って感じだろ？」

「あー。そだよね。なんか、センセーでも言い負かしちゃう、みたいなの聞くし」

「そう。でもさ、子供の頃の……俺が知ってる早川って、今とは全然違ってて。いや、確かに真面目ではあったんだけど」

　確かに、当時から、親や先生の言うことをしっかり守ろうとする子ではあった。

　けれどそれ以上に、昔の仁奈は引っ込み思案で、もっと言えば臆おく病びようだったのだ。

　圭太が一緒にいなければ、何もできないし、言えない。そんな女の子。相手が誰だれだろうと、物もの怖おじせずにビシバシ捕ほ獲かく……じゃなくて指導しにいく今の仁奈からは、到とう底てい想像もできない。




　だから……あの頃の圭太は、自分がこの子のそばにいてあげなくちゃと、そればかり考えていて。

　あのときは、すっかり自分が面めん倒どうを見てあげている気になっていたけど、実のところ、仁奈に頼たよられたがっていたのは、圭太のほうだったのかもしれない。




　だって今。立派な優等生になって、自分の助けなんて必要としなくなった仁奈を見ていると、少し寂しさを覚えている自分がいるのだから。




「……ふーん。そっか」

　黙だまり込んだ圭太の顔を見て、初葉がそんなことを言う。

「お兄ちゃんは、また早川さんと仲良くしたいんだ」

「いや……別に、そういうわけじゃ……」

「だーめ。妹に噓つかないの」

　つん、と指で唇を押さえられ、口を噤つぐんだ。

「お兄ちゃんが妹のことわかるみたいに、妹だって、お兄ちゃんが無理してたらすぐわかるんだから。……ホントのこと誤ご魔ま化かされるのは、寂しいんだよ？」

「う……悪い。そんなつもりじゃなかったんだけど」

「わかればよろしい。ふふーん。もう、お兄ちゃんはしょうがないんだから」

　と言いつつ、初葉は嬉うれしそうだった。圭太はなんだか気き恥はずかしい気持ちになるも、初葉が楽しそうにしているので、結局は何も言わず、その笑顔を見守る。

「けどさ、それじゃ、お兄ちゃん的には良かったんじゃない？」

「え？　何がだ？」

「だってほら、今は早川さんも『レンタルお兄ちゃん』のお店に来るでしょ。これきっかけに、また仲良くなれるんじゃない？」

「そうだろうか……？」

　そんな簡単にいくかなぁと、いうのが、正直な気持ちだった。

　実際今日も、学校での仁奈は、『バイトと学校は別です！』と言い張っていた。あんな彼女が、また昔のように、自分を頼ってくれる日は本当に来るのだろうか。

「……アタシとしては、お兄ちゃん、独ひとり占じめできたほうが嬉しいけど」

「すまない初葉。お兄ちゃんはみんなのお兄ちゃんだから」

「わかってるもん。言ってみただけー」

　誤魔化すように、初葉が肩かたの辺りを小こ突づいてくる。

　すると、カウンターの向こうでそれを見ていた初葉のお母さんが、ふふふ、と笑みを零こぼした。

「本当に、二人は仲がいいのね。本当の兄妹みたい。圭太くんも、若いのに面めん倒どう見みが良くて……あだ名が『お兄ちゃん』になるのもわかるわね」

「いや、そんな……俺なんかたいしたことしてないので」

「あら、謙けん遜そんしないで。助かってるのは本当なんだから。『お兄ちゃん』」

　くすくす、と楽しそうに微笑ほほえむ初葉母。まさか『レンタルお兄ちゃん』の件を正直に話すわけにもいかないので、初葉のお母さんには、『お兄ちゃんというあだ名で呼ばれている』と説明しているのだ。

「……このまま本当に、圭太くんがうちの子になってくれたら嬉しいんだけど」

「ちょっ……!?　お、お母さん何言ってるの!?　あ、アタシとお兄ちゃんは、そういうんじゃないんだから！　そんな、け、結婚なんて……！」

「あら？　赤くなっちゃっておかしな子。私はただ、圭太くんがうちの養子に来てくれたらいいのにな～、って、そういう意味で言っただけなのに。何を想像したのかしら？」

「うっ……もおぉぉ！　お母さんのバカ！」

　顔を真っ赤にして、初葉が叫さけぶ。学校では圭太のことをからかってくる初葉も、自分の母親が相手では形無しのようだった。

「ご、ごめんねお兄ちゃん。お母さんが変なこと言って……」

「いいって。気にしてないよ」

　まだ赤い顔をしたまま、初葉が小声で話しかけてくる。

「ホントもー、困っちゃうよね？　あ、アタシとお兄ちゃんは兄妹なんだから、結婚するとか、変だもんね？」

「いや。それは普ふ通つうじゃないか」

「そうなの!?」
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　ただし二次元に限る。

「そ、そっかぁ……そうなんだ。いいんだ、結婚…………えへへ」

　初葉はへにょりと嬉しそうに笑った。今のはあくまで二次元の話なのだが……まあ嬉しそうだし、水を差すこともないか。まさか高校生にもなって、『お兄ちゃんと結婚する！』なんてことはさすがに言い出さないだろうし。




（結婚か……そういえば、子供の頃ころにも、そんな話したっけ）




　小さい頃に、『妹』とした約束。

　もちろん、子供の頃の話だ。本気にしているわけじゃない。向こうだって、覚えてはいないだろう。

　だけど、今でもあのことを思い出すと、少し胸が痛んだ。

　ずっと一緒にいるというあの約束を、圭太は守れなかったから……。




「ねえ、でも圭太くん？　本当にうちの子になりたかったらいつでも言ってね？　あの人も男の子をほしがっていたし、きっと喜んでくれるわ」

「あはは……いえ、さすがにそこまでご厄やつ介かいになるわけには……」

　初葉のことは、本当に妹みたいに思ってはいる。

　とはいえ、実際に血が繫つながってるわけじゃないので、さすがに一つ屋根の下はまずかろう。こう、世間一いつ般ぱん的に。

（まあ、あの主任だったら、『二十四時間勤務でよろしく』とか普通に言ってきそうだけど……）

　ははは、と一人乾かわいた笑いを漏もらす。




　このときの圭太はまだ知らなかった。

　自らの想像が、フラグ以外のなんでもなかったことを。




　　　　◆◆◆




　……さて。




　ここしばらくずっと居酒屋のお手伝いをしていた圭太だったが、圭太の本業は学生でもなければ居酒屋の見習い店員でもない。そう、『お兄ちゃん』である。




　その日の放課後。圭太は久しぶりに自らの本分を全まつとうすべく、『レンタルお兄ちゃん』の拠きよ点てんたる店舗に赴おもむいていた。

　お店があるのは、路地裏の古い雑居ビル。いつの間にこしらえたのか、階段の前には『レンタルお兄ちゃん、始めました！　喫きつ茶さスペースあり、お気軽にどうぞ！』とかいう立て看板が出ていた。

　しかし、ごらんの通り絶賛営業中の『レンタルお兄ちゃん』ではあるが、今のところ、初葉と仁奈以外にお客様……じゃなくて、『妹様』がやってきたことはない。

（どうせ今日も誰もいないんだろ）

　せっかくだし暇ひまな時間でイベクエの消化でもしよう、などと考えながら、圭太は慣れた足取りで階段を上がっていく。




　……が。




「って、何これ!?」

　一歩中に入って驚おどろいた。喫茶店風に改装された店内はお客さんで溢あふれ、わいわいと賑にぎやかな話し声で満たされている。

「おお、真島くん。久しぶりだな。ところで入り口に突つっ立っているのはやめてくれ。妹様のご迷めい惑わくになる」

　呆ほうけていると、トレイを抱かかえた玲がスタスタとこちらにやってきた。そのまま、フロアの隅すみにまで連れて行かれる。

「主任、あの……どうしたんですかこれ？」

　やっぱりレンタルお兄ちゃんなんて怪あやしすぎるから、喫茶店に転向でもしたのだろうか。

　訝いぶかる圭太に、玲はドヤ顔でこう言う。

「見ての通り、『シェアお兄ちゃんサービス』だ」

「どこが見ての通り!?　お兄ちゃん要素何も伝わってきませんけど!?」

「そんなことはない。お兄ちゃんだったらそこにいるじゃないか」

「そこってどこ──」




「──あ！　兄さん！　兄さんじゃないですか！」




　声と同時に、とたた、とこちらに駆かけてくる足音。

　しかしその音は数秒もしないうちに、「はわっ!?」とかいう悲鳴、そして『ビターン！』という派手な転てん倒とう音に取って代わられる。

「あいたたっ……」

「み、瑞みず希きちゃん!?　大だい丈じよう夫ぶ!?」

　フロアの真ん中。すっ転んで目を回しているのは、圭太の『後こう輩はいお兄ちゃん』、妹せの尾お瑞希。ただし、お兄ちゃんといっても実際は女の子で、後輩だけど学校では先輩である。お兄ちゃんとは。そして後輩とは。

　ついでにいえば、瑞希はご覧の通りのドジっ子だった。一歩歩けば転び、三歩下がってまた転ぶ。まともに日常生活が送れているのかと心配になるレベルで。

　圭太は急いで、瑞希を助け起こしてやろうとした。

　だがその前に、周囲に座っていた『妹様』達が一いつ斉せいに立ち上がる。

「瑞希お兄ちゃん、大丈夫!?」

「怪け我がしてない？」

「服、はたいてあげるね」

「うん、ありがとうみんな……」

『妹』達に手を貸されて、瑞希が立ち上がる。

「えへへ、ごめんね。びっくりさせちゃって。またやっちゃった……」

　照れくさそうに笑う瑞希を見て、店内にいた妹様達が一斉に「ふにゃ～」っと笑みを浮うかべる。

「エモみがしんどい……！」

「ドジっ子お兄ちゃん、マジ推おせる！」

「ありよりのありでしょ!!」

「に、兄さん！　見てください！　兄さんの指導のおかげで、私──じゃなかった、ボ、ボクも、立派に『お兄ちゃん』が務まるようになりました！」

「そ、そう……なの？」

　ぐっ！　と、瑞希が両手でガッツポーズ。

「実は、君がいない間に瑞希ちゃんにチラシ配りをしてもらっていたんだが、そのときに、地元の中学生と仲良くなったらしくてな。口コミで話題が広まっていつの間にかこんなことに」

「は、はあ……」

　とりあえず、制服を見る限り、圭太の学校の生徒はいないようで、ひとまず安心する。

　しかし、瑞希にこんな才能があったとは驚きだった。何しろ圭太は、瑞希のドジっ子な面しかろくに見たことがない。後輩として、妹として可愛いと思うことはあっても、『お兄ちゃん』っぽさを感じることなんて全くなかったというのに。

（あ、あれ……？　もしかして俺、先輩の威い厳げん形無しなのでは……）

　いや、元からそんなものあったのかと言われれば言葉に詰つまってしまうが。

　けれど瑞希は、圭太のことも先輩お兄ちゃんとして、『兄さん』と呼び慕したってくれているわけで。そんな彼女に『お兄ちゃん』として先を行かれてしまったのかと思うと落ち込むというか、『女の子にお兄ちゃん力で負けるってどゆこと？』と真顔になってしまうというか。

「……あ、あの。兄さん？」

　軽く落ち込んでいたら、当の瑞希がちょいちょい、と服の袖そでを引っ張ってきた。

「ど、どうでしょうか!?　兄さんの目から見て、私の『お兄ちゃん仕事』ぶりは！　少しは、兄さんに近づけたでしょうか!?」

「いやぁ、近づいたどころか、もうとっくに追い抜ぬかれてるよ……。すごいね、瑞希ちゃん」

「いいえ！　こうしてお店でお話はしていますが、私は兄さんのように、『兄妹きようだい契けい約やく』を結べたわけではありませんから！　まだまだ駆け出しです！　どうか、これからもいろんなことを教えてください！」

　ぴし、と、可愛らしい仕草で、瑞希が敬礼。見ていた『妹様』達がまたキャーキャーと大おお騒さわぎする。

「いや、俺なんか全然……女の子にキャーキャー言われたこともないし……」

「そんなことありません！　どんなときでも『妹』のことを考えて、呼ばれればどこにだって飛んできてくれる……妹愛に満ちあふれている兄さんは、『お兄ちゃん』の鑑かがみです！　私、本当に尊敬しています！」

「そ、そうかな……」

「はい！　私も、こんなお兄ちゃんがほしかったなぁって思いますもん！　自信持ってください！　少なくとも私にとっては、兄さんは最高の兄さんです！」

「瑞希ちゃん……ありがとう！　俺にとっても、瑞希ちゃんは天使みたいな妹だよ！」

「いえ、私はお兄ちゃんですよ……？」

　そうでした。

「にしてもホントにすごいですね……ついこの前まであんなにガラガラだったのに」

　妹様に呼ばれて客席へ戻もどっていく瑞希を、玲とともに見送る。

「全くだ。めでたいことに早くも今月の売り上げは黒字が確定した。瑞希お兄ちゃん様々だなうん」

「ちゃっかり利益出してる!?　もう普ふ通つうの喫茶店じゃないですか!?　ゲーム開発どこ行ったんですか!?」

「何を言うんだ。きちんと考えているさ。そのために新しいシステムも導入したんだ。その名も、『シスターズ登録』」

「……なんですかその百合ゆりみを感じるシステム」

「ほら、ソシャゲにもフレンド登録というものがあるだろう？　妹様同士でシスターズ登録をしてもらうと、シェアお兄ちゃん利用時に特典がついたり、様々な恩おん恵けいが受けられるというシステムだ。君が契約している妹様達にもぜひ勧すすめてほしい」

『これがマニュアルだ』と分厚い紙束を押しつけられながら、脳のう裏りに初葉と仁奈の顔を浮かべる。同時に、屋上でいがみ合っていた二人の様子も。

（あの二人がシスターズ……）

『無理じゃね？』と率直に思った。

「早さつ速そく一件出前の依い頼らいが入っているんだ。復帰早々のご指名とはさすが筆頭お兄ちゃんだな。私も鼻が高い」

「そうですか……。えっと、それで、出前の相手って──」










「──お待ちしておりました、お兄様」

「あ、ああ……待たせて悪い、早──仁奈」

　待ち合わせ場所である、とある駅前のビル。やってきた圭太を見るなり、仁奈は妹モードのたおやかな笑みを浮かべた。

「いいえ、構いません。お兄様のことを思いながら待つ時間も、また愛いとおしいものでしたから……ぽっ」

「は、はあ……」

『お兄様』。仁奈にそう呼ばれるのは初めてではないとはいえ、学校であんな話をしたばかりだから、なんだか面食らってしまう。

「お兄様？　どうかしましたか？」

「いや、その……学校とずいぶん違ちがうなと思って」

　ぴくり、と仁奈の動きが止まる。

「が、学校でのことは、言わないでください。……私は、風紀委員ですから。見過ごすわけにはいかないんです」

「いや、責めてるとかじゃないんだ。悪い、余計なこと言って」

　気まずそうに俯うつむく顔を見て、慌あわてて付け足す。

　考えてみれば、仁奈は優等生だし、学年の中では有名人でもある。他の生徒の規き範はんにならなければとか、考えなければならないことが、色々とあるのかもしれない。

「そういうことなら、今日は目め一いつ杯ぱい楽しもう。今の俺は『お兄ちゃん』だからな。妹の頼たのみなら、どこにだってなんにだって付き合うよ」

「はい。ありがとうございます、お兄様」

　意識して明るく言うと、仁奈も笑ってくれた。それを見てほっとする。せっかくの出前が気まずい空気のままになってしまったら、『お兄ちゃん』失格だ。

「……というか、なんで『お兄様』なんだ」

「野中さんから、『早川さんにはやはりお嬢じよう様さまタイプが似合う』と勧めていただいたもので。これでお兄様もメロメロに──いえ、喜んでくださるかと！」

「まあ確かに似合うし、『お兄様呼び』には憧あこがれもあったけど」

「お兄様にそう言っていただけるなら、何度でもお呼びします！　それでは、参りましょうお兄様！」

　いつになく浮かれた様子で、仁奈は圭太の手を取って歩き出した。

「そういえば、今日はどこに行くんだ？」

「少し、買い物に付き合っていただきたいんです。……ああ、つきました。このお店です」

　ピタリ、と仁奈が足を止める。

　が、その売り場を見るなり、圭太は固まってしまった。

　目に飛び込んでくるのは『新作水着、大放出！』という宣伝文句。その言葉が示す通り、辺りには色いろ鮮あざやかな水着が所ところ狭せましと並んでいる。もちろん、全部女物だ。

「に、仁奈……ここって」

「もうすぐ夏ですから。水着を、新しく買おうと思っていたんです。それで……選ぶのを、お兄様に手伝ってほしくて」

「手伝うって、けど、女子の水着のことなんてわかんないし……」

　というか、今の時点で既すでに場違い感が半はん端ぱない。周りの人がちらちらとこっちを見ているし、正直すぐにでも逃にげ出したいくらいだ。

「何も、難しく考えなくても構いません。お兄様が私に着せたいと思う水着を選んでくだされば、それでいいんです。だって……お兄様に、見せるために買うのですから」

　うっとりと頰ほおを染めながら言われて、思わず顔が熱くなる。

　……いや、冷静になれ自分。仁奈はあくまで、『お兄様激ラブな妹』になりきっているだけなのだ。本気にしてはいけない。ここは仁奈の不健全フィルターに引っかからないよう、極力無難な水着を選ばなければ。

「ええと……これなんかいいんじゃないか？」

　指差したのは、比ひ較かく的布面積が多い水着。むしろ水着というよりボディースーツっぽい。これならさすがに、エロ厨ちゆうだとか思われたりはしないだろう。

　……が。

「わかりました！　こちらですねお兄様！　お任せくださいすぐに試着して参りますうふふふ……！」

「ちょっ、待っ……!?　そっちじゃ──仁奈ー!?」

　何な故ぜか、仁奈が持って行ったのは、圭太が選んだのとは真逆の、びっくりするくらいエッチな感じの水着だった。

　止める暇ひまもなく試着室に消えていく背中を、圭太は呆ぼう然ぜんと見つめる。

（いや……き、きっと俺が見間違えたんだ。あの早川がきわどい水着とか自分から着たがるわけないし）

[image: ]

　それはそれとして、売り場に一人残された圭太は今さらのように気付く。

　女性の水着売り場に男一人。普通に考えて、とても気まずい。

「に、仁奈ー？　お兄ちゃんここで待ってるからなー？　終わったら言えよー？」

　居たたまれなくなった圭太はそそくさと試着室の前に移動。これ見よがしに中にいる仁奈に話しかけてみたりなんかして、「俺は妹の付き添そいです」感をアピールする。

　──と。

「……お兄様？　少し、よろしいですか？」

　試着室のカーテンが少しだけ開いて、仁奈が顔を覗のぞかせる。

「ん？　着き替がえ、終わったのか？」

「いえ……その、もう少し、こちらに来ていただけませんか？」

「？　こちらって？」

「ですから……中に」

　言いながら、仁奈がそっとカーテンを引いた。まるで圭太を招き入れるみたいに。

　え？　こちらってそちら？

「え!?　いや、仁奈、さすがにそれはちょっとまずい──おおう!?」

　慌てていたら、ぐいっと腕うでを摑つかまれて引っ張り込まれた。あれよというまに、圭太はカーテンの内側へ。

「ちょっ……!?　に、仁奈──」

　一いつ瞬しゆんとんでもなく焦あせったが、よく見たら、仁奈は既に水着に着替え終わっていた。なんだ……じゃなかった、良かった。

「あ、え、えっと……み、水着、試着してみたんだな」

「はい。ですが、これはサイズが合わなくて」

「そ、そうなのか？」

　確かに、言われてみるとちょっと小さいかもしれない。伸しん縮しゆく性の布地が食い込んだり引き伸のばされたりで、大変エロいことになっていた。じゃなかった、えらいことになっていた。圭太は慌てて視線を逸そらす。

「そ、そういうことなら着替えないとな！　俺は外に出るから──」

「お待ちください！」

　振ふり返ろうとしたところで、「わしっ！」と手首を摑まれる。

「それが……留め具が、外はずれなくなってしまって。外して、いただけないでしょうか」

　言うが早いか、仁奈はくるりと圭太に背中を向けた。

　対する圭太は、「え」と思わず硬こう直ちよく。

「け、けど仁奈？　そういうことなら、店員さんを呼んだほうがいいんじゃ……お、俺が外すのはまずいって」

「……何故でしょう？」

「い、いや、だって……こういうのは健全じゃないというかですね……」

「ですが、私とお兄様は、『兄妹きようだい』です。兄妹なのですから、水着を脱ぬがせる程度のことはなんの問題もありません。たとえ脱がされた私が勢い余ってうっかりお兄様に抱だき付いてしまったとしても、兄妹ですから健全です。兄妹ですから」

「そ、そうだけども……」

「それとも……お兄様は、私の体に触ふれるのは、お嫌いやですか？」

「そ、そういうわけじゃ……」

　ちらり、と、前を向いたまま、仁奈がこちらに視線を送る。




　……こんなの、学校での彼女とはまるで別人だ。屋上で話したときは、ベタベタと甘える初葉に対して『お兄ちゃんとか正気ですか』みたいな態度だったのに。




　でもこれが、『妹』でいるときの仁奈だった。初葉がそうであるように、仁奈もまた、学校にいるときと、圭太という『お兄ちゃん』の前にいるときでは、全く違う顔を見せる。




　でも、初葉と違うのは、一体どちらが仁奈の本心なのか、圭太にはまだ判別がつかないということ。

　……いや、常識的に考えて、あの真ま面じ目めで優等生な幼おさな馴な染じみがこんなにエロいわけがないので、まず間違いなく、こっちが何かの間違いなんだと思うけれど。




（いや、そうだ……きっと俺は試されているんだ。『兄妹なら健全』っていう話を言い訳じゃないかと疑って、俺がうっかり『妹様』に手を出したりしないか、確かめようとしているに違いない……！）




　だとすれば、ここはお兄ちゃんたるもの、毅き然ぜんと平然と対応せねばなるまい。

「わかった！　俺はお兄ちゃんだからな、妹の水着を脱がせるくらい造作もない。スマートに完かん璧ぺきに脱がせてやるから任せとけ！」

「え!?　やだ、お兄様ってばいきなり積極的すぎます……!!　いえ！　もちろんウェルカムですが！　ですがですが、どうせなら試着室ではなくもっとゆっくりできる場所でしっぽりずっぽりとですね──」

　仁奈が早口で何か言ってる間に、圭太は素早く手を伸ばして「プチッ」と留め具を外した。そして速すみやかに試着室を出る。

「じゃあ仁奈、お兄ちゃんは外で待ってるからな！　着替えが終わったら呼ぶんだぞ！」

「………………はーい」










　買い物を終えた後。

　まだ少し時間が残っていたので、仁奈の提案で、ビルの中にあるカフェで少し休きゆう憩けいしていくことになった。

「どうぞ、お兄様。メニューです」

「あ、悪い」

　ぺら、とメニューを見て、とりあえず飲み物の高さに驚おどろく。

　とはいえ。今の圭太はこう見えてバイトをしている身だ。優ゆう雅がにお茶しちゃうくらいの持ち合わせは（ギリギリ）ある。

　ここはお兄ちゃんらしく、妹にケーキでもご馳ち走そうしてあげよう、なんて思いながらメニューを見ていたら、ふと。

「──あ。なあ、仁奈。この店、ココアがおすすめらしいぞ」

「ココア……ですか？　お兄様は、甘いものがお好きなのですか？　お店ではあまり飲んでいなかったと思いますが……」

「いや、そうじゃなくて仁奈がさ。ココア、子供の頃ころ好きだったろ？」

「……そうだったでしょうか」

「そうだったって。ほら、いつだったか、仁奈の母さんがいないときに、仁奈がココア作ってくれたことがあったろ？　『一人でできるようになったー』って言ってさ。でも、仁奈の家のココアって砂糖入ってないやつで。そのまま牛乳入れたからすっげー苦くて──」

「幼い頃の話ですから。今はあまり、甘さの濃こいものは好きではありません」

　圭太の言葉を遮さえぎるように、仁奈は静かにそう言った。

　いや、今のは実際、遮られたのだと思う。声こわ音ねは落ち着いていたけれど、やはり、子供の頃の失敗談を話されるのは嫌だったんだろうか。

「えっと……なんか、悪い。余計なこと言って」

「いいえ。誤解しないでください、怒おこったわけではありません。お兄様が私のことを覚えていてくれて、嬉うれしかったですし」

　にこり、と仁奈は微笑ほほえんだ。けれどやっぱり、それ以上、さっきの話題には触れようとしない。




　確かに、子供の頃の仁奈は、しっかりしているとは言いがたかった。今の優等生然とした仁奈からすれば、当時の思い出はいわゆる『黒歴史』という奴やつなのかもしれない。




　でも、圭太にとっては──。




「……お兄様？」

　知らず、考え込んでいたようで、ハッと顔を上げる。

「あ……悪い、ぼーっとして」

「お疲つかれですか？　では、こちらの漢方茶などはどうでしょう？　疲ひ労ろう回復、精力増強に効果があるそうですよ」

「へー。変わったもの置いてある店だなぁ……」

　圭太が『飲んでみようかな』と言わないうちに、仁奈は店員さんを呼んで、てきぱきと注文を済ませる。

（……ホントに変わったよな）

　昔の仁奈だったら、知らない人に自分から話しかけるなんて、絶対できなかったのに。




　きっと、たくさん頑がん張ばったのだろう。その努力は素直に立派だと思うし、すごいと思う。




　だから圭太は、さっき胸に浮うかんだ思いを口に出すのはやめた。

　昔の、妹のように懐なついてくれていた頃の仁奈も、自分は好きだけれど。だからって、彼女にそれを押し付けるのは、ただのわがままだ。




「どうぞ、お兄様。召めし上がってください」

　ポットで届いたお茶を、仁奈が器うつわに注いでくれる。お礼を言って、圭太はお茶を受け取った。




「……って、苦い!?　そしてなんか、匂においも独特……!?」

「漢方のお茶ですから、味は少し独特かもしれませんね。ですが、精力増強に大変効果があるそうですから。さあどうぞお兄様。どうぞどうぞ」

「いや、待って。そんなわんこそばみたいに注がれても飲めない、飲めないって」

「すみません、お茶のお代わりをお願いします」

「待ってって!!　仁奈!?　お兄ちゃんのお話聞いて!!」




　　　　◆◆◆




『出前』が滞とどこおりなく（？）終しゆう了りようした後。業務日報を書くため、圭太は一いつ旦たんお店のほうに戻もどることにした。仁奈も「ポイントをつけていただきたいので」と言うので、二人で店に向かうことになる。

　戻ってみると、もうシェアお兄ちゃんサービスの営業時間は終わったらしく、店内にいたのは玲だけだった。いつものように業務日報を書いて、仁奈は仁奈で今日の出前分のポイントをカードに押してもらう。

　お互たがいに用も済んで。あたりも暗いし、仁奈のことを送っていったほうがいいだろうかと思ったところで。

「そういえば真島くん。そろそろ中間試験ですが、きちんと勉強はしていますか？」

「うっ……」

　忘れていたことを思い出させられ、途と端たんに憂ゆう鬱うつになった。成績はそこまで悪いわけじゃないが、勉強が好きなわけでもない。そんなことをしている暇ひまがあるならＳＧＯを周回して妹を愛めでていたいのが本ほん音ねである。

「アルバイトも結構ですが、学生の本分は勉強ですからね。サボるようなことのないように。いいですか」

「わ、わかってるよ……」

　圭太がげんなりしていると、そばで話を聞いていた玲が「そうか」と頷うなずいた。そして、考え込むように顎あごに手を当てる。

「そういうことなら、勉強の妨さまたげになっても良くないから、試験期間中は『レンタルお兄ちゃん』のサービスも休業ということにしようか」

「え？」

「え!?」

　何故か、圭太以上に驚いたのは仁奈だった。

「い、いえ……あの、野中さん？　私は、そんなつもりで言ったわけでは……ただ、真島くんが真面目に勉強をしてくれればと思っただけで」

「もちろんわかっているさ。学生の本分は勉強だという考えには私も同意見だからな。妹尾さんにもそう伝えておこう」

　当たり前のように、玲が言う。

　いや、実際大人としてはごく当たり前かつまっとうな台詞せりふなのだが、何しろ、最初の頃の勤務形態が『週七連勤でよろ』とかいう真っ黒っぷりだったので、あまりの変わりように驚きを隠かくせない。ついでに疑念も消えない。

「……え？　ホントに休みでいいんですか？　そんなこと言って臨時で緊きん急きゆうの依い頼らいが入りましたとかいきなり来たりしません？？？」

「なんだ、疑うたぐり深いな君は。心配しなくても本当に休みにするし、有休扱あつかいということで、ＳＳＲも通常通り支給する。安心してほしい」

「マジで!?　ありがとうございます!!」

　なんという手厚い福利厚生。圭太は拝おがみ倒たおす勢いで頭を下げた。

　……が。

「ま、待ってください！　そんな、休みになるだなんて……困ります！」

　何故か、仁奈は慌あわてた顔でそう言った。……いや本当に何故。

「いや……なんで早川が困るんだ」

「で、ですから、私には幼馴染として、真島くんを見張る義務がですね……！」

「でも、バイト自体しないんだから、その必要もないだろ？　心配しなくても、勉強はちゃんとするって」

「も、もちろんです当然です！　勉強はきちんとしてもらわないと……いえでもそれではアルバイトが……せっかくのチャンスを……くっ、私はどうしたら……！」

　何か凄すさまじい葛かつ藤とうに苛さいなまれるかのように、仁奈は奥歯を嚙かみ締しめる。

　何がそんなに嫌いやなのだろう。仁奈はもともと、圭太が『レンタルお兄ちゃん』なんてバイトをすることには反対だったはず。短期間とはいえ休みになるなら、むしろ願ったりだろうに。




　……それとも。




　もしかして、何か心境の変化があって。仁奈も、圭太と兄妹きようだいのように過ごす時間を、実は、そんなに悪く思っていなかったりして……。




「あのさ、早川──」

「ハッ……!!　そうです、閃ひらめきました!!」

　口にしかけた言葉はしかし、他でもない仁奈に遮られてしまった。

　その手には、さっきハンコを押したばかりのポイントカード。

「今こそ大事にためたこのポイントを使うとき！　そう……『テイクアウトお兄ちゃん』、発動です!!」







　──はい？？？








第二章　問い『ＡとＢ、ＡとＣが兄妹きようだいのとき、ＢとＣの関係を答えよ』









「──いやー！　仁に奈なから話は聞いてたが、本当に大きくなったなぁ、圭けい太たくん！　一いつ瞬しゆんわからなかったよ」

「本当、立派になって！　また仁奈ちゃんと仲良くしてくれて嬉うれしいわ。これから三年間、仁奈ちゃんのことをよろしくね」

「は、はい……こちらこそ……」

「そうだ、お父さんは元気にしているかい？　忙いそがしいとは思うが、良ければ今度、また飲みに行きたいと伝えておいてくれ」

「えっと、はい……。父も喜ぶかと……はい、伝えておきます……はい」




　リビングのテーブルを挟はさんで、上品そうなご夫婦がニコニコと圭太に笑いかけてくる。

　自宅のそれより随ずい分ぶん広くて、内装もおしゃれなリビング。いかにもお客様用という感じの上品なティーセットと、見るからにお高そうな美味おいしいお菓か子し。




　よそのお宅だった。

　というか──仁奈の家だった。










『『テイクアウトお兄ちゃん』、発動です!!』




　突とつ如じよとして飛び出した、仁奈の謎なぞ宣言。

　なんでも『テイクアウトお兄ちゃん』とは、ポイント会員の特典の一つで、バイト時間外でもお兄ちゃんをレンタルできるサービスらしい。

『出前』との最大の違ちがいは、本来就業時間外である夜間や早朝でも『お兄ちゃん』と過ごすことができる点。

『聞いてませんけど!?』という圭太に対し、主任からのお言葉は『お兄ちゃんは二十四時間いつでもお兄ちゃんだろう？』とだけ。バイト時間外なのに強制的に働かされるとか、お兄ちゃん業界の労働環かん境きようはいよいよ真っ黒である。

　まあ、さすがに朝から夜まで一晩中妹と一いつ緒しよとか、そこまではないだろうけれど。仁奈じゃないけれど、高校生の男女が一晩中一緒とか、いくら兄妹でもさすがにまずい気がする。あと労働法的にもまずい気がする。




　……とはいえ、今回の問題はそこではなく。




『試験期間中、私がお兄様をテイクアウトします！　私と二人でみっちり勉強会です!!』

『なるほど……それなら確かに、学業にも支障はなさそうだ。存分にお持ち帰られてくれ、真ま島じまくん』

『何ー!?』




　正直驚おどろいたし焦あせった。だって仁奈と勉強会とか、そんなの鬼おに厳きびしいに決まっている。

　だが、それを言ったところで、仁奈が『じゃあ許してあげます』なんて言ってくれないのは目に見えていて。

　何より、妹にそう言われたら、お兄ちゃんに否いなやはない。

『お兄ちゃんも楽じゃないな……』と思いながら、放課後、仁奈に言われるままついてきた圭太だったが。




（けど!!　さすがに家に連れてこられるとは思ってねーよ!!）




　予想外だった。油断していた。だって仁奈のことだから、てっきり図書館で勉強とか、さもなくばどこかの学習塾じゆくへ連行され『一緒に東大を目指しましょう！』とか言われるんじゃないかと思っていたのに。

　しかもご両親は普ふ通つうに在宅である。二人は久しぶりに会う圭太をとても歓かん迎げいしてくれたけれど、圭太にすれば懐なつかしさよりも緊きん張ちようのほうが大きい。




　そりゃ確かに、子供の頃ころには、何度も仁奈の家に遊びにいったけど。なんならお泊とまりしたこともあったけど。

　しかしそれは子供の頃の話であって。子供だから良かったのであって。いくら幼おさな馴な染じみだからって、同級生、それも女子の家に来るなんて、どうしても緊張してしまう。しかもご両親は普通に在宅である（二回目）。

「は、早はや川かわ……？」

「なんですか？」

「だ、だって……いいのか？　俺が家に来たりして……」

　隣となりに座っていた仁奈に、小声で話しかける。

「構いません。両親も、圭太くんに久しぶりに会いたいと言っていましたし」

「けど、ほら……ふ、風紀委員的にさ……」

「……それは、真島くんに、不健全な行こう為いに及およぶ意思があるということですか？」

「いやぁ!?　そんなことは全然全くないですよ!?」

　そもそも、仁奈の両親がこうして家にいるのだ。おかしなことになんてなりようがない。

　最初にご両親がいると聞いたときは緊張したけれど、そう考えると逆に良かった。

　これぞまさに鉄てつ壁ぺきの守り。きっと仁奈もそう考えて、圭太を家に上げたに違いない──。

「それじゃあ、圭太くん。私とこの人はこの後出かける予定があるのだけれど、ゆっくりしていってね」

「遠えん慮りよなんてしなくていいから、自分の家だと思って寛くつろいでくれ。そうだ！　お寿す司しをご馳ち走そうするから、夕食も仁奈と食べていくといい」

「い、いえ！　そこまでご迷めい惑わくをおかけするわけには！」

　鉄壁の守りはあっという間に崩くずれ去り、圭太は大おお慌あわてでぶんぶんと手を振ふる。

「いいのよ、圭太くんは家族同然なんだから。そうだわ、あなた。お寿司よりステーキをお願いしましょうよ。男の子だもの、お刺さし身みよりお肉のほうがいいわきっと」

　圭太をすっかり置き去りにして、仁奈の両親はきゃっきゃうふふと盛り上がる。最も早はや、圭太が『大だい丈じよう夫ぶですから！』とか口を挟める雰ふん囲い気きではない。

　ちらり、と仁奈を見やるが、彼女は何事も起きていないかのように、静かに紅茶を口に含ふくんでいるばかりだった。







「じゃあ、行ってくるよ、仁奈。戸と締じまりはしっかりな。まあ、今日は圭太くんがいてくれるから、普段よりは安心だが」

「はい、お父さん。行ってらっしゃい」

「圭太くんも、せっかく遊びに来てくれたのに悪いけれど、仁奈ちゃんのこと、よろしくお願いね？」

「は、はい……」

「ははは。いやぁ本当に圭太くんはしっかりした若者に育ったなぁ。最近は十代のうちからやれ子供ができただの、学生結けつ婚こんだのと乱れた話を聞くことも多いが……」

「いやだわ、あなた。圭太くんと仁奈ちゃんに限ってそんなことあるはずないじゃない。二人ともとてもしっかりしているもの。ねえ？」

「いやいや、もちろんわかっているさ！　中にはそういう若者もいるが、圭太くんなら大丈夫だろうと言いたかったんだよ。なあ圭太くん？」

「は、はい、もっ、ももも、もちろんででででです！」

　にこやかーに微笑ほほえみかけられて、体の至る所から冷ひや汗あせが溢あふれ出す。

　果たして、これは素すなんだろうか。それとも、暗に『娘むすめに手を出すなよ』とプレッシャーをかけられているのか……。

　答えが出ないまま、二人は出で掛かけて行ってしまった。後に残されたのは仁奈と圭太、二人きり。

（…………）

　自覚したらにわかに緊張してきた。ドキドキと速くなってくる鼓こ動どうを落ち着けようと、深呼吸をする。

（お、落ち着け……相手はあの早川だぞ？　おかしなことになんてなるわけない……というか、そんなことになったら俺が殺される……）

　……ところでなんだろう。さっきから何か、すぐ近くで、獣けものの息いき遣づかいみたいなのが聞こえるような──。

「って早川!?　何してるんだよ!?」

「早川ではありません。仁奈とお呼びください、お兄様。……フスー」

　早くも妹モードに入ったらしい仁奈が、毅き然ぜんと訂てい正せいする。……圭太の胸むな元もとに鼻先を押し付けながら。

「スハー、スー……すんすん……。はぁ……お兄様の匂におい……とても落ち着きますふすー……！」

「に、仁奈……？　甘えてくれるのは嬉しいけど、ちょっと、近すぎじゃないかな？？？」

「妹が兄の匂いを嗅かぐのはなんらおかしなことではありません。極きわめて標準的なスキンシップです」

「いや。俺もいろんな妹知ってるけど、それ結構特とく殊しゆな例だと思う」

「そんなことはありません。『お兄様吸い』という言葉もあることですし」

「初耳だけど!?」

　というか。がっちり両りよう腕うででしがみつくような体勢なので、こうしていると当たるのだ。意外に豊かな胸部の膨ふくらみとか、タイツに包まれた太ももだとか、いろんなものが。

（い、いやまあ？　スキンシップ過か剰じような妹もいないわけじゃないし？　むしろ可愛いし？　ここは大らかに受け止めるのがお兄ちゃんの役目ってものだ、うん……）

　ドキドキうるさい心臓の音は聞こえないふりをして、自分に言い聞かせる。

「えっと……仁奈、そろそろ、勉強を始めないか」

「はい。私も、お兄様に教えていただきたいことが色々ありましたから……不束ふつつか者ですが、どうぞ、よろしくお願い致いたします。すんすん……」

「いや、匂いを嗅ぎながら勉強はできないから、さすがに離はなれような……？」










「……それでは、勉強を始めましょうか」

　しばらくお兄様吸いとやらに没ぼつ頭とうし、満足した仁奈は圭太を連れてリビングに移動。持ち込んだ教科書やらノートやらを広げて、いよいよ勉強会開始である。

（は、始まってしまった……）

　可能な限り背筋を伸のばしながら、圭太は早くも戦せん々せん恐きよう々きよう。

　なんせ、ここにいるのはあの早川仁奈なのだ。『妹モード』では何かと突とつ飛ぴな行動をすることも多いとはいえ、根は真ま面じ目めで厳しい風紀委員長。ちょっとでもだらけた様子を見せようものなら、手厳しいお𠮟しかりを受けるに違ちがいない……。

　……と、思っていた矢先、仁奈が『すっ……』と、テーブルの上に何かを置いた。

　手のひらに収まるぐらいの大きさの、メッセージカード。何か書いてあるが、字が小さいのでよく読めない。

「……？　仁奈、なんだそれ」

「やはり兄妹きようだいでの勉強会といえば、『ご褒ほう美び』と『お仕置き』が不可欠ですから」

「不可欠かそれ!?」

「二次元の兄妹ものでは常識と聞いています」

「誰だれから!?　どこ情報それ!?」

　圭太のツッコミは鮮あざやかにスルーして、仁奈が『ずずいっ』と、カードをこちらへ差し出してくる。

「というわけで、私からお兄様に『ご褒美』を用意させていただきました。どうぞ、お収めください」

「待った待った！　まだ勉強始まってないだろ!?　ご褒美が早すぎないか!?」

「勉強の『ご褒美』はもちろん別に用意しています。これは勉強会に参加したことに対するご褒美です。受け取れるのは一日一回までですから気をつけてくださいね。七日間連続で参加するとさらに特典がつきます」

　ログボかよ。

「けど、ご褒美って一体……」

　カードを手に取って、書かれた文字を確認する。




『お兄様の言うことをなんでも聞いてあげる券』




「いやいやいやいや!?」

「お兄様？　そのように慌あわてて、どうなさったのですか？」

「いや、だって！　だってお前!?」

　渡わたされたご褒美を指差し、圭太は叫さけぶ。

「お兄様も、『母の日』に肩かたたたき券を作って渡したことぐらいあるでしょう？　まあ内容は少し違いますが似たようなものです。『世間のお兄ちゃんはこれでイチコロ』だと某ぼう掲けい示じ板ばんに情報が」

「騙だまされるな仁奈!!　それはものすごく偏かたよった情報だから!!　ネットの記事とか鵜う吞のみにしちゃいけないって授業で習っただろ!?」

「……では、お兄様は、嬉うれしくはありませんか？」

　不安そうな声で尋たずねられて、思わず言葉に詰つまる。

「う、嬉しくないってことはないけど……だって、なんでもって」

「はい。なんでも、です……お兄様。お兄様が私にしてほしいことを、なんでも、おっしゃってください……」

　ほう、と仁奈が吐と息いきを零こぼした。気のせいか、さっきより頰ほおが赤くなっている気がする。唇くちびるがゆっくりと動いて、何かを言いかけ──。




　──た矢先、ピンポーン、と、インターホンが鳴った。




「あれ……出前もう来たのか、早いな」

「ぐっ……!!　いいところで……ッ!!」

　途と端たんに、仁奈が俯うつむいて拳こぶしを握にぎりしめた。さっきから妙みように情じよう緒ちよ不安定な気がするが、大丈夫だろうか。

「ま、まあ……電話をしてからそれなりに時間も経たっていますし……。いいでしょう。出鼻は挫くじかれましたが、時間はまだたっぷりあります。何も問題はありませんとも」

　ぶつぶつと、仁奈が何か言っている。なんとなく話しかけづらくて、圭太はそそくさとドアのほうに向かった。

「そういえば、出前って結局何頼たのんだんだ」

「お弁当をお願いしたそうですよ。父の行きつけの居酒屋さんがあるそうで。常連向けに、特別に作ってくれているそうです」

「へー、居酒屋」

　そういえば初はつ葉はは今いま頃ごろ何をしているかなー、となんとなく思った。そのお店のお弁当とやらは、初葉のお店の料理より美味おいしいのかな、とか思ったりもした。




　それだけだった、本当に。




　──それだけだったのだが。




「おまちどおさまでーす！　ご注文の特製仕出し弁当二つ、お持ちしまし──たあああああ!?　お兄ちゃん!?　そ、それに早川さんまで!?」

　弁当の包みを抱かかえた初葉が、圭太達を指差して目を丸くする。

　驚おどろきは圭太だって同じだ。確かに、『居酒屋』とは言われたけれど、だからって、それが初葉のお店だなんて思いもしない。

　しかし、事情を知らない仁奈は二人以上に、突とつ然ぜん現れた初葉を見て驚いていた。

「ど、どうして片かた瀬せさんが……？　このお弁当は、確か、お父さんのお気に入りの居酒屋の……まさか、居酒屋でアルバイトを!?」

　にわかに、仁奈の表情が厳しくなる。さっきまでの妹の顔ではなく、見慣れた風紀委員の姿。

「どういうことなんですか、片瀬さん。居酒屋ということは、お酒を飲むお客さんもいるはずです。高校生がアルバイトをするには不適切だと思いますが」

「え、えっと、それは……」

　問い詰められて、初葉は口ごもった。実家だからと、そう説明すれば、それで丸く収まるはずなのに。

　同時に浮うかび上がってくるのは、家のことを秘密にしたがっていた初葉の顔。噓うそをつくことに後ろめたさを感じながらも、知られたくないと俯いていた姿。

　頼たよりない表情が目の前の彼女と重なって、気付けば、圭太は口を開いていた。

「仁奈、待ってくれ。これには事情があるんだよ」

「ですから今、その事情を片瀬さんに聞いているところで──」

「だから！　それが、今は言えないんだって！　でも、変なバイトとか、そういうんじゃないってことは俺が保証するから。学校にも、風紀委員のお前にも、迷めい惑わくかけるようなことじゃないんだ！　だから今は見み逃のがしてくれよ」

　初葉の姿を隠かくすように、二人の間に割って入る。庇かばうようなその態度が気になったのか、「む」と、仁奈が圭太を見み据すえた。

「……真島くんは、事情を知っているんですか？　言えないというのはどういうことで──」

「とにかく！　『兄妹』に免めんじて、今は何も聞かないでおいてくれ！　頼むよ、仁奈！」

　言いかける仁奈を遮さえぎって、バッと頭を下げた。

　本ほん音ねを言えば、卑ひ怯きようかもしれないという気持ちがなくもない。学校で『レンタルお兄ちゃん』の話を出されるのを、仁奈は嫌いやがっていたし。

　だから、本当に彼女が聞き入れてくれるかどうか、あまり自信はなかったのだが……。

「……本当に、学校に迷惑がかからないことなんですね？」

　渋しぶ々しぶ、といった風な声が耳に届いて、顔を上げる。

　圭太と目が合うと、仁奈は「ふぅ……」とため息を零した。

「わかりました。風紀委員としては認められませんが……今の私は、お兄様の、妹ですから。お兄様がそうまで言うなら、信じます」

「……！　悪い、ありがとう、仁奈！」

「……お兄様にそこまで言われては、仕方がありませんから。片瀬さん、お弁当、どうもありがとうございます」

「あ……うん、じゃなかった、はい！　今後ともごひいきに……」

　二人分の弁当を手て渡わたして、初葉はちょっとだけ、困ったように圭太と仁奈の顔を見た。何かを考える顔。

「お兄ちゃん、バイト、しばらくお休みって言ってたよね……？　え、ってことは、ここにいるのって──」

「いや、今はちょっと、テイクアウトされてるところで」

「テイクアウト？」

　事情を説明すると、初葉は開口一番「ずるい!!」と叫んだ。

「アタシにはガッコであんなに怒おこったくせに！　家で二人っきりとか、早川さんのほうがよっぽどいかがわしーことしてるじゃん！」

「それは……」

『ぶーっ』と頰を膨ふくらませる初葉を前に、仁奈は気まずそうな顔で俯いた。

「私は、風紀委員ですから……学校にいる間は、認めるわけにはいかないんです」

　その声が、思いのほか真しん剣けんだったから、初葉は勢いを削そがれたように口を噤つぐんだ。

　仁奈は顔を伏ふせている。初葉の言い分を正しいと認めつつも、何か譲ゆずれないものがある様子だった。

「初葉、頼むよ。仁奈のこと、あんまり責めないでやってくれ。仁奈にも仁奈の事情があるんだよ」

「……でも。今日はずっと、二人っきりなんだよね」

「それはまあ……けど、ほら？　今は兄妹だから。不健全なことは何もないぞ」

『……多分』と、さっきの『なんでも言うことを聞く券』のことを思い返しながら、内心で付け足す。

「……お兄様、そろそろ勉強に戻もどりましょう？　片瀬さんもお仕事中で忙いそがしいようですし、邪じや魔まをしてはいけませんから」

「それもそうか……じゃあな、初葉。弁当助かった」

「うっ……い、いいもん。次はアタシが、お兄ちゃんのことテイクアウトするから。今度はアタシと勉強会しよ、お兄ちゃん！　しばらくお店……えっと、バイト忙しいから時間取れないかもだけど、暇ひまになったら！」

「なっ……!?　だ、だめです、そんな不健全な行こう為いは認められません！」

「どーして？　早川さんだって同じことしてるじゃん。じゃあいいでしょ？」

「それはっ……！　くっ、不覚をとりました……！　こんなことなら事前に一ヶ月分予約を入れておけば……！」

　ぐぬぬ、と、仁奈が悔くやしげに拳を握りしめる。そんなに圭太と初葉を二人きりにさせたくないのだろうか。『お兄ちゃんだからいかがわしいことはしない』と再三言っているのに、自分の信用のなさが悲しい圭太だった。

「………………わかりました。ではこうしましょう」

　割と長い葛かつ藤とうの末、仁奈は再び初葉に向き直った。その口から、予想外の言葉が漏もれる。

「片瀬さん。今日の勉強会に、あなたも参加してはどうですか？」

「え……？　アタシも？」

「真島くんと片瀬さんを二人きりにしては、どんないかがわしい行為に及およぶかわからないので。それに、どうせ勉強会をするなら、三人で行ったほうが効率がいいでしょう？　片瀬さんの成績では、お互たがい教え合うにも限度があるでしょうし」

「むっ。……そんな言い方することなくない？　そりゃ早川さんは勉強できるんだろうけど、アタシだって、そこまで成績悪くないし」

「では、試してみますか？　どちらがお兄様と勉強会を開くに相応ふさわしいか」

「望むところ!!」

「は、初葉？　参加するのはいいけど、家のほうは大だい丈じよう夫ぶなのか……？」

「ヘーキ！　どっちみち、今日はこれ届けたらおしまいだったし！　あとで器うつわ取りに来るし！　いまお母さんに電話するから！」

　言うが早いか、初葉は携けい帯たいを取り出して電話を掛かけ始める。

　仁奈と初葉、二人の視線が交わる。バチ、と、火花の散る音が聞こえた気がした。




（こ、これは……妹もののド定番、お兄ちゃんの取り合い!!）




　……いや、感動している場合ではない。目の前で喧けん嘩かがおっぱじまるとか、実際体験してみると普ふ通つうに困るだけだ。どうしよう。




「な、なあ、二人とも？　そんな風に、睨にらみ合うことないじゃないか。ほ、ほら？　俺達は、三人兄妹きようだいみたいなもんだろ？」

「アタシはお兄ちゃんの妹だけど、早川さんと姉妹になった覚えないし」

「同意見です」

　二人の妹はほぼ同時にそう言った。あれ、結構息合ってる？

「だからさ、初葉は俺の妹で、仁奈も俺の妹なんだから、それはつまり、姉妹ってことじゃないか！」

『な？　な？』と、圭太は交こう互ごに妹達の顔を覗のぞき込む。しかし賛同の声はどちらからも返ってこなかった。

「そうだ！　主任が、新しく『シスターズ登録』っていうの始めたらしくて！　これに登録すると、『シスターズポイント』っていうのが貯まって、シェアお兄ちゃん利用時に色々特典がつくらしいんだ！　いやー、すごいな！　便利だな!!　これはぜひ登録しておかないと損だな!!　そう思うよな妹達!?　二人も登録するってことでいいよな!?　じゃあ主任にはそう伝えておくから！」

　圭太が必死に声を張り上げる間も、妹達はじとっとお互いを見据えたまま、一言も発しようとはしなかった。

[image: ]




　　　　◆◆◆




　かくして、早川家のリビングにて、お兄ちゃんｗｉｔｈ二人の妹による勉強会が開かい催さいされることになったわけだが。

　しかし、初っぱなから問題が一つ。初葉が勉強道具を全く持っていないことだ。

「お前、なんでそれで勉強会参加しようと思ったんだ……」

「だって！　お兄ちゃんと早川さんが二人っきりで勉強するとか言うから！」

　うー、と頰ほおを膨らませ、初葉が抗こう議ぎ。

　まあ、今から取りに行ってこいというのも大変だろうし、今回は圭太が教科書を見せてあげることにした。筆記具とノートは、仁奈が使っていないものを貸してくれるという。

「さて。では何から始めましょうか。お兄様？　今回の試験範はん囲いで、何か特に復習しておきたい教科はありますか？」

「えーと、全体的に満まん遍べんなくかなうん……」

「では、初日の試験科目が数学ですから、まずはそこから始めましょうか」

　というわけで、それぞれに教科書とノートを取り出し、勉強会開始。

　……したのだが。

「あはは。お兄ちゃんのノート、文字ぐっちゃぐちゃじゃん。居い眠ねむりしてたんでしょ～」

「ちょっ……か、勝手に覗くなよ！」

「覗いてないよ。教科書見てたら見えちゃっただけ。……あ、涎よだれの跡あと」

「やめろって！」

「ゴホン！　ゴッホン！」

　初葉と二人、話しながらノートを覗き込んでいたら、当然というべきか、仁奈がじろりとこちらを睨んでくる。

「片瀬さん。お兄様の勉強の邪魔をしないように。真ま面じ目めにやるつもりがないのなら帰ってください」

「えー、ちょっとおしゃべりしてただけじゃん。みんなといるのに、一人で黙だまって勉強してるほうがむしろ感じ悪いと思うけどー？　……あ。早川さん、そこ問い三、計算ミスってるよ」

「話を逸そらそうとしても無む駄だです。計算ミスなんて初歩の間ま違ちがいはしません。検算はきちんとして──……あ、あれ？」

　ノートを見返した仁奈が、愕がく然ぜんとした様子で瞬まばたき。

「ほ……本当に間違ってる……」

「ほーら、言ったじゃん」

「こう見えて、初葉って暗算すげー強いんだよ。な？」

「お店──じゃなかった、バイトで慣れてるから」

「くっ……！　想定外です……勉強で格の違いを見せつけるはずが、まさか片瀬さんにこんな才能があったとは……！　てっきり遊んでばかりのお馬ば鹿かさんだと思っていたのに……！」

「全部聞こえてるんですけど……」

「まあまあまあまあ。二人とも。喧嘩はやめるんだ、お兄ちゃんはな、妹達は仲がいい方がいいと思うぞ」

　早くも不ふ穏おんな空気になりかける二人を、懸けん命めいに宥なだめる。




（これ……思ってたよりもやばい組み合わせなのでは？　大丈夫かこの勉強会……）




　圭太だって、初葉と仁奈が最初から仲良くできるとまでは思っていなかった。二人とも全然タイプが違うし、水と油とまではいかないまでも、最初は気を遣つかうだろうなーと。だからお兄ちゃんである自分が上手うまく場を盛り上げないとなー、とも。




　だが、初っぱなからこんな敵意ＭＡＸで煽あおり合うとはさすがに予想外だった。俺の妹と妹が修しゆ羅ら場ば過ぎる。




「え、えーっと……そうだ。せっかくの勉強会なんだし、お互いに問題出し合ったりしないか？　そうだ、そうしよう！　な？　な？」

「あ、いいかも！　やろやろ！」

「そうですね。せっかくお兄様とご一いつ緒しよしているのですし」

　圭太が提案すると、二人は笑顔で応じてくれた。が、ひとたびお互いに視線が向くと、『なんですか』『そっちこそ』とばかりにジト目になる。

（やべー……逃にげ出してぇー……）

　しかし圭太はお兄ちゃんである。いくら妹間の空気が最悪だからといって、可愛い妹を放って自分だけ逃げるなんて許されない。むしろ、自分が率先してこの空気を変えていかなければ。

「それでは、私から出題してもよろしいですか？」

「いいぞ、なんでもこい」

「では」

　こほん、と、仁奈が上品に咳せき払ばらい。

「問題です。お兄様は何歳までおねしょをしていたでしょう？」

「試験関係ねえ!!　ってかなんてこと問題にしてんだ!?」

「はい！　幼よう稚ち園えんまで!!」

「お前も答えるなよ!?」

　思わず、素すでツッコミを入れてしまった。あれ、結構息合ってる？　（二回目）

「不正解です。正解は三歳二ヶ月一週間まで。当時は朝になるたび、『今日もおねしょしなかったよ！』と脱ぬいだパンツを片手にお母様の元へ報告にいっていたとか。ですよね、お兄様？」

「やめて!!　俺の幼児時代の黒歴史詳しよう細さいに解説しないで!!　つーかなんでお前がそんなことまで知ってるんだよ!?」

「ふふふ。やはり妹たるもの、兄の生理現象には精通していて当然です。修行が足りませんね、片瀬さん？」

『ドッヤァァァ』と笑いながら、仁奈が初葉を見やる。うわぁ、煽ってらっしゃるぅ。

　初葉も初葉で、無視すればいいのにあっさり挑ちよう発はつに乗ってしまった。対たい抗こうするかのように、勢い良く手を挙げる。

「じゃーあ、アタシも問題！　お兄ちゃんが今ハマってる妹ラノベはなーんだ？」

「だからなんで俺関連の問題なんだよ!?　というか、クイズのノリで俺のプライバシー暴ばく露ろするのはやめろください！」

「は、はい！　『走れメロス』!!」

「ぶっぶー！　外はずれですー。ていうか『走れメロス』はラノベじゃないしー。妹モノでもないしー」

「な、何な故ぜですか!?　ちゃんと出てくるでしょう、妹!!」

「でも外れであることに変わりはないし！　正解は『実妹いもうとの義妹いもうとが俺にだけウザい』でしたー！」

『べー』と舌を出して、初葉が煽り返す。『ピキッ』、と、仁奈の眉み間けんに皺しわが寄った。

「では問題です!!　お兄様が小学一年生のときの夏休みの自由研究、『もしも僕に妹がいたら』に出てくる架か空くうの妹の名前は!?」

「『初葉』!!」

「違います不正解です！　正解は『マイ』！　というか何しれっと自分の名前を答えてるんですか！」

「いいじゃん！　それよりアタシも問題!!　お兄ちゃんは妹ヒロインの抱だき枕まくらをいくつ持ってるでしょーか！」

「五……いえ、十！」

「不正解でーす！　抱き枕は高いからそんなにたくさん買えませんー！　お気に入りの一つをずーっと大事に取ってありますー！」

「やめよう!!　もうこの話やめよう!!　勉強に戻もどろう、な!?　頼たのむから戻って!!　お願いします!!」




　妹二人が仲良くなってくれる日は、どうやら随ずい分ぶんと遠そうだった。




　　　　◆◆◆




（あれ……？）




　仁奈の家で勉強会をした、その翌日。

　次の授業の用意をしようとカバンを開けると、同じ教科書が二冊入っていることに気が付く。

　見てみると、片方には『早川仁奈』と、優等生らしい綺き麗れいな字で名前が書かれていた。

（しまった。早川の持ってきちまったのか……）

　きっと昨日の勉強会のとき、何かの拍ひよう子しに紛まぎれてしまったのだろう。

　仁奈のほうから何も言ってこないのを見ると、まだ気が付いていないのかもしれない。

　幸い、次の授業までにはまだ間がある。今のうちに返しに行ってしまおう。圭太は足早に教室を出て、仁奈のクラスへと向かった。

　……しかし。

（違うクラスの教室って入りづらいな……）

　たどり着いたはいいものの、どう中に入っていいかわからず、ドア前で尻しり込ごみ。

（っていうか、そもそも早川いるのか？　風紀委員の活動で結構忙いそがしいみたいだし……）

　そう、思った矢先だ。




「──早川さん！　ちょっといい？」




　教室の中からそんな声が聞こえて、圭太は思わず、中を覗のぞく。




　声の出所は窓まど際ぎわの席。腰こしを下ろす仁奈に、クラスメイトらしい女生徒がノートを手に話しかけている。

「勉強してたのにごめんね？　さっきの授業、ちょっとわかんないとこがあって……良かったら教えてほしいんだけど」

「構いませんよ。どこですか？」

　にこやかに応じて、仁奈がノートを覗き込む。「ああ、これなら……」と説明しながら、ノートの上を指さす仁奈。声をかけた女性徒は、うんうん、と頷うなずきながらそれを聞いている。

「あ、なるほど……うん、わかったかも。ありがと、早川さん！」

「いいえ。試験も近いですし、わからないことを教え合うのは、クラスメイトとして当然ですから。ほかにも疑問なところがあれば、また私のところに来てください」

「早川さん、私もいい？　ここの英訳、合ってるかどうか見てほしいんだけど……」

　一人が礼を言って離はなれたところで、また別のクラスメイトが仁奈の元へ。そんなやりとりが、しばし、途と切ぎれることなく繰くり返される。

　クラスメイトに頼たよられる優等生。そんな幼おさな馴な染じみの姿を目まの当たりにしながら、圭太は寂さびしさのようなものを覚えていた。




（……本当に、変わったんだな。あいつ）




　ずっと昔、まだ圭太も仁奈も小学生だった頃ころ。別のクラスだった彼女のところに、圭太は休み時間のたびに遊びに行っていた。

　あの頃の仁奈は、とにかく人見知りで、同じクラスの子達にさえ、ろくに話しかけられないような有様だったから。

　教室にいるときの仁奈は、いつも一人で、ぽつんと席に座って。寂しそうに、居い心地ごこち悪そうに、俯うつむいて机を見つめていた。

　でも。




『仁奈！　あそぼー！』




　そう、圭太が声を掛かけると、すぐにパッと顔を上げて。嬉うれしそうな、満面の笑みで、一目散に駆かけ寄ってきていたっけ。




　……懐なつかしい記き憶おくが脳のう裏りを掠かすめた矢先。

　まるで過去を再現するかのように、仁奈が顔を上げて、こちらを見た。圭太は声を出してなんていないのに、まるで何かに気付いたように。

「真島くん？　どうしたんですか？」

　ちょうど話も終わったところだったらしく、席を立ち、仁奈は真まっ直すぐに圭太の元へやってきた。教室にいた生徒の視線がこっちに集まって、なんだか急に緊きん張ちようしてくる。

「い、いや……教科書、返そうと思って」

　余計なことを言って変な誤解を受けても困るので、それだけ言って、教科書を渡わたす。

　仁奈は一いつ瞬しゆん「教科書？」と首を捻ひねったものの、教科書に書かれた名前を見て、大体のことは察したようだった。

「そうですか……ありがとうございます。わざわざ届けてくれて」

「いや、元はといえば俺のせいだし。……じゃ、じゃあ、俺はこれで」

「待ってください！」

　踵きびすを返そうとした矢先、わし！　と制服を摑つかまれる。

「制服！　襟えりがよれています！　それに、頰ほおに服の皺の跡あとがついていますね？　さては、また授業中に居い眠ねむりをしていたんでしょう！　全く！　相変わらず真島くんは不ふ真ま面じ目めなんですから！　私が同じクラスだったら、もっときちんと見ておくのに！」

　ビシ、ビシ、と指を差しながら、仁奈はせっせと圭太の襟を整えたり、服の皺を伸のばしたり。

　いつも通りの厳きびしい風紀委員っぷりに、圭太は早くも圧あつ倒とうされてしまうが……ふと気付いた。

　自分達を見つめる、仁奈のクラスメイト。なんだかみんなニヤニヤと、微笑ほほえましいものを見るような目をしている。……いや。よくよく見たら、一部の男子はニヤニヤどころか、まるで今にも襲おそいかかってきそうな怨えん嗟さのこもった目つきをしているが。

「と、とにかく！　教科書は渡したからな！」

「あ、ちょっ……真島くん！」

　仁奈の説教と周囲の視線。どちらもなんだか居たたまれなくて、圭太は強ごう引いんに教室を後にする。

「真島くん！　もう授業中に居眠りしたらいけませんよ！　いいですね！」

　背後から、仁奈の声が廊ろう下かに響ひびいた。そばを歩いていた生徒が一いつ斉せいにこっちを見るのを感じながら、圭太は早足で廊下を進む。

　……が、急ぎすぎたのがいけなかった。恥はずかしくて俯いていたのもあって、曲がり角に差し掛かったところで、角の向こうから歩いてきた相手とぶつかりそうになってしまう。

「うわ!?　す、すみません！　ちょっと急いでて──って、あれ。深み山やま先生？」

「びっくりした……ああ、なんだ。真島くんか……」

　気けだるそうにこちらを見返してくるその女性は、圭太のクラスの担任教師。深山志し穂ほだ。

　見かけの印象を簡単に説明すると、『暗そう』かつ『だるそう』。性格も外見を裏切らず、普ふ段だんから無愛想で覇は気きがない。物言いもぶっきらぼうで冷たい印象を受けるため、圭太は正直苦手だった。

「あのね、危ないから、廊下は走らないで。あと、前見て」

「すみません……気をつけます」

　ぺこり、と頭を下げ、圭太はそそくさと歩き出した。

　が、先生もちょうど次の授業で教室に向かうところだったらしく、並んで歩くような形になってしまう。

　……とはいえ。もちろん、圭太のほうから振ふれる話題なんぞはない。

　気まずいなどうしよう……と思っていたら、意外にも向こうのほうから話しかけてきた。

「そういえば真島くん。……君、最近変なこととかしてないよね？」

「ごほっ!?　な、なんですか急に!?」

「この前、残業終わって家帰ろうとしてたら、君によく似た子が女の子と歩いてるのを見かけて」

　ピタリ、と、思わず圭太はその場に停止。

「別に、生徒が放課後何してようが興味ないし、面めん倒どうさえ起こしてくれなければそれでいいんだけど……ずいぶん遅おそい時間だったし、あとで面倒なことになっても困るから一応確認しとこうと思って」

「違ちがいます!!　それはただの！　そう！　勉強会で!!」

「ふーん……まあ、だったらいいんだけど」

　思いのほかあっさり、先生は納得してくれた……というか、本当に興味がなかったのだと思う。

「とにかく、面倒ごとだけは本当に勘かん弁べんしてね。この前も、メイド喫きつ茶さでアルバイトしてる学生がいるっていうんでちょっとゴタゴタして。なんか、来年度から申しん請せい制にしようとかいう話も出てて、ほんっと面倒」

「へ、へえー……」

「別に、バイト自体は校則違い反はんでもないし、いいんだけど、あんまりいかがわしいお店だと、私達も放っとくってわけにもいかなくなるから……真島くんも、バイトするんだったら面倒がないとこにしてよね」

「も、もちろんです。大だい丈じよう夫ぶです、任せてください……」




　……当然、なんにも大丈夫ではない。




（なんだよ申請って!?　聞いてねえよ!?　『バイトでお兄ちゃんしてます』とか学校に言うの？　意味わかんねえだろ！）

　次の休み時間。教室の自分の席で、圭太は一人頭を抱かかえる。

　結局、さっきの授業の間もその話ばかり気になって、勉強なんて手につかなかった。

　とうとう、お兄ちゃんを廃はい業ぎようするときが来てしまったのだろうか。まだ就任して一ヶ月くらいしか経たってないのに。

　いやしかし、もし本当に学校にばれたらどうしたって生徒指導不ふ可か避ひなわけで。これはもうどうしようもないのでは──。

（……？）

　考え込んでいたら、携けい帯たいが震ふるえた。




『お兄ちゃん、どうかした？』




　それは、同じ教室で友達と話している初葉からのメッセージ。ちらっと見れば、初葉は携帯を片手に、横目でチラチラとこちらの様子を窺うかがっている。

『なんでもない』と返そうとして、思い直す。

　代わりに送ったのは、こんな問いかけ。

『なあ、初葉。もし俺がバイト辞めることになったら、どう思う？』

　直後。『!?』と、びっくり顔のスタンプが返ってくる。




『え!?　辞めちゃうの!?』

『そりゃ、お兄ちゃんがどうしてもって言うなら仕方ないけど……』




　できるなら、辞めないでほしい。

　言われずともその気持ちは伝わってきたから、圭太はこう返した。




『大丈夫、辞めない。ただ、ちょっと聞いてみたかっただけだ』

『なんだ！　良かったー』




　送信されてきたのはホッとした顔のスタンプ。見れば初葉自身も一人で同じような顔をして、話していた友達に不思議がられていた。




（……うん。まあ、本当にそうなるって決まったわけじゃないしな）




　少なくとも、今のうちから後ろ向きに考えるのはやめようと思った。




　初葉だけじゃない。

　最初は半ばなし崩くずしに始めたバイトだったけれど。『お兄ちゃん』でいたいと思っているのは、圭太だって同じなのだ。




『理想のお兄ちゃん』になる。

　そのための答えを見つけるためにも、まだまだ圭太は、『お兄ちゃん』を辞めるわけにはいかないのだから。




　　　　◆◆◆




「……って。やっぱり今日も早川の家でやるんだな……」

「いやです、お兄様ったら。私達は兄妹きようだいなのですから、ここはお兄様の家でもあるんですよ？」

　うふふ、と、仁奈が笑みを浮うかべる。

　今日も今日とてテイクアウトなうな放課後。圭太はやはり仁奈の家に招かれ、丁てい重ちようなおもてなしを受けていた。

「……そういえば今日、ご両親は」

「二人なら仕事ですよ。普段から、この時間は大たい抵てい家にはいませんから。昨日は偶ぐう然ぜんです」

「そ、そうですか……」

　いや大丈夫、自分達は兄妹なのだから……兄妹が二人っきりで家にいるのなんて普通のことだ、何もおかしくはない。

　……それはそうと。

「なあ。今日は、初葉は呼んだりはしないのか」

「…………お兄様はそんなに片瀬さんと一いつ緒しよに過ごしたいのですか」

「いや!?　変なことを考えてるわけじゃないぞ!?　ただ、ほら？　昨日は結構三人で盛り上がったし……」

　まあ昨日のは盛り上がったというより、どちらかというと『緊きん張ちよう感に満ちていた』という感じだったが。

「そ、それにさ！　初葉とはシスターズ登録もしただろ？　あれから、ほら？　何かやりとりとか、サポートみたいなのとか、こうさ……」

「お兄様のたってのお願いですから登録しましたが、『シスターズ』と言っても、しょせんはお店のシステムの一いつ環かんでしょう？　登録したからといって、何が変わるわけでもありませんよ。元々、私と片瀬さんはタイプが違いますし」

「そうか……」

　まあ、仁奈の言うこともわからなくはない。優等生の仁奈と、どちらかといえばギャルっぽい初葉。確かに、仲良く話しているところは想像しづらいが。

　しかし、圭太にとってはどちらも──バイトの間限定とはいえ──『妹』だ。できるなら、二人にも仲良くなってほしいのだが。

（これをきっかけに距きよ離りが縮まって……なんて、そんなうまくはいかないか）

「というわけで、今日は片瀬さんは抜ぬきで二人っきりです、お兄様！　そう二人っきり！　もちろん出前も頼たのみません二人っきりですから！　ええ！　何があっても絶対に、出前だけは頼みませんとも!!」

「わかってるって。そんな毎日夕飯食べてくわけにもいかないし、今日は早めに帰るよ」

「いいえ。ご心配には及およびません、お兄様。今晩の夕食は、私が手料理をご馳ち走そうします」

「へ？」

　むん、と胸を張って、仁奈。

「いや、でも……いいのか」

「お任せください。腕うでによりを掛かけて、最高の品をご用意しますから。もう食材も用意してあります。お兄様に食べていただかないと余ってしまうだけですから、どうか、遠えん慮りよなんてしないでくださいね？」

「そ、そうか。じゃあ、せっかくだし」

　これだけ自信満々に言い切るからには、きっと普段から料理もしているのだろう。さすがは優等生、隙すきがない。




　初葉に続いてご馳走になる、『妹』の手料理。




　お兄ちゃんとしては素直に楽しみで、圭太はわくわくしながら、夕食の時間を待っていた──。




　──のだが。




「うぐっ……！　こ、こんなはずでは……！」

　ガクッ、とその場に崩れ落ち、仁奈が悔くやしげに呻うめく。

『ｏｒｚ』みたいな格好をする仁奈の周囲。キッチンの中は、率直にいって大惨さん事じだった。フライパンの上には黒くろ焦こげの何か。お鍋なべの中にも黒焦げの何か。さらには流しに至るまで、至る所に炭化した塊かたまりが転がっている。心なしか空気も黒く淀よどんでいるようだった。完全に黒魔ま術じゆつの図である。

（……そういえば、早川のお母さんってめっっっちゃくちゃ料理下手へただったっけ）

　その昔仁奈のお家に遊びに来たとき、手作りだという『おやつ』を振ふる舞まってもらったことを思い出す。
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　お皿にこんもり盛られた黒焦げの何かを前にして、圭太は生まれて初めて、『自分はこのまま死ぬんじゃないか』という恐きよう怖ふを覚えたのだった。その破は滅めつの遺伝子は、娘むすめである仁奈にもしっかり受け継つがれてしまっていたようだ。

「に、仁奈……？　そんなに落ち込むなよ。失敗は誰だれにでもあるし……と、とりあえずあれだ、換かん気きしないか？」

「うぅ……何な故ぜ、どうしてですか……！　ちゃんとレシピの通りに作っているのに！　もうこれは、何者かの陰いん謀ぼうとしか思えません……！」

　歯がみする妹を宥なだめつつ、再びキッチンを見回す。もう一度料理をするにしても、まずはこの魔ま窟くつをどうにかしなければならないが……。

「なあ、仁奈？　正直、この惨さん状じようを二人だけで片付けて、その上夕飯も用意する……ってのは厳きびしいと思うんだが」

「………………くっ!!」

　手伝ってもらう人手を確保しつつ、食事も用意できる冴さえたやり方はたった一つ。親の仇かたきを睨にらむかのような目で、仁奈は取り出した携帯をじっと見つめた。




　──そして。




「えっと……お、おまちどおさまです」

　片手に岡おか持もちを提さげ、初葉が言う。まるで昨日の焼き直しのような光景だ。

　ただ違ちがうのは、今日の初葉は、肩かたにスクールバッグを掛けている。どうやら、あらかじめ勉強道具を持ってきたらしい。

「……って。なんか焦げ臭くさくない？」

「……まあ、とりあえず見てくれ」

　初葉を促うながして、圭太はキッチンへ。仁奈も渋しぶ々しぶ後に続く。

　キッチンの中を一目見るや、初葉は「なにこれ!?」と悲鳴みたいな声を上げた。

「何!?　どうしたの!?　何があったの!?　ガスボンベとか爆ばく発はつした!?」

「いや、ちょっと……小腹空すいたんでキッチン借りてたら、失敗しちまってさ」

　妹の名めい誉よのため、圭太は自分がやらかしたという体ていで話を進める。

　……が。

「噓うそ!?　料理でこんな風になんかならないよ絶対!!　そんなの漫まん画がの中だけだよ!!」

「なってしまったんだから仕方ないじゃないですか!!　どうせ私は料理が下手ですよ!!」

　初葉の言い分が聞き捨てならなかったのか、仁奈は早々に自爆、もとい自白した。

「うぅ……！　これだから人並みに料理のできる人は嫌いやなんです……！　そうやって上からものを言って！　できる人には、できない人間の気持ちなんてわからないんですよ……！」

　出前の依い頼らいをする前も、初葉にこの状じよう況きようを見られるのを、仁奈はずいぶんと渋っていた。

　しかし、両親が帰ってくるまでこのままにしておけないと思ったようで、最終的には初葉に手伝ってもらおうという提案に同意してくれたのだ。

「そういうわけなんだ。悪いんだけど、勉強の前に、片付けるの手伝ってくれないか？」

「確かに、これ二人で片付けるのは大変だよね……。わかった、任しといて」

　よいしょ、と初葉が腕まくり。

「別にいいです……自分の不始末は自分でどうにかしますから。あなたはそこで、私の無ぶ様ざまな姿を見て笑っていればいいじゃないですか……」

「そんなことしないってば。それにアタシだって、最初っから料理できたわけじゃないし、そんなんで早川さんのこと笑ったりしないよ？　さすがにここまでじゃないけど、お鍋黒焦げにしたこととか、何度もあるもん」

「慰なぐさめはいいです！　なんですかそんな人のいいフリをして！　遠慮せずに笑えばいいじゃないですか！　風紀委員のくせに情けないって！　好きなだけ馬ば鹿かにしたらいいじゃないですか!!」

「ほーら、拗すねてないで元気出して。早く片付けて勉強しよ？　三人でやったらすぐ終わるよきっと」




　落ち込む仁奈を励はげまして、初葉はてきぱきと片付けを始める。さすがに、普ふ段だん厨ちゆう房ぼうの掃そう除じもしているだけあって手て際ぎわがいい。




　仁奈にはちょっと悪いけれど、初葉を呼んで良かったと思った。

　掃除が早く済むからとか、そういう面だけではなく。仁奈の、優等生なだけではない一面を、初葉にも見せられて、良かったと。




　　　　◆◆◆




　結局その日も、初葉は最後まで残っていた。

　とはいえ、妹達の様子は相変わらず。勉強は順調に進むものの、二人とも圭太とばかり話して、相手とはあまり、積極的に会話をしようとしない。




　……いや。初葉のほうは、時折仁奈にも話しかけようとはしているのだ。

　ただ、仁奈のほうがあまり会話を続けようとしないので、結局うまくはいっていないのだった。




（『シスターズ登録』したからって、それだけですぐホントの姉妹みたいに……ってわけにはいかないよな。やっぱり）

　帰り道。あれこれ考えていると、隣となりで自転車を押していた初葉が「お兄ちゃん？」と顔を覗のぞき込んでくる。

「もー、お兄ちゃんってばまた考え事してる。……また、早川さんのこと？」

「いや、早川のことっていうか。ただ、初葉と早川が仲良くなってくれればいいと思ってさ」

「……それは、どして？」

「だって、妹同士は仲いいほうがいいに決まってるだろ」

　想像してみる。花園を舞う妖よう精せいのごとく、きゃいきゃいとじゃれ合う可愛い妹達。そしてそれを見守るお兄ちゃん（自分）。

「しんどみ……」

「泣くほど!?」

『うっ……』と目め頭がしらを押さえていると、初葉が仕方なさそうに「もー」と笑う。

「お兄ちゃんはホント、しょーがないんだから。……アタシも、お兄ちゃんのお願いは、できるだけ叶かなえてあげたいけど」

　少しだけ、初葉の声が小さくなった。

「……お兄ちゃんは、どうしてアタシと早川さんが仲良くできないのか、知ってる？」

「それは……二人ともタイプが違うし……」

「それもあるけど。……ホントの理由はね、アタシも早川さんも、お兄ちゃんの『妹』だからだよ」

「それって──」

「つまりね？　……お兄ちゃんのことが、大好きってこと」

　くるり、とスカートを翻ひるがえして、初葉が圭太の前に回る。

　まるでキスでもするように、軽く背せ伸のびして顔を覗き込まれ、隠かくしようもなくドキッとした。

　途と端たん、初葉が「あはは！」と笑い出す。

「お兄ちゃん、顔真っ赤。もー、何照れてるの。妹がお兄ちゃんのこと大好きなのは、当たり前じゃん」

「っ……いや、そりゃ、あんないきなり言われたら、いくら兄妹きようだいでもちょっとドキッとするって！」

　ニコニコと笑う初葉の顔を見ながら、赤くなった頰ほおを擦こすってみたりする。

　要は、からかわれたのだ。いつも教室でされるウザ絡がらみのように。妹モードではされたことがなかったから、油断していた。

「あのなぁ、お兄ちゃんは真しん剣けんにお前達が仲良くなれるようにって考えてだなぁ！」

「わかってるよ。だからアタシだって、ホントのこと教えてあげたよ？　お兄ちゃんが、変な意味に取っただけじゃん」

　再び歩き出しながら、初葉が言葉を続ける。

「アタシが、早川さんとどうしても仲良くできないのは……早川さんが羨うらやましいから」

「羨ましい？」

「お兄ちゃんと早川さんは、幼おさな馴な染じみでしょ？　アタシの知らないこともたくさん知ってて、思い出だって、たくさんある……。だから……お兄ちゃんと早川さんが一いつ緒しよにいると、お兄ちゃん取られちゃいそうで、ちょっと不安……かな」

　最後のほうは、冗じよう談だんめかすように、舌を出して。てへ、と初葉は笑った。

「って、ごめんね！　そんなこと言っても仕方ないもんね！　大だい丈じよう夫ぶ！　アタシだって、お兄ちゃんのこと好きって気持ちは負けないし！　お兄ちゃんがもっとアタシのこと見てくれるよう、一いつ杯ぱい頑がん張ばるから！　ちゃんと見ててね」

「初葉……」

　そんな心配しなくていい。そう言おうとした。

　だけど、それを口に出す前に、ぽつ、と、額に水すい滴てき。

『あれ？』と顔を上げた途端、無数の雨あま粒つぶがパラパラと降り注いでくる。

　降り出したと思った雨は、すぐに本降りに、そしてあっという間に土砂降りになった。どこかに駆かけ込む暇ひまもなく、圭太達はたちまちのうちにびしょ濡ぬれになる。

「うわ……!?　は、初葉、大丈夫か!?」

「大丈夫……じゃないかも！　やば、髪かみぐっちゃぐちゃなっちゃう！」

「と、とりあえず、雨宿りできそうなとこまで一いつ旦たん走ろう！」

「うん！」

　自転車を押す初葉と二人して走り出す。

　幸い、少し行ったところに屋根付きのバス停があった。とりあえずそこに駆け込んで、「はぁー……」と一息。

　とはいえ、全身は着衣泳でもしたのかというほどにずぶ濡れ。靴くつ下したや下着にまで雨水が染みていて気持ちが悪い。

　もういっそ脱ぬいでしまいたいくらいだが、屋外、それも初葉の前ではさすがにそうもいかない──。

「そうだ。初葉、そっちは大丈──ぶっ!?」

　隣にいた初葉のほうを見て、圭太はぎょっとした。何な故ぜって。

「もー、全然だいじょばないよー……サイアク。髪傷いたんじゃうー……」

　ぼやく初葉の服。白いＴシャツが濡れて透すけ、下着が完全に見えていた。てっきり派手で可愛らしいものが好みかと思いきや、白いレースの、意外に清せい楚そ系なブラジャー。でも、これはこれでギャップがあって悪くない──。

「……って違う!!　初葉!!　服!!」

「え？　服？　何が──あわわわわっ!?　うっそ、やだー!?」

「ほ、ほら！　これ！　これ着とけとりあえず！」

　顔を背そむけながら、制服の上着を脱いで初葉に差し出す。もう既すでに濡れているが、それでもないよりマシだろう。少なくとも、Ｔシャツと違って透けないし。

「あ、ありがと……お兄ちゃん」

「ま、まあ……お兄ちゃんだからな」

　お互たがいに、顔を背けながら言い合う。

　雨は止やむ気配がない。どころか、どんどん強くなっていっているようだった。

　それでも自分一人なら、駅まで走ればなんとか帰れないこともないが──。

「……これ、止みそうにないよね。もう走っちゃう？　お兄ちゃん、駅までならそんな遠くないでしょ？」

「けど、お前は自転車だろ？　雨の中帰ったら危ないし、もう少し様子見てからのほうがいいんじゃないか」

「へーきだよ。雨の日に出前行ったりすることあるし」

「いいから、もう少し雨宿りしていこう。こういう急な雨って結構すぐ止んだりするし」

「……一緒にいてくれるの？」

「当たり前だろ」

　圭太が言うと、初葉は「えへへ……」と笑った……と思ったら、「へくちっ」とくしゃみ。この季節でも、濡れた格好ではやはり肌はだ寒ざむいのかもしれない。

　さすがに着き替がえは用意できないが……何か拭ふくものでもあれば、と、カバンを探る。

「ほら。初葉、こっち向け」

「え、何……ひゃっ!?」

　ベンチに腰こしを下ろす初葉。その背後に回り、頭にタオルをかぶせる。

「お、お兄ちゃん、タオル持ってたんだ？」

「お兄ちゃんだからな。備えあればなんとかって言うだろ」

　店で瑞みず希きがしょっちゅう転んで飲み物を零こぼしたりするので、最近はカバンに入れておくようにしていたのだ。まさかこんな形で役に立つとは思わなかったが。

　髪を拭いてやっていると、初葉が気持ちよさそうに目を細めた。

「お兄ちゃん、髪拭くのうまいね？　もっと『わしゃわしゃー』ってやられるかと思ったのに」

「濡れてる髪は下手へたに擦ると傷むんだろ？　そのくらい知ってるって。お兄ちゃんを見くびるなよ」

　この前読んだラノベで、妹ヒロインがそんなことを言って主人公に切れていたのだ。やはり妹ラノベは人生を救う。

　とはいえ……実際のところ困った。できれば拭くだけではなく、着替えさせてやりたいところだが──。




「──真島くん！　良かった、追いつけて……！」

「え……？　早川？」

　どこからか声が聞こえて、首を巡めぐらせる。雨の中、傘かさを差した仁奈が、こっちに向かって走ってくるのが見えた。

「早川、どうしてここに……」

「真島くん達が出て行ってからすぐ、雨が降り出したので……傘を持っていないんじゃないかと。……とはいえ、そんなに濡れてしまっていては帰れませんね」

　やってきた仁奈は、ずぶ濡れの二人を見て言う。

「とにかく、一度私の家に戻もどりましょう。シャワーと着替えを貸しますから」

「いいのか？」

「当たり前です。この雨の中、放り出すような真似はしません」

「えっと……それって、アタシもいいの？」

　おずおず、と、初葉が片手を挙げる。

　仁奈はちらっと初葉を一いち瞥べつし、ちょっとだけ、「ふん」と拗すねたような顔をした。

「なんですか、二人して。私はそんなに冷たい人間に見えますか？　雨の中、ずぶ濡れの人をそのまま家に帰らせるような人でなしに？」

「うそうそ！　そんなことないです！　早川さんホントありがとー！」

「いや、ホント！　マジで助かった！　ありがとう早川！」

「お、拝まなくてもいいですから！」

　珍めずらしく恥はずかしそうな仁奈の声が、降り注ぐ雨音に溶とけていった。




　　　　◆◆◆




「ふぅ……」

　借りたバスタオルで頭を拭きながら、一息つく。




　ひとまず仁奈の家に戻ってきた後。「風か邪ぜを引いてしまいますからシャワーを」と仁奈に勧すすめられ、圭太は初葉を先に入らせることにした。初葉は当然遠えん慮りよしたが、お兄ちゃんたるもの、妹をびしょ濡れのまま待たせるわけにはいかない。途と中ちゆう、初葉が「じゃ、じゃあ、一緒に……」とか危険なことを言い出したが、それは仁奈に却きやつ下かされた。




　その後。圭太は圭太で、濡れた服を着替えさせてもらい。今はリビングで、お茶を用意してくれるという仁奈を待っているところだった。

　なんにしても、着替えを貸してもらえて助かった。男物だから多分仁奈のお父さんのものなんだろうけれど、都合良くサイズもぴったりである。まるで圭太のためにあらかじめ用意してあったかのようだ。もちろんそんなはずはないから偶ぐう然ぜんだろうけど。

「お兄様、お茶が入りました」

「お、おう……。ありがとう、仁奈……」

　いきなりの『お兄様』呼びに、一いつ瞬しゆん返答が遅おくれてしまう。相変わらず入りがシームレスというか、びっくりするくらい唐とう突とつだった。

　お茶の温かさに人ひと心地ごこちついたのも束の間。「そういえば」と仁奈が口を開く。

「どうやら、この雨のせいで、一部の路線で電車が止まっているようですよ」

「え!?　マジ!?」

　慌あわてて帰りの電車を調べてみると、運休という無情なお知らせが出ていた。圭太は頭を抱かかえる。

「うわ……マジか。どうすっかな」

「……ゴホン！」

　困っていると、突とつ然ぜん、横で仁奈が咳せき払ばらいをした。しかも一度ならず、二度、三度。

「ど、どうした早川？　もしかして、体調が──」

「違います！　そうではなくてですね！　その……帰る手段がないのでしたら、このまま、私の家に泊とまっていってはいかがです？」

「へ……!?」

　それは。確かに、それができるならとても助かる。助かるけれども。

「いやでも、おうちの人に聞かないと……」

「問題ありません。さっき連れん絡らくしたところ、父も母も、この雨で足止めされて今夜は帰れそうもないとのことでした。お兄様が泊まっていってくれるならむしろ安心だと」

「いや……けど」

　同級生の女の子の家に、お泊まり。そんな簡単に頷うなずけなくて、圭太は口ごもる。

　そもそも、仁奈はいいのだろうか。付き合ってもいない男女がお泊まりなんて、普ふ段だんの仁奈だったら『不健全です！』と絶対許さないはずだ。それこそ大雨だろうが大おお嵐あらしだろうが、『泊まるなんて認められません。歩いて帰ってください』、とか言い出しそう。

「だ、大だい丈じよう夫ぶです！　確かに、年とし頃ごろの男女が一つ屋根の下となると問題ですが、私とお兄様は兄妹きようだいですから、兄妹！　兄妹が、同じ家でともに過ごすのは普通です。何もおかしくはありません」

「ま、まあ確かに、兄妹なら自然ではあるけど……」

「そうです自然です健全です！　兄妹ですから何も問題はありません！　で、ですから、今夜はぜひ、一いつ緒しよに──」

「早川さーん、お兄ちゃーん。お風ふ呂ろ上がったよー」

　仁奈が何かを言いかけたところで、初葉が戻ってきた。その服装は学校指定のジャージ。多分、仁奈のを借りたのだろう。

「チッ」

「……いまアタシ舌打ちされなかった？」

「気のせいでは？」

　しれっと言い放つ仁奈をジト目で見つつ、初葉もソファに腰を下ろす。

　しかし、今はそれより気き掛がかりなことがあったのか、初葉はすぐに、窓の方に視線をやった。

「雨、まだすごいね……。えー、困ったなぁ。もう帰んないといけないんだけど」

「止むまで待ったほうがいいんじゃないか？　風も強くなってきてるし」

「ですがお兄様。天気予報だと、今夜一いつ杯ぱい止まないとのことでしたが」

「え!?　マジ!?」

　話を聞いた初葉が、ますます弱った顔になる。

「うーん……でもしょーがないし。もうちょっと待ってみて、そしたら帰るよ。自転車めっちゃ漕こいだら、そこまで時間かかんないで帰れると思うし」

「いや、けどさ……」

　初葉はあくまで帰るつもりのようだけれど、電車が止まるほどの雨だ。どう考えたってやめたほうがいい。

　しかし、そのためには。

「なあ、仁奈。初葉も、泊めてやることってできないか？」

「え？」

　驚おどろいたような声は初葉のもの。仁奈は無言で、ぴくっ、と肩かたを揺ゆらしただけだ。驚いたというより、圭太がそれを言い出すことを予想していた風。

「もう結構遅おそいし、この雨で帰るのはさすがに危ないだろ？　俺としても、自分だけ泊めてもらうよりは、初葉も、って形のほうが遠慮しなくて済むし」

　仁奈は黙だまり込んでいる。その顔に浮うかぶのは葛かつ藤とう。

　圭太が言ったようなことは、仁奈だってわかっているはずだ。多分言い出しづらいのだと思う。初葉と仁奈はこれまで、決して和わ気き藹あい々あいという雰ふん囲い気きじゃなかったから。

　だから、彼女が素直になれるように。追い出すような形になって、後から後こう悔かいしてしまわないよう、ここはお兄ちゃんとして、助け船を出さないと。

「仁奈、頼たのむよ」

「……くっ！　わかりました！　わかりましたよ！　確かにこの雨ですし！　危険でしょうし！　今夜は片瀬さんも泊まっていってください！」

「え……で、でも……いいの？」

「ですから、私は人でなしではありません！　こんな雨の中、『出て行け』とまでは言いませんよ！　不本意ですけど！　大いに不本意ですけども!!」

　その表情は、言葉の通りだいぶ不服そうで。『渋しぶ々しぶ』という感情をちっとも隠かくしてはいなかったが。

「……ありがとう、早川さん」

「……別に、このぐらいは当然です。お礼を言われるようなことではありません」

　おずおずとお礼を口にする初葉も、そっぽを向いて素っ気ないことを言う仁奈も。今までよりほんの少し、打ち解けたように見えて。

　いきなり雨に降られて、電車も止まって、一時はどうなることかと思ったけれど。蓋ふたを開けてみれば、むしろ良かったのかもしれない。これぞまさしく、雨降って地固まるという奴やつ──。




　……だと思いたいけれど。




（…………けど、三人で、お泊まり）




「お兄ちゃん？」

「お兄様？」

　固まった圭太を不思議に思ったのか、妹達がそれぞれに、圭太に声を掛けてくる。

　お兄ちゃんが大好きな妹達と、一つ屋根の下、三人ぽっち。

　だけどその妹達は実際には血が繫つながってるわけじゃなくて、しかもどちらも、男子だったらドギマギせざるを得ないようなとびっきりの美少女なワケで。




　────────本当に、何事もなく終わるんだろうか？








第三章　おねがい☆シスター









「……あ、シャー芯しん切れた」

「どうぞ、お兄様。私の分を使ってください」

「悪い、助かる」

「お兄ちゃーん。消しゴム借りていい？」

「いいぞ。ほら」

「ありがとー」




　結論から言うと、うっすら妄もう想そうしたような……じゃなくて、危き惧ぐしたようなエッチで不健全な空気には全くならなかった。

　初はつ葉はが泊とまっていくと決まるや否いなや、仁に奈なは教科書を持ってきて「今夜はみっちり勉強しましょう」と宣言。

　しばらくの間、それぞれで黙もく々もくとシャーペンを動かしていたが、やがて痺しびれを切らしたのか、初葉が『チラッ』と圭けい太た達の顔を窺うかがう。

「……ねーえ。ちょっとキューケーしない？　ってか、勉強ばっかでつまんないし！　せっかくのお泊まりなんだから、もっとなんかしよーよー！」

「ちょっと!?　人のノートの上に手を置かないでください！」

　ばたむ、と机に突つっ伏ぷす初葉の手を脇わきにどけて、仁奈。

「……まあ、あまり根を詰つめてもいけませんし。少し休きゆう憩けいにしましょうか」

「やた！　じゃあさ、じゃあさ！　なんかゲームしよーよ！　王様ゲームとか！」

「だめです！　そんな不健全な遊びは認められません!!」

「むっ。じゃあ早はや川かわさんは見てればいいじゃん。お兄ちゃんと遊ぶから」

「いや、二人で王様ゲームはできないだろ……」

　それじゃただクジで当たりを引いた人が相手に命令するだけだ。ゲームも何もない。

「ですからだめです！　認めないと言っています！」

「じゃあ、『お兄様ゲーム』は？」

「それならいいでしょう」

「待った。『お兄様ゲーム』って何？」

　きょとんとする圭太を尻しり目めに、仁奈は「少し待っていてください」と一いつ旦たんリビングを出て行く。

　しばらくして戻もどってきた彼女は、何やら箱のようなものを抱かかえていた。

「なんだそれ？」

「こんなこともあろうかと、用意していた『お兄様ゲーム』用の道具です」

「いやだから、『お兄様ゲーム』って何？　あと、こんなことってどんなことだよ」

「突とつ然ぜんの土砂降りで電車が動かなくなり、お兄様が急きゆう遽きよ私の家に泊まっていくことになったときでしょうか」

『ねーよ!!』とツッコミを入れかけ、今がまさに『そんなこと』の真っ最中だったことを思い出す。

「こちらのカードにそれぞれで好きな『兄妹きようだいシチュエーション』を書いて、この箱に入れます。それをゲームに参加する『妹』が順番に引いていき、引いた通りのシチュエーションをお兄様にリクエストすることができるというものです」

　ささっと手て際ぎわよくカードとサインペンを用意する仁奈。

「けど、そのお兄様役はどうやって決めるんだ？　やっぱりくじ引きとか？」

「何を言っているのですか。お兄様に相応ふさわしいのはこの世でお兄様ただ一人です。お兄様以外のお兄様なんて認められません」

「それゲームって言う……？」

　率直な疑問を投げかけるも、仁奈も初葉も全く聞いちゃいない。嬉うれしそうに、あるいは妙みように気合いの入った顔で、カードに何か書き込んでいくばかりだ。

「お兄様も、良ければ何か書いてください。はい。こちらのペンをどうぞ」

「いいのか？　じゃあ俺も……」

　とはいえ、いざ書くとなると、何を書いていいのやら。

　いや、ただ単に兄妹っぽいシチュエーションを挙げよというならいくらでも思い浮うかぶのだが、この後これを妹達にやってもらうことになるわけで。変なことを書こうものなら、いかに圭太がお兄ちゃんであっても、『変態』の誹そしりは免まぬかれない。

「……ところで、初葉達はどんなこと書いてるんだ？」

「あ！　お、お兄ちゃん、覗のぞいちゃだめ！」

「わ、悪い……」

　隠かくすようにカードを胸に押し当て、初葉が頰ほおを膨ふくらませる。

（まあ……初葉は楽しそうだし。仁奈もやる気あるみたいだし、いいか）

　妹達が望むなら、お兄ちゃんに否やはない。

『兄妹シチュエーション』というのがちょっと気になるけれど、初葉達だって、自分が引いて困るようなことはわざわざ書いたりしないだろう。そんなにおかしなことにはならないはずだ。




　………………ならないよね？




　　　　◆◆◆




「やったー！　アタシがいっちばーん！」

「ぐっ……」




　厳正なるじゃんけんの結果、最初にクジを引くのは初葉ということに決まった。

「ふふーん。でもじゃんけんだし、しょうがないもんね、早川さん」

「ま、まあ、いいでしょう。残り物には福があるとも言いますし。多少順番が前後したところで、さしたる問題はありませんとも」

　何な故ぜか悔くやしそうな仁奈を横目に、初葉は元気良くクジ箱に腕うでを突っ込む。

　ガサガサ、としばらく中を探り、やがて、「これ！」とカードを掲かかげた。

「えっと……書いてある通りのことを一いつ緒しよにやればいいんだよな？　なんて書いてあるんだ？」

「えっとね……」

　初葉と二人で、引いたカードを覗き込む。

　そこには。




『ついに妹への想おもいを抑おさえきれなくなった兄。ケダモノのように自分を求めてくる兄を、妹もまた歓かん喜きと共に受け入れる。兄が妹の服に手を掛かけると、妹も自ら積極的に自分の全てを曝さらけ出し、そして二人はついに結ばれるのであった。　～完～』




「「何これ!?」」

　圭太と初葉の絶ぜつ叫きようが、早川家のリビングに木霊こだまする。

「お、お兄ちゃん、これ……」

「ち、違ちがうぞ!!　俺が書いたんじゃないからな!?」

　真っ赤になって見つめてくる初葉に、必死に首を振ふる。

　しかし、圭太でなく、初葉が用意したものでもないというなら、これを書いたのは──。

「は、早川さん!?　何これ!?　どーゆーこと!?」

「何がでしょう」

「だだだ、だって！　こんなの全然キョーダイのすることじゃないじゃん!!　もっと、頭撫なでてもらったりとか、抱だっことかおんぶとか、そういうのでしょ!?」

「何を言うのですか。兄が妹の服を脱ぬがすことになんの問題があるというのです。いいえありません。何故なら兄妹だからです」

「そんなわけあるか!!」

　しれっと言い切る仁奈に、全力で言い返す。

　いや、これがたとえば幼い妹を着き替がえさせてやるとか、そういう状じよう況きようだったらそりゃなんの問題もなかっただろうけども。

「お兄様、落ち着いてください。片かた瀬せさんもお兄様も誤解しています。『ケダモノ』のようにと書いてあるからといって、それがいかがわしい意味合いであるとは限りません。わがままを言う妹を、ケダモノのごとく強ごう引いんに着替えさえてあげようとしたのかもしれないではないですか」

「どういう状況!?」

「とにかく！　このお題は兄妹シチュエーションとしてなんら問題のないものであると主張します！　お題に落ち度がない以上、引いたからには再現してください。それがルールですから」

「むむむ、無理!!　こんなことできないよ！」

　真っ赤になって、初葉は引いたカードを箱に戻そうとする。

　が。

「そうですか。ではこのゲームは私の勝ちということでいいですね？」

「え!?　何それ!?　なんでそうなるの!?」

「引いたカードのお題をクリアできなかったのですから当然です。失敗した妹から順に脱だつ落らくしていくルールですので」

「そんなの聞いてないし!?」

「そうですか？　そういえば説明し忘れていたかもしれませんね。でも今言いましたので。私の勝ちということでいいですか？　片瀬さん？」

「う、うぅぅ……」

　ぷるぷる震ふるえながら、初葉がぎゅっとカードを握にぎり締しめる。

「は、初葉？　嫌いやなら無理することないんだぞ？　こんなのたかがゲームなんだし……」

　……というか。妹の服を脱がせるとか、圭太も普ふ通つうに困る。ここは運が悪かったと諦あきらめてもらって、次のゲームを──。

「いや!!　やる!!　アタシ、絶対負けたくないもん!!　お兄ちゃんお願い!!」

「ちょっ……!?　待て!?　本気か初葉!?」

「ほ、本気だもん……！　お、お兄ちゃんとアタシは、兄妹なんだから……！　ふ、服脱がされたって、全然恥はずかしくないし!!　ケンゼンだし!!　お兄ちゃんには、は、裸はだか見られたこともあるんだから、このぐらいヨユーだもん！」

「裸!?　裸とは一体どういうことですか!?　いつ見たんですか!?　何故、どういう状況で見たんですか!?　説明を要求します!!」

「いや、早川、それはだな……！」

「えい──！」

　騒さわぎ出す仁奈をよそに、初葉は覚かく悟ごを決めた様子でぎゅっと目を瞑つぶる。

　そして何故か、圭太に脱がされるのを待たず、自分から勢い良く、着ていたジャージをまくり上げた。

　ぺろん、と、首の辺りまでめくり上げられるジャージ。




　だが、ここで問題が起こった。いや、いくらお兄ちゃんの前だからって、妹が自分から服を脱いでいるのは既すでに問題なのかもしれないが、今重大なのはそこじゃない。




　つまり、初葉は仁奈からジャージを借りていたので。それまで着ていた服はずぶ濡ぬれで、いま圭太の制服なんかと一緒に乾かわかしてもらっている最中だったので。




　結論から言うと──下着を、つけていなかった。




「────────」




　ガバー！　と男らしくめくり上げられたジャージの下。禁断の生おっぱいが盛大にご開帳され、圭太の頭が一いつ瞬しゆん真っ白になる。

　次の瞬間、猛もう然ぜんと走り寄ってきた仁奈が、初葉に「せいっっ！！！」とクロスチョップをかました。初葉は派手にぶっ飛ばされ、圭太の視界からおっぱいがフレームアウトする。

「痛いっ!?　何すんの早川さん！」

「それはこちらの台詞せりふです！　誰だれが自分から恥ち部ぶを晒さらせと言いましたか！　いくら兄妹でも、これはアウトですアウト！」

[image: ]

「で、でも、お題クリアしないと負けだって言うから！」

「いいです！　クリアでいいです、いいですよ！　ですから不健全な行いは慎つつしむように！　い・い・で・す・ね!?」

「やったー！　一点げとー！」

　わーい、と、初葉が元気良く万ばん歳ざいする。その拍ひよう子しにまたちらっと裾すそがめくれて、白い肌はだが少しだけ見えた。圭太は慌あわてて目を逸そらす。

「ま、まあ、いいです……。少々予定とは違いましたが、私の勝利は揺ゆるぎません。真の妹の座は必ず手に入れてみせます！」

「待った。いつの間にそんな勝負になったんだ？」

　圭太のツッコミは無視して、仁奈がクジ箱に手を入れた。そして厳おごそかに目を閉じる。

「……、………………、…………、ハッ！　来ました！　これです！」

「……何が？」

「もちろん、私とお兄様の断金のごとき絆きずなをさらに深める最高の兄妹シチュエーションがです！　さあ、見てくださいお兄様！　私とお兄様の愛の軌き跡せき、その新たなる一ページが今ここに！」

　ふんす、ふんす、とやる気を漲みなぎらせながら、仁奈がカードを見せてくる。




　そこには、『お尻しりぺんぺんの刑けい』と書いてあった。




「…………」

「…………」

　束の間、圭太と仁奈の周囲だけ時間が止まる。

「お兄様……まさか、このようなアブノーマルな願望を胸に秘めて……！」

「違う!!　俺じゃない!!　どうしてお前達二人して俺を疑うんだ!?」

「あ、それアタシ」

「お前かよ!?」

「罰ばつゲームっぽいのあったほうが盛り上がるかなーと思って」

　悪意の欠片かけらもない笑顔で、初葉は無む邪じや気きに言い放った。リア充じゆうの思考回路ってコワイネー。

「それで～？　早川さんはどうするの～？　無理だったら辞退してもいいけどぉ～？」

「ぐっ……！」

　さっきのお返しをするかのように、初葉がここぞとばかりに仁奈を煽あおる。

「い、いえ！　お兄様が望まれるのでしたら、私はお尻の一つや二つ、喜んで差し出す覚悟です……！　どうぞ！　存分に叩たたいてください！」

「望んでない!!　そんなことは誰も望んでないぞ!!」

　圭太の渾こん身しんの叫さけびは、しかし仁奈にも初葉にもスルーされて終わった。

「で、では……お兄様……。どうぞ、わ、悪い子の私のお尻を、ぺんぺんしてください……」

　壁かべに手をついて、仁奈がこちらに向かって尻を差し出す。

（いや、どうぞって言われても!?）

「いや、ほら？　無理しなくてもいいんじゃないか？　罰ゲーム強要するのってよくないと思うし……」

「そうはいきません!!」

　くわっ、ともの凄すごい勢いで、仁奈はこっちを振り返った。心なしか目が据すわっている。

「片瀬さんがお題をクリアした以上、ここでポイントに差をつけられるわけにはいきません！」

「いや、けど、お兄ちゃんとして、無実の妹のお尻を叩くわけにはだな……」

「そ、それとも……お兄様は、私が悪いことをしても、𠮟しかってはくれないのですか……？　片瀬さんには遠えん慮りよなんてしないのに、私のことは、本当の妹のようには接してもらえないのでしょうか……」

「そんなことはないぞ!!　お兄ちゃんは妹をえこひいきしたりなんてしない！」

「ではどうぞ!!」

　しまった。勢い余って墓穴を掘ほった。

　ぷりん、と突つき出されたお尻を前に、圭太は固まる。前まえ屈かがみのせいでスカートの裾がやや持ち上がり、タイツに覆おおわれたお尻がちょっと見えそうだった。

「じゃ、じゃあ……いくぞ」

　正直、もの凄く躊ちゆう躇ちよがあるのだが、ここで尻込みしたらさっきの言葉が噓うそだったことになってしまう。お兄ちゃんは妹に噓つかない。

「えっと、なるべく痛くしないようにするけど、無理とか嫌いやとか、そう思ったらすぐに言えよ？」

「だ、大だい丈じよう夫ぶです……お兄様になら、何をされても……。あ、あの、ですが！　初めてなので、できるだけ、優しくしてください……」

　もじ、と、仁奈が恥ずかしそうにお尻を揺らした。台詞が台詞なだけに、なんか無む駄だにドキドキしてしまう絵え面づらだった。

　ブンブン、と煩ぼん悩のうを振ふり払はらい、できるだけ無心で手を掲かかげる。

　そして、ぺちりと一いち撃げき。

「ひゃうんっ!?」

「どうした!?」

　圭太の手が触ふれた瞬間、仁奈は大おお袈げ裟さにお尻を跳はね上がらせた。そんなに力は入れていない……というか、叩くというよりちょっと触さわっただけぐらいの感じだったのだが、何がそんなに衝しよう撃げきだったというのだろうか。

「わ、悪い！　そんなに痛いと思わなくて！」

「い、いえ……大丈夫です、痛かったわけではありませんから……むしろちょっと気持ちが良かったと言いますか……なるほど、こういうのもありですね……」

　ぽぽぽ、と、仁奈は意味深に頰ほおを染めた。一体何がありだというのか。すごく気になるけど、このまま一生知らないままでいたい気もする。

「ふふ、これで一対一。状じよう況きようはイーブンですね、片瀬さん？」

「そりゃ、まだ一回戦目だし？　そんなに早く決着ついちゃったら面おも白しろくないもん」

「そうですね……夜はまだこれから。勝負もまだこれからですよ、片瀬さん」

「望むところだし！」

「うふふ」

「あはは」

「なあ!?　妹達が楽しそう（？）でお兄ちゃん嬉うれしいけど、そろそろ勉強に戻もどったほうがいいんじゃないかなぁ!?」




　どうやら、妹達の仁義なき戦いはまだ続くようです。




　　　　◆◆◆




（…………ん……？）




　パチ、と、瞼まぶたが開く。朝になったのかと思ったが、部屋の中はまだ暗い。

　見慣れない天てん井じように「おや？」と首を捻ひねったのは一瞬。すぐに、ここが仁奈の家であること、寝ねる時間になって客間を貸してもらったことを思い出した。慣れない布団が合わなくて、眠ねむりが浅かったのかもしれない。

（寝直そ……いや、その前にトイレ行くか……）

　もぞもぞと起き上がろうと──して、気が付く。腕うでが動かない。というか、体がそもそも動かない。重たくて、けれど妙みように柔やわらかくてあったかい何かが両腕にずっしりと乗っかっている。

（って!?）

　何やら寝苦しさを感じて目を開けると、いつの間にやってきていたのか、妹達が揃そろって、圭太の布団の中に潜もぐり込んできていた。

「んにゃ……えへへ、おにいちゃん……」

「お兄様、すよ……あ、いけませんそんな、うふふ……」

　むにゃむにゃ寝言を言いながら、圭太にひっついて眠る妹達。寝返りをうつたびに体があちこち触れ合って、寝ぼけていた頭が一瞬で覚かく醒せいする。

（いや、こっ、これはまずい……）

　そうだ、トイレ。トイレに行こう。

　腕うで枕まくら状態だった両腕をそろそろとどけて、二人を起こさないようゆっくりと身を起こす。




　──だが。




「ま、待ってください……」

　立ち上がりかけたところで、背後から、仁奈に腕を摑つかまれた。

「は、早川……？」

「……仁奈、です。お兄様」

「に、仁奈。その、えっと……どうした……？」

「……行かないでくださいませんか？」

　きゅ、と、袖そでを摑む仁奈の手の力が強くなる。

「お兄様のそばで、眠りたいです……」

　初葉を起こさないためなのか、その声は囁ささやくように小さく。引き留める力だって強くはないのに、圭太は振り払えなくて、そろそろとまた横になる。

　多分。甘えるようなその声が、昔の彼女のようだったから。

　ドキドキとそわつく気持ちより、妹のそばにいてあげたい思いが勝って、体が勝手に動いたのだと思う。

「……これでいいか？」

「はい……いえ。できれば、もっと近くに……」

　言いながら、仁奈が身を寄せてくる。ぴとりと体が密着すると、体が熱くなって、ドキドキして。




　ドキドキ──するのだけれど。




「……なんか、懐なつかしいな」

「え……？」

「子供の頃ころもさ。こんな風にしてやったこと、あっただろ」

　その日は、仁奈の両親が一日仕事で出で掛かけなければならず、夜の間、仁奈は圭太の家に泊とまっていくことになった。一人じゃ眠れないと泣く彼女に付き添そって、圭太はこうして一いつ緒しよに寝てあげたっけ。

　だけど、返ってきた仁奈の声は、一緒に昔を懐かしむものじゃなく、どこか拗すねたような響ひびきがあった。

「また……子供の頃の話ですか。そうじゃなくて、もっと……コホンッ」

「早川？」

　不意に、仁奈が咳せきをした。慌あわてて起き上がって、その背中をさする。

「大丈夫か？」

「ええ……すみません。少し、噎むせてしまいました」

「無理するなよ。そうだ、薬は？　ちゃんと飲んでるのか？」

　子供の頃、仁奈は体が弱かった。体調を崩くずして学校を休むことも多くて、お見み舞まいに来たのも一度や二度じゃない。再会してからの仁奈はアクティブすぎるくらい活動的になっていたから、あまり気にしていなかったが……。

「お兄様、大袈裟です。もう、大丈夫ですから」

「いや、けど……」

「ええ。私だって、いつまでも子供の頃のままではありません」

　近い距きよ離り。寄より添うような距離で微笑ほほえまれて、少しだけ、ドキッとする。




　確かに、仁奈は変わった。その姿も、性格も。それは、今までにだって何度も感じてきたことだったけれど──。




「……本当か？　本当に、無理してないか？」

　気のせいか、仁奈が少し、体を硬かたくしたように見えた。

「無理なんて……お兄様には、そんな風に見えるのですか。私がいつまでも、甘えてばかりの……お兄様がいなければ何もできないような、だらしない妹のままだと」

「違ちがう！　そういうわけじゃないって。ただ……」




　ただ、どうしても思ってしまうだけだ。圭太は、昔の仁奈を知っているから。

　彼女の、『お兄ちゃん』だから……だったから。




　昔の仁奈は、もっとずっと子供っぽかったのだ。泣き虫で、何かというと圭太に甘えたがって、時にはわがままも口にして。それこそ、今の初葉なんて目じゃないくらい。




　だけど、学校での仁奈の振る舞まいは、あまりにも、昔の彼女とは違う。




　ずっとそばにいて、少しずつ変わっていく──成長していく仁奈の姿を見守っていられたのなら、もっと感じ方も違ったのかもしれない。




　けれど、圭太と仁奈は幼い頃に別れて以来、会うことがなかった。圭太の中の彼女は、今でもまだ昔の……『妹』だった仁奈のままで。再会した彼女の変化に、未だに追いつけずにいた。




　だから、お節せつ介かいかもとは思っても、どうしても心配してしまう。変わったように見えても、どこかに昔のままの彼女が残っているんじゃないか。それを隠かくして、一人で頑がん張ばっているんじゃないかと。

　いや。正確に言えば、心配していたいのだと思う。

　自分はまだ彼女の『お兄ちゃん』なんだと──『お兄ちゃん』でいられるんだと、そう思っていたくて。




「私はもう……泣いてばかりの、子供でいるのはやめようと決めたんです。そのために、今日までずっと頑張ってきました」

　圭太が口を開く前に、仁奈が話し始める。先ほどと同じ、どこか拗ねたような響き。子供扱あつかいされて、不満なのだろうか。

「だから、お兄様にも……今の私を、もっと、認めてもらえたらと思っています。お兄様は……『今の私』は、お嫌きらいですか？」

「そんなことないって。そうじゃなくて、俺は──」

「──お待たせしましたー！　生二つご注文のお客様ー!!」

　突とつ然ぜんだった。初葉がいきなり起き上がったと思ったらそんなことを言い出し、圭太と仁奈は揃って固まる。

「……………………トイレいこ」

　しばらくそのままの姿勢で固まった後、初葉はのたのたと部屋を出て行った。……寝ぼけたような足取りだったが、大だい丈じよう夫ぶだろうか？

「……えっと。話を戻すけど、仁奈、俺が言いたいのはだな……」

「もういいです……。そ、そうだ！　それより、せっかく二人きりなのですし、もっと違うお話をしませんか？　た、たとえばですね？　私達の、将来についてとか……具体的にいうと、け、けっこ──」

「──きゃーあああああ!?」

　突とつ如じよ、家中に響き渡わたった悲鳴に、圭太も仁奈も『ビクッ!?』と身を強こわばらせる。

「い、今の声……」

「初葉だ！　どうした、初葉!?」

　妹の身に何かあったのかと、圭太は一目散に駆かけ出す。

　声は二階から聞こえた。階段を駆け上がると、廊ろう下かにへたり込む初葉の姿が見えた。

「初葉!?　どうした、大丈夫か!?」

「あ、お、お兄ちゃん……」

　のろのろ、と、初葉がこちらを見上げる。その顔は、なんだか魂たましいが抜ぬけたよう。怖こわい目に遭あったというより、何か衝しよう撃げき的なものを見てしまって呆ほうけているという感じだった。

「なんだよ。何があったんだ、一体……」

「ええと、待ってね。アタシもよくわかってないっていうか……なんかアタシ、寝ぼけて変な部屋のドア開けちゃったみたいで、壁かべ一いつ杯ぱいにおっきいお兄ちゃんが──」

「だめですうううううう!!」

「うお!?　仁奈!?」

　がばーっと初葉に飛びかかっていったのは、いつの間にか追いかけてきていた仁奈だった。

「……見たんですか？」

　がし、と初葉の両りよう肩かたを摑んで、仁奈が初葉の顔を覗のぞき込む。端はたで見ている圭太ですらちょっとビビってしまうくらい、異様な圧力を持った目だった。

「答えてください、見たんですか？」

「み、見てないです。アタシなんにも知らないです」

　詰つめ寄る仁奈から目を逸そらし、初葉はふるふる、と首を振ふる。

　直後、仁奈の手が『ガッ！』とその顎あごを摑んで、強ごう引いんに自分のほうを向かせた。

「見たんですね」

「…………てへ」

　可愛らしく舌を出す初葉を見つめ、仁奈はゆっくりと立ち上がった。

「申し訳ありませんお兄様。片瀬さんと二人きりでじっくりお話ししたいことができましたので今夜はこれで失礼致いたしますおやすみなさい。さあ、行きますよ片瀬さん」

「はい……」

　まるで何かに操あやつられるかのように、初葉は仁奈に引っ張られて部屋の中へと消えていった。結局何が起きたのかわからず、取り残された圭太はしばし、呆ぼう然ぜんとその場に立ち尽つくすのだった。




　　　　◆◆◆




「うわぁ……何この部屋、すっご……」

　連行されてやってきた仁奈の部屋。ぐるりと周囲を見回し、初葉は率直な感想を述べる。

「え？　これ全部お兄ちゃん……だよね？　えー、なにこれ！　ポスターとか、本物のアイドルのグッズみたいじゃん！　すごい！　アタシもほしいー！　……あ！　これ、ぬいぐるみ!?　えー、噓うそー！　似てるー！　可愛いー!!」

「勝手に触さわらないでください！　あげませんよ！」

　抱だき上げようとした初葉から、仁奈が素早くぬいぐるみを取り上げる。

「そんなこと言わないで！　ちょっと、ちょっと抱っこするだけだから！　ねー！　お願いお願い、お願い!!」

「そんなに拝まれてもだめです」

　言いながら、仁奈は初葉の手が届かないよう、自分の背後にぬいぐるみを置いた。「ちぇー」と口を尖とがらせる初葉。

「でも、ホントすっごいね。これ、全部早川さんが自分で作ったの？」

「芸能人じゃないんですから、一個人のポスターやグッズが市し販はんされているわけないでしょう。全て、私が自分で用意したものです」

「えー！　すっごい！　やっぱ早川さん、なんでもできるんだねー！　マジ天才じゃん！」

『料理はだめだけど』というツッコミは心の中に留めつつ、本心から賛辞を贈る。特にこのぬいぐるみとか、売っていたら借金をしてでも買ってしまいそうなくらい可愛い。

　初葉だってお兄ちゃんのことは大好きだ。友達がアイドルのグッズを持ち歩いているのを見て、羨うらやましいなと思ったことは何度かある。

　だけど、自作して飾かざるという発想はさすがになかったし、そもそもできるとも思わなかった。妹としてなら負けるつもりはないけれど、これは素直にすごいと思う。というかどれか一個わけてほしい。

　キラキラと目を輝かがやかせていると、仁奈がぽつりと口を開く。

「……引かないんですか」

「え？」

「ですから！　学校では風紀委員なんてやっているくせに、こんな……男の子の写真を、壁に貼はったりして。全然優等生じゃないじゃん、とか、思わないんですか……？」

「そりゃ、早川さんにこんな一面あるとかびっくりしたけど。でも、そんなの今さらだし。ガッコでは早川さん、真ま面じ目めだけど、お兄ちゃんの前ではそうでもなかったりするじゃん？」

　それは、初葉自身にだって言えることだ。

　けれど、それでいいのだと思う。

　だって自分達は、圭太の妹なのだから。お兄ちゃんの前でしか見せられない姿、お兄ちゃんが相手だから見せられる顔が、あって当然だ。

「わー、これ、ちっちゃい頃ころの写真だよね!?　えー、可愛いー！　アタシが一いつ緒しよにいた頃より、ちょっと背が伸のびてるかな……？　あ、っていうかさ！　早川さん、幼おさな馴な染じみなんでしょ？　アルバムとか持ってない!?　せっかくだし、見せてほしいんだけど！」

「ちょっ……か、勝手に本ほん棚だなを覗かないでください！　アルバムなら、特別に見せてあげますから……ただし、この部屋のことはお兄様には絶対に秘密ですからね！　言ったら許しませんよ！　いいですね!?」

「わかってる、わかってる。……ねえ？　黙だまっててあげるから、代わりにそのぬいぐるみ──」

「だめです」




　その後は、仁奈が持ってきてくれたアルバムを広げて、二人で眺ながめた。

　初葉の知らない、幼い頃の圭太。今までだったら寂さびしさや嫉しつ妬とを覚えていただろうけれど、今は不思議と、気持ちは穏おだやかだった。

　むしろもっと、圭太のいろんな話を聞きたくて、自分から話をせがんで。逆に仁奈からも、自分と一緒にいた頃の圭太のことを聞かれたり。

　まるで普ふ通つうの女友達みたいなやりとりの最中。以前から思っていた言葉を、初葉はふと口に出す。

「……いいなぁ、早川さんは。だってずっと、お兄ちゃんと一緒だったんでしょ？　アタシは、お兄ちゃんが引っ越こしちゃって以来、会ってないから……」

　仁奈と圭太は幼馴染だというが、初葉は仁奈のことを知らない。きっと、圭太が初葉の元を離はなれてから出会ったのだろう。

　羨ましいな。今までにも何度も思ったことが、そのまま声に出そうになったとき。

「……それは、私だって同じですよ。私も、お兄様とは、幼い頃に別れたきりで……再会したのは、最近になってからです」

「え？　そうなの……？」

　驚おどろいて、けれどすぐに、初葉は気付いた。

　見せてもらったアルバム。圭太の写真は、本当に小さい頃のものしかない。ずっと一緒にいたなら、もっと最近の写真だって残っていてもいいはずなのに。

　……もしかして、と、初葉は思う。自作の圭太グッズで溢あふれた部屋。抱き潰つぶしてくたくたになったぬいぐるみ。ひょっとしてそれは、圭太と……『お兄ちゃん』と離ればなれになって寂しかったから、せめて代わりのものをと思って──。

「早川さん……あのさ」

「……もう寝ねましょう。明日だって、学校があるんですから。風紀委員として、遅ち刻こくは絶対に見過ごせません。ほら、早く客間に戻もどってください」

　ぱたり、とアルバムを閉じて、仁奈は立ち上がった。初葉も、口にしかけた言葉を飲み込む。

　これ以上の話ができるほど、自分達はまだ、仲良くなんてないのだから──。




「……って、なんで早川さんまで下に降りてきてるの？　もう寝るんでしょ？」

「そう言うあなたこそ、どこに行こうとしているんです？　あなたに貸した客間は向こうですが」

「………………」

「………………」




　草木も眠ねむる丑うし三みつ時。真っ暗な廊下のど真ん中で、妹達は無言で睨にらみ合うのだった。




　　　　◆◆◆




「なるほど……妹様同士の関係がうまくいっていないか。確かにそれは問題だな」




　ある日の放課後。圭太は久しぶりに、店のほうに顔を出していた。




　今日の勉強会は、仁奈が風紀委員の活動があるためお休み。初葉も初葉で、今日は父親が退院する日で、病院まで迎むかえにいくという。




　なので、体の空いた圭太は店を訪れ、初葉と仁奈の件について、上司である玲れいに相談していたのだった。




「というか、そこでこそ、新システムであるシスターズ登録が生きるところじゃないか？　シスター同盟を組んで、互たがいにサポートし合うんだ。そのうちに友情……じゃなくて妹情がだな」

「そんな簡単にいってたら、わざわざ相談に来てませんって……」

「それはほら、シスターズポイントの特典でうまいこと釣つってだな。積極的にサポートし合うよう仕向けてほら」

「釣るって」

　竿さおを振るようなジェスチャーをされ、思わず真顔になる。本当に相談に乗ってくれる気があるんだろうか、この人は。

「というか、そういうのってリアルの友達とか、仲いい相手とするものでしょ基本。仲いいから姉妹になりたいと思うんじゃないですか。喧けん嘩かしてる二人を無理矢理姉妹にしたってどうもならない気が……」

「……そうでもないんじゃないですか？　だって、兄妹きようだいって元々、相手を選んでなるものじゃありませんし。主任さんの言うとおり、『姉妹』になってみたからこそ、互いへの気持ちが変わることだって、あると思いますよ？」

　そう言ったのは、お菓か子しを持ってきてくれた瑞みず希きだった。圭太同様、今は彼女もバイトは休みのはずだが、「家よりここのほうが捗はかどるので」と、ここで勉強をさせてもらっているらしい。

　圭太はさっと立ち上がって、彼女が転ぶ前に、その手からお盆ぼんを受け取る。瑞希は遠えん慮りよしたが、その拍ひよう子しにお盆が傾かたむいて中身がこぼれそうになったので、圭太が半ば無理矢理奪うばい取った。

「そういえば、瑞希ちゃんには弟と妹がいるんだっけ。仲はいいの？」

「どうでしょうか」

　てっきり『はい』と答えてくれると思ったら、瑞希はそんなことを言って笑った。

「え？　意外だな……瑞希ちゃん、妹のためにバイト始めたって言ってたから、てっきり仲いいのかと」

「いえ、もちろん、ギスギスしてるとか、そんなことはないですよ？　ただ、うちの弟や妹達だって、しょっちゅう喧嘩しますから。私も、ドジしちゃって、怒おこらせちゃうこと、たくさんありますし」

『気をつけてはいるんですけど……』と、瑞希は少ししょんぼりした顔をする。圭太はなんとも言えず、『瑞希ちゃんは頑がん張ばってると思うよ』と、曖あい昧まいに濁にごした。

「兄妹って、いつも一緒にいるから、腹が立つことや嫌いやな気分になることも多いんだと思います。その分、仲直りするのも早いですけどね。何度喧嘩をしても、変わらずに一緒にいられるのが、兄妹のいいところだと思いますから」

「……瑞希ちゃんのうちは、本当に、兄妹仲がいいんだね」

「ありがとうございます」

　瑞希ははにかむように笑った。彼女は、弟や妹のことが大好きなんだなと、言葉にされなくてもわかる笑顔だ。

（でも……そっか）

　相手のことをよく知っているからこそ、嫌な部分が見えるし、腹も立つ。




　考えてみれば、初葉も仁奈も、学校ではむしろ人付き合いがいいほうなのだ。初葉は言わずもがな、仁奈だって、怖こわがられてばかりなのかと思いきや、優等生としてクラスのみんなに頼たよられ、慕したわれている。

　そんな二人が、お互いとだけはうまくいかない。平気で煽あおるようなことを言ったり、突つっかかっていったりする。

　それは、見方を変えれば、素すを見せているということ。二人にとって、互いがそれだけ『特別』だという証しよう拠こ……と言い切るのは、ちょっと希望的観測がすぎるが。




　でも、全く望み薄うすというわけでは、きっとない。




　だっていま、瑞希も言ったばかりだ。




　何度喧嘩をしたって。うまくいかないときがあったって。それでも変わることのない関係が、『兄妹』ってものなのだから。




「瑞希ちゃんは本当にいいお姉ちゃんだなぁ。俺も見習わないと」

「そんなことないですよ。……ただ、うちは、母しかいないので。せめて私がしっかりしていないと」

「……え？」

　予想していなかった言葉に、目を丸くする。同時に、瑞希が「あっ」と口を押さえた。

「ご、ごめんなさい。変なこと言っちゃって」

「変なことなんかじゃないよ。ただ、驚いてさ……うちも同じだから」

「え？」

「俺の家もさ、親父と俺と二人だけなんだ。瑞希ちゃんと違って弟や妹がいるわけじゃないから、俺は気楽なもんだけど」

　両親が離婚したのは、もう何年も前、圭太が子供の頃の話だ。

　特に触れ回るようなことでもないから、今まで誰かに話したことはない。初葉はもちろん、幼馴染の仁奈だって、このことは知らないはずだ。まさか、こんな形で瑞希に明かすことになるなんて、思ってもみなかった。

「そうなんですか……」

　圭太の話を聞いて、瑞希はちょっとホッとした顔をした。彼女も、こんな話を人とするのは初めてなのかもしれない。

「あ。兄さん、カップが空になっちゃいましたね。いま、おかわりを持ってきます」

「え!?　い、いいよ！　瑞希ちゃんは座ってて！」

「大だい丈じよう夫ぶです、兄さん！　私も少しずつですが、『お兄ちゃん』として成長してるんですから。ここは任せてください！」

　圭太の制止もむなしく、瑞希はカップを手に席を立ち、とことことバックヤードへ。

　瞬しゆん間かん、圭太は噴ふき出した。

　こちらに背を向ける瑞希のスカート。その裾すそがエプロンの紐に引っかかって、思いっきりめくれ上がっていた。向かい合っていたときは気付かなかったが、後ろから見ると普通にパンツが丸見えになっている。

「み、瑞希ちゃん、後ろ！　後ろー!!」

「え……？　う、後ろ？　後ろがどうかしたんですか？」

　慌あわてて目を逸そらしながら、必死に指し摘てき。しかし瑞希は気付かないようで、首を傾かしげている気配が伝わってくる。ようやく気付いてくれたかと思ったら今度は慌てすぎて尻しり餅もち。何故かさらに絡まる紐。

「あわわ……!?　ごめんなさい、カップを落としてしまいました……！　えっと、掃そう除じっ……そうだ、ホウキを──ひゃうっ!?」

「いいから!!　そんなのいいから!!　瑞希ちゃんは早くスカートを直して!!　俺が目を開けられないから早く!!」










　結局、瑞希のスカートは、見かねた野の中なか主任がさっさと直してくださった。

「すまない。話の途と中ちゆうだが、私はそろそろ行くよ。この後、娘むすめの保護者面談があるんだ」

「ああ、はい。お疲つかれ様さまで──は？」

「どうした。お兄ちゃんが豆まめ鉄でつ砲ぽう食らったような顔をして」

「いやそのたとえは意味わかんないですけど。そうじゃなくて……え？　主任、娘さん、いるんですか……？」

「……なんだ？」

「あ、いえ……意外とおばさんなんだなと思って」

[image: ]

　何気なく口にしてしまってから、『やべえ!?』と慌てる。よく考えなくても普ふ通つうに失礼なことを言ってしまった。しかもよりによってバイト先の上司に。

「す、すみません！　つい口が滑すべって!!」

「それはフォローになってないぞ、真ま島じまくん。私は構わないが、他の女性に言うのは間ま違ちがいなく失礼だから今後気をつけるように」

「……怒らないんですか？」

「私がおばさんなのは事実だからな。本当のことを指摘されたからといって、腹を立てたりはしないさ。本当のことだからな」

「やっぱり怒ってるんじゃないですか……」

「怒っていない」

「じゃあこっち向いてくださいよ。なんで壁かべに話しかけてるんですか」

「個人的な事情だ」

　とか言う間も、玲はそっぽを向くように壁を見み据すえ続けている。やはり女性相手に年ねん齢れいの話はタブーだったようだ。

「とにかくだ。妹様同士のトラブルはこちらとしても見過ごせない。もちろん、お互い相あい性しようというのはあるんだろうが、それを緩かん和わするのもお兄ちゃんの腕うでの見せ所だ。頼たのむぞ、第一お兄ちゃん」

「そりゃもちろん、俺もできるだけ頑張るつもりです。けど……」




　……いや、けどではない。難しくても、わからなくても、やり方を見つけなければいけないのだ。圭太はお兄ちゃんなのだから。




「……あと、勉強もしっかりするようにな。わざわざバイトを休みにまでしたんだ。成績が下がるなんてことは許さないからそのつもりでいるように。もし補習なんてことになったら、報ほう酬しゆうのＳＳＲをＳＲに減給する」

「ええー!?」




　　　　◆◆◆




　そうして、すったもんだしながらも勉強会の日々は過ぎ去り。なんだかんだ仁奈が丁てい寧ねいに教えてくれた甲か斐いもあって、試験本番は今までになくうまくいった。

　そしてその試験も、先ほど最後の教科が終わったところ。

　帰り支じ度たくを終えて、圭太が昇しよう降こう口に向かっていると、後ろから初葉が話しかけてきた。

「お兄ちゃんっ」

「うわっ……!?　ちょ、おい。人前でそれ呼ぶなって」

「へーきだよ。誰だれもいないし」

　さすがに抱だき付いてきたりはしないものの、早くも妹モードで、初葉が笑う。

「お兄ちゃん、バイト再開って今日から？」

「いや。明日からだけど」

「じゃ、じゃあさ……今日、久しぶりに、うち来ない？」

　てれれ、と頰ほおを赤くして、初葉が言う。人に聞かれたら誤解待ったなしの言い方だった。




　──というか、実際に聞かれて誤解を受けていた。




「……家に行くってどういうこと？」

「うわっ!?　せ、先生!?」

　にゅ、と脇わきから覗のぞき込まれて、圭太と初葉は『ビクッ』と一歩後退。

　重ための前まえ髪がみの隙すき間まから覇は気きのない目を覗かせて、担任の深み山やま志し穂ほがじっとりと二人を見据えていた。

「い、いえ、違うんです！　変な意味ではなくて!!」

「……じゃあどういう意味？」

「それは……えっと、バイトで。初葉の家に届けなきゃいけないものがあるというか……」

「バイト……ああ、そういえば片瀬さんの家、お店やってるんだっけ」

　圭太と初葉がぶんぶんと頷うなずくと、彼女は「まあ、いいけど」と投げやりに言う。納得……してくれたわけではないようだが、とりあえず、これ以上の追つい及きゆうは免まぬかれたようだ。

「前にも言ったけど、ホント、ナニやってもいいけどガッコには面めん倒どうかけないでね。っていうか、私に面倒かけないで。ホントに」

「わ、わかってます……」

「大丈夫です……！」

「ほ～んと、お願いだからね。ただでさえ教師って薄はつ給きゆうのくせにめちゃくちゃ仕事多いんだから。私は風紀委員の活動も見なきゃなんないし……あ～、ホントなんで教師になんかなっちゃったんだろ、私……辞めたい……」

　受け持ちのクラスの生徒を前にして、深山先生は堂々と愚ぐ痴ちり始めた。『じゃあ俺達はこれで』とも言えず、圭太達はひたすら微び妙みような顔でその場に立ち尽つくす。

「ええと……そ、そういえば、先生って風紀委員会の顧こ問もんでしたよね！」

「そうだけど、それが？」

「いえ、あの、ほら！　風紀委員の早川とは知り合いなので、いろいろ聞いてるというか！　いつも活動大変ですね！　お疲れ様です！」

「ああ、早川さん……」

　仁奈の名前を聞くと、深山先生はげんなりした顔をした。

「早川さんねぇ……苦手なんだよねぇあの子。すっごいしっかりしてるじゃない。私こんなだから、しょっちゅう怒おこられるんだよねぇ……」

「ええと、お疲れ様です……」

「まあ、面倒なことも嫌いやな顔しないで引き受けてくれるから助かってはいるんだけど。あの子こ猫ねこの件も、早川さんが言ってくんなきゃ私が面倒見ることになってたし──」

「……え？」

　何気なく呟つぶやかれた『子猫』という単語に、圭太は目を丸くする。

「あの、先生。子猫って？」

「ああ……実は今日、校庭に猫が迷い込んでるのを風紀の子が見つけて。飼かい猫みたいだから、とりあえず交番につれていくことになったんだけど、私はいま試験の後で忙いそがしいし。そうしたら、早川さんが『任せてください』って言うから、委員の子達で行ってもらって」

「……早川が？」

　意識せず、切せつ羽ぱ詰つまったような声が出た。初葉と先生が、驚おどろいて目を丸くする。

「お──真島？　どしたの、急に」

「あの！　その交番って、どのあたりですか!?」

　初葉に返事もできず、圭太は声を張り上げる。




（早川が、自分からって……）




　真っ先に浮うかんだのは、そんなはずない、という思い。

　だって、仁奈は──。




　　　　◆◆◆




「わけは後で話すから」と初葉に告げ、圭太は一人、大急ぎで校舎を出た。向かう先は校門。とにかく、仁奈達が校舎を出る前に、追いつかなくてはならない。




　杞き憂ゆうかもしれない。圭太がただ過か剰じように心配しているだけで、仁奈にとって──『今の仁奈』にとっては、なんでもないことなのかもしれない。




　だけど、どうしても放っておけなくて、駆かける足が自然と速くなる。




　目め一いつ杯ぱい急いだおかげか、しばらくして、校門前に集まる生徒達の姿が見えてきた。全員、風紀委員の腕わん章しようをつけている。その中には、仁奈もいた。

「──早川！」

「え!?　ま、真島くん……!?」

　駆け寄ってくる圭太を見て、仁奈は目を丸くした。その手には、一ひと抱かかえほどの大きさの段ボール箱。

　箱はさっきから、ひとりでにガサガサと揺ゆれている。中に何が入っているかはすぐにわかった。

「真島くん……どうかしたんですか？　もし急ぎの用でないなら、後にしてください。今から風紀委員の活動で、交番に届け物をしなければならないので──」

「いいから。それよりほら。その段ボールは俺が持つから、貸せって」

「え？　あ、ちょっと……！」

　驚く仁奈の手から、箱を受け取ろうとする。

　だが、仁奈はさっとそれを避よけた。

「ちょっ……!?　だ、だめです！　それは風紀委員として、私が任されたことですから！　真島くんに迷めい惑わくを掛かけるわけにはいきません！」

「けど──」

　圭太が口を開きかけた矢先、仁奈の手の中の箱がガサゴソ、と揺れて、「にゃぁん」と可愛らしい子猫が数匹顔を出す。

「っ……」

　ぴく、と、仁奈の肩かたが強こわばったのを、圭太は見み逃のがさなかった。

　だが、周囲にいた風紀委員は気付いていない。みんな「にゃあにゃあ」と鳴く子猫に夢中で、仁奈のほうを見ている生徒は一人もいなかった。

「……早川、大だい丈じよう夫ぶか？」

「……大丈夫です」

　言うが早いか、仁奈はすたすたと歩き出してしまう。まるで圭太を避さけるみたいに。風紀委員の面々が驚いたように後に続いた。

　……少し考えた後。その後を、圭太もまた、追いかけるように歩いて行く。

「ちょっ……!?　ど、どうしてついてくるんですか！　これは風紀委員の仕事です！　真島くんは関係ありませんから！」

「ついていってるわけじゃない。俺もたまたまそっちに用事があるんだ」

「どんな用事ですか!?」

「それこそ、早川には関係ないだろ」

　仁奈が、ぐっと唇くちびるを引き結ぶのが見える。

　彼女はそれからもチラチラとこちらを振ふり返っていたが、やがて諦あきらめたのか、再び前を向いて歩き出した。ついでに、圭太を振り払はらおうとするように速度を上げる。

　けれどそれも、圭太を引き離はなせるほどじゃなかった。

　他の風紀委員達が困こん惑わくの表情を浮かべる中、圭太と仁奈はお互たがい無言で、早足の鬼おにごっこを続けたのだった。







　──無事に子猫を交番に届け、帰路につく仁奈達のあとを、圭太もまたついていく。

「……真島くんは、いつまでついてくるつもりなんですか」

「だから、ついていってるわけじゃない。たまたまこっちに用事があるだけだ」

「……もういいです。わかりました」

　はあ、とため息をついて、それきり、仁奈は何も言わなくなる。

（……お節せつ介かいだったのかもな、やっぱり）

　実際、猫は無事に引き渡わたしたし、仁奈だってもう、何事もなさそうだ。

　学校についたら、さすがにこんなスト─カーじみた真似はやめて、自分も帰ろう。その前に、初葉にも連れん絡らくを入れないといけない。




　──そう、思った矢先だった。




「……っ」

　不意に、仁奈がその場に座り込んだ。胸を押さえ、ゲホ、ゴホ、と咳せき込む。

「え……？　早川さん？　大丈夫!?」

　隣となりにいた風紀委員が、慌あわてた様子で声をかける。しかし、仁奈は苦しげな呼吸を繰くり返すばかりで返事をしない……いや、しゃべる余よ裕ゆうもないのだ、きっと。

　居合わせた委員の生徒達は、みんな慌てている様子だ。どうして仁奈が急に苦しみだしたのか、きっと理由がわからなくて。




　けれど、圭太は違ちがう。子供の頃ころにも、同じ症しよう状じようを見たことがあった。それも、何度も。




　子供の頃の仁奈は、ひどい喘ぜん息そく持ちだった。激しい運動ができないのはもちろんのこと、猫や犬といった動物にも迂う闊かつには近付けない。舞まい上がった毛が気管に入り込むと、発作の原因になるためだ。




　だから、『猫』と聞いたとき、どうしても心配で見に来てしまった。

　仁奈は「大丈夫」と言っていたから、てっきり、成長して良くなったのかもしれないと、そう思っていたのに。




「早川さん！　どうしよ……！　だ、誰だれか、先生呼んで──」

「どいてくれ！」

　人ひと垣がきを強ごう引いんにかき分けて、圭太は仁奈の隣にかがみ込んだ。

（くそ！　やっぱり無理してたんじゃねえか……！）

　言わなかった仁奈と、気付かなかった自分、両方に苛いら立だちながら、しかしすぐに、そんなことをしている場合ではないと思い直す。

「悪い、カバン開けるぞ！」

　仁奈の返事を待たず、彼女のカバンに手を掛ける。

　中を覗のぞくと、教科書やノートに紛まぎれて、古びた巾きん着ちやく袋ぶくろが入っているのが見えた。仁奈が子供の頃にも、吸入器を入れて持ち歩いていたもの。『この中にお薬が入っているからね』と、仁奈と一いつ緒しよに、彼女の母親から直接教えてもらった。その使い方も、まだ覚えている。

「ほら、早川！」

「……っ」

　震ふるえる肩を抱だきかかえるようにして、うずくまる彼女の口元に吸入器を押し当てる。

　しばらくの間、そのままの姿勢で、圭太は仁奈の背中を擦さすっていた。幼い頃にもそうしてあげていたように。

　やがて薬が効いてきたのか、荒あらく不規則だった呼吸も少しずつ落ち着いてきた。

「……大丈夫か？」

「……、うん……。ありがとう、お兄──」

　何かを言いかけて、ハッと、仁奈が目を見開いた。

　そこでようやく、肩を抱かれていることに気付いたのか、急に顔を赤くしたかと思うと、慌てたように立ち上がろうとする。

「おい！　そんなに急に立つなよ！　まだ休んでないと……！」

「だ、大丈夫です……！　もう、落ち着きましたから……！」

「大丈夫、大丈夫って、さっきもそう言ってたけど、大丈夫じゃなかったじゃないか！　なんでそんなに無理するんだよ！　……とにかく、早く学校まで戻もどろう。保健室行けば先生もいるだろうし、休んだほうがいい」

　圭太は道に落ちていた仁奈の荷物を拾い上げると、彼女の前に屈かがみ込んだ。

「……真島くん？」

「発作起こしたばっかりなのに、歩かせるわけにいかないだろ。背負ってってやるから」

「い、いいです……！　そんな、おんぶなんて、風紀委員として、そのような子供みたいなことをするわけには──ひゃああ!?」

　問答無用で、圭太は強がる仁奈を背負い上げた。周りにいた他の生徒達が驚いているのがわかったけれど、気にしないで歩き出す。慌てたように、仁奈がしがみついてくる。

「ま、真島くん!?　何をするんですかっ!?　き、急に、危ないじゃないですか！」

「あんまり喚わめくなよ。また発作起きたらどうするんだ」

「だ、だって！　真島くんがこんな、不健全なことをするから!!」

「別におんぶくらい、大したことじゃないだろ」

「大したことですよ十分!?　だってこんな、背中が広くて、あったかくて、真島くんの匂においがして……！　こ、こんなことされたら、私……！」

　あわあわと、慌てに慌てる気配が、背中から伝わってくる。

　なんだかちょっとおかしくなった。だって、『妹』でいるときの仁奈は、もっと大だい胆たんなことだって平気でしてくるのに。

「ま、真島くんは、ずるいです……いやらしい人です！　わ、私がこんなに……一いつ生しよう懸けん命めい我が慢まんしているのにっ……」

「だったら、我慢なんてしなきゃいいじゃないか」

　ピタ、と、暴れていた仁奈の動きが止まった。ような気がした。




　もしも、普ふ段だんの学校での仁奈が、無理をして、頑がん張ばっている結果の姿だというなら。本当は初葉みたいに、誰かに──『お兄ちゃん』に、甘えたいのだとしたら。




「……学校では、バイトの話は関係ないって、早川は言うけどさ。別に場所がどこだって、それこそ、バイト中じゃなくたって、早川が──仁奈が望むなら、俺は、いつだってお前の『お兄ちゃん』でいるつもりだぞ。だって──」




　昔は、ずっとそうだったのだから。




　……仁奈は、圭太の言葉に答えない。圭太も無理に促うながそうとはせず、大人しくなった仁奈を背負って歩いて行く。

　やがて、小さな声で。

「……お兄……は……ずるい、です……」

「……仁奈？」

　すう、と、耳に寝ね息いきが届く。肩かた口ぐちに頰ほおを押し付けられる気配。どうやら、おんぶされているうちに薬が効いて寝入ってしまったらしい。

　普段あんなにしっかりしているくせに、子供みたいだな、と思った。

　それとも、人にはそうと悟さとらせないだけで、本当は随ずい分ぶん無理をしていたんだろうか。今日みたいな我慢を、人知れず、ずっと続けていたんだろうか。

　だとしたら──。

「……頑張ってる仁奈は、すげー偉えらいと思うけどさ。もうちょっとは、俺のことも頼たよってくれよ」

　すう、すう、と、どこか懐なつかしい寝息を聞きながら、圭太は黙もく々もくと、学校への道を歩き続けた。




　　　　◆◆◆




　結局、保健室につくまで、仁奈はずっと眠ねむったままだった。




『仲がいいのね』なんて養護の先生にからかわれたりしつつ、事情を話して容態を見てもらう。

　先生曰いわく、『今は落ち着いたようだけれど、念のため後で病院に行くように』とのこと。

　家に帰るという仁奈を、圭太は送っていくことにした。初葉には悪いが、『急用ができて行くのが遅おくれる』と連絡を入れておく。

　だって、あんなところを見た後だ。たとえお節介と言われても放っておけない。

　仁奈は当然のように「大だい丈じよう夫ぶですから！」と言ったが、断られても無理矢理ついていく気満々の圭太を見て、最終的には了りよう承しようしてくれた。

「……真島くんは、心配性しようがすぎます」

「そりゃ、俺はお前の『お兄様』だからな。妹の心配するのは当然だろ」

　だから、自分の前でくらいは無理をしないでほしい。

　そんな思いで言ってみた言葉だったけれど、仁奈から返ってきたのは、いつも通りの「学校では別です」という台詞せりふだけだった。

　それっきり黙だまり込んでしまった仁奈に付き添そって……というか、くっつくようにして、圭太は仁奈の家へ向かう。

　だが。家の玄げん関かんが見える位置まで来たところで、二人は立ち止まった。

　何な故ぜって、門の前に自転車を停めて、初葉が二人を待っていたからだ。

「あ、帰ってきた。早川さん、保健室行ってたんだって？　大丈夫？　どっか具合悪いの？」

「い、いや、なんで初葉がそんなこと知って……っていうか、なんでいるんだよ」

「クラスのグループラインで、お兄ちゃんが早川さんをおんぶして保健室連れてってた、って話が写真つきで回ってきて。で、その後にお兄ちゃんから連絡来たから、家まで送ってくのかなーって」

「肖しよう像ぞう権の侵しん害がい！！！」

　ネットリテラシーの低下を肌はだ身みで思い知り、圭太は思わず叫さけぶ。

「だからって、お前まで来ることなかったのに。……その、大丈夫なのか？」

　実家の手伝いは、と暗に尋たずねると、初葉は思いのほかあっさり頷うなずく。

「だって、心配だったんだもん」

「……心配だったのは、私ではなく別のことでは？」

「うっ……そ、それもあるけど！　でも、早川さんだって友達みたいなもんだし。保健室行ったとか聞いたら心配するでしょ、フツー」

「……そんなに心配しなくても大丈夫ですよ。もう落ち着きましたから、体調には何も問題ありません」

　ふい、と初葉から目を逸そらし、仁奈が言う。

　が、すぐに『ハッ！』と何かに気付いたような顔をしたかと思うと、ぎゅむ、と圭太の腕うでにしがみついてきた。

「ええ、何も問題はありません。お兄様がそれはもう情熱的に熱ねつ烈れつに看病してくれましたので！　ね、お兄様？」

「急に来るな!?」

　さっきまで『学校では兄きょう妹だい契けい約やくは無効です（キリッ）』とか言っていたのに。

「というわけで片瀬さんはどうぞお帰りください。看病はお兄様一人で十分ですので」

「えー、そんな遠えん慮りよしなくていいよ～、早川さん。私も早川さんのこと心配だもん～」

　表面上はにこやかに、しかし、笑顔の奥から隠かくしようのない威い圧あつ感を振ふりまいて、妹達がにっこりと微笑ほほえみ合う。

　相変わらずの二人に挟はさまれるようにして、圭太は家の中へ。

「あれ？　家の人、誰だれもいないのか？　……ってか、早川。発作のこと、ちゃんと連れん絡らくしたか？」

「必要ありません。そこまでひどいものではありませんでしたし、現にもう治まっていますから──」

「だめだって。『何かあったらちゃんと言う』って、俺もお前のお母さんと約束してるんだから」

「そ、それは、子供の頃ころの話でしょう？　母だってきっと覚えていません」

「でも俺は覚えてる。だからちゃんと電話しろ。お前が言わないんだったら俺から連絡入れるぞ」

「……母の連絡先、知ってるんですか？」

「いや、知らないけど……けど、とにかく約束したんだよ！」

　一向に引き下がらない圭太を見て、仁奈は諦あきらめたようにため息。

「……わかりました。では、メールだけしておきます」

「うん、それがいい」

　携けい帯たいを取り出す仁奈に頷いたところで……ふと気付く。

　初葉が。それはもう『ぶっす～』とした顔で、二人のやり取りを眺ながめていた。

「……やっぱり様子見に来て良かった」

「は、初葉……？」

「違ちがうよ、お兄ちゃん？　『お家の人がいないなんて大変だろうから、様子見に来て良かった～』って言っただけだよ？」

　先ほどの表情から一転、ニコッと笑って、初葉が言う。

「ほらほら、早川さん。とにかく着き替がえて、ベッドで休んだほうがいいよ。体調悪いんでしょ？」

「そうだな。仁奈、部屋まで歩けるか？　無理そうなら俺が連れて行くけど」

「部屋!?　へ、部屋になんてそんな、お兄様大胆しゅぎましゅ……！　で、ですが、お兄様がそう仰おつしやるなら、妹として異存は──ハッ!?　い、いえ！　やはりいけません！　いくら兄妹でも、プライバシーは尊重されるべきですから！　部屋に入るのはちょっと!!」

「どうした……？」

　赤くなったと思ったら急に青ざめたり、挙動不ふ審しんな幼おさな馴な染じみを呆ぼう然ぜんと見つめる。

「と、とにかく、大丈夫です！　私はこの通り元気ですから！　休まなくても問題な──ゴホっ!?　ケホ、ゲホッ……!?」

「は、早川さん!?　大丈夫!?」

「ああ、ほら！　そんなに大声出すから！　初葉、ちょっと部屋まで連れてってやってくれ」

　仁奈は圭太を部屋に入れたくないようだったが、同じ女子の初葉ならまだ平気だろう。圭太が頼たのむと、初葉は「わかった！」と頷く。

「早川さん、大丈夫？　もうちょっと我慢してね。すぐ連れてくから。アタシだったら、『もう』いいでしょ？」

　そんなこと言ってパチリとウィンクする初葉を、仁奈は不満げな顔で見やる。




　圭太にはそのやり取りの意味はわからなかったが、大人しく初葉の肩を借りる仁奈は、それほど嫌いやそうには見えなかったから。何か、自分の知らないところで、打ち解けるきっかけでもあったのかなと、そんな風に思ったりした。




　　　　◆◆◆




「お兄ちゃん。早川さん、着替え終わったよー……何してるの？」

「ちょっとな」

　キッチンに立つ圭太を見て、降りてきた初葉が首を捻ひねる。

　ちょうどこっちの作業も終わったところだったので、圭太は一度手を止め、初葉を振り返った。

「どうだった、仁奈の様子」

「大丈夫そうだったよ。咳せきも、着替えて横になったら落ち着いたみたいだし。……部屋片付けるのだけちょっと大変だったけど」

「片付け？」

「あー、なんでもないこっちの話。……それより、それ、早川さんに？」

「ん？　ああ」

　さっきまで作っていたものを指差されて、頷く。

「じゃあ、早く持ってってあげたほうがいいかもよ。さっき早川さん、ちょっと眠そうだったし」

「ああ、多分薬のせいかもな。ものによっては眠くなったりするらしいから」

「……ホントに、よく知ってるんだね」

「幼馴染だからな」

　一いつ緒しよに過ごした時間は短かったかもしれないが、それでも確かに、積み重ねたものはあるのだ。

　たとえ今は、少しだけ距きよ離りが空いているとしても。それで、過去の思い出まで、消えてなくなるわけじゃない。

　そう思っていることが、仁奈にも伝わったらいいのだけれど。

「……そっか」

　圭太の顔を何やらじっと見て。初葉はやがて、くるりと踵きびすを返す。

「じゃあアタシ、そろそろ戻もどるね。お邪じや魔ましちゃ悪いし。お兄ちゃんはゆっくり来てよ。うちのことは気にしなくていいから」

「別に、邪魔なんてことないぞ。仁奈にしたって、女子がいたほうがいいこともあるだろうし……」

「いーの！　こないだ、家泊とめてもらったりしたし……敵にシオを送るのは不本意だけど、気を遣つかってもらいっぱなしじゃ不平等だもん」

「お前にとっての仁奈は敵なのか……」

「そーだよ。だって妹同士だもん。お兄ちゃんを巡めぐるライバルなんだから」

　ぺろ、と、舌を出して、初葉が片目を瞑つぶる。

「けど……それは、早川さんも、お兄ちゃんのことが大好きってことだからね」

「え？」

「だからお兄ちゃん……早川さんと二人になったら、ちゃんと話さないとだめだよ。アタシ帰っちゃうからね。フォローしてあげられないから、一人でもちゃんと言いたいこと言わなきゃだめだよ」

「お、おう……」

「あんまり、妹に心配掛かけないでよ？　お兄ちゃん」

　そのまま玄関に向かう初葉を、圭太は外まで見送りに出た。

『じゃあね』と軽く手を振ったと思うと、自転車に乗った背中はあっという間に遠ざかっていく。

（……よし）

　家に戻り、圭太は一人深呼吸。

　ああまで言われたからには、お兄ちゃんとして、これ以上、妹の前で頼たよりないところは見せられない。




　初葉だけじゃない。

　もう一人の、大事な妹にも。




　　　　◆◆◆




「……仁奈？　入ってもいいか？　飲み物、持ってきたんだ」

「真島くん……？　はい、どうぞ」

　二人分の飲み物を手に仁奈の部屋へ行くと、彼女はまだ起きていてくれた。

　初めて入る彼女の私室は……なんというかイメージと違った。棚たなやらタンスの上やらあちこちに布が掛けられ、なんだか倉庫のようである。

　そういえば、『片付けが大変だった』とかなんとか、初葉が言っていた気がする。女の子だし、男の圭太には見られたくないものとか、色々あるのかもしれない。

「具合、どうだ？　苦しくないか？」

「はい……ありがとうございます、真島くん」

　返事をする仁奈は、起きてはいるものの、どこかぼんやりしている。薬が効いてきて、うつらうつらしているのだろう。

　でもこのほうが、むしろ都合がいいかもしれない。彼女が普ふ段だん、圭太に隠している本ほん音ねを、聞かせてもらうには。

　ベッドの脇わきに腰こしを下ろし、圭太は仁奈に笑いかける。

「……仁奈。布団から出てこいよ。いいもの持ってきたんだ」

「いいもの……？」

「そう。仁奈の大好きなもの」

　もそもそ、と顔を出す仁奈の前に、そっと、湯気を立てるカップを差し出す。

　注がれているのは、さっきキッチンで作ってきたココアだ。子供だった仁奈にねだられて、いつしか、遊びに行くたびに作るようになっていたもの。

「ほら。仁奈、ココア好きだろ？」

「あ……」

　目をまん丸に見開いて、仁奈が体を起こした。

　けれどすぐに、彼女は伸のばしかけた手を引っ込める。

「い、いえ……！　それは、あくまで子供の頃ころの話で、今はもう違いますから！　そういう、子供っぽいものはもう、卒業すると決めたんです！」

「なんでだよ。いいじゃないか、ココアが好きだって」

「よくありません！　だめなものは、だめなんです……！」

「……じゃあ、今だけでいい。ここは学校じゃないし、見てるのだって俺だけなんだ。こんなときくらい、風紀委員だとか、優等生だとか、忘れたっていいだろ？」

　半ば押しつけるようにして、その手にマグカップを握にぎらせる。

　おずおずとカップを受け取り、しばらく見つめて。仁奈は躊躇ためらいながらも、そっと口をつける。

「あ……」

「うまいか？」

「うん……おいしい。それに、懐なつかしい味がする……」

　じっとココアを見つめながら、仁奈が顔を綻ほころばせる。

　ふんにゃりと目元の緩ゆるんだ顔は、いつも厳きびしい表情の彼女とは打って変わって、子供のようで。
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「……ありがとう、『お兄ちゃん』」

「っ」

　どきり、とした。




　だって、子供の頃は、ずっとそう呼ばれていたから。




　だけど、仁奈はそれほど気にしていないようで、ふーふーとココアに息を吹ふきかけている。もしかしたら無意識だったのかもしれない。

「……なあ、仁奈」

　気が付いたら、言葉がこぼれ落ちていた。今までずっと気になって、けれど言えずにいたこと。

「なんで仁奈は、俺のこと、『お兄様』って呼ぶんだ？」




　それは、このところずっと気に掛かっていたことだ。




　初めて仁奈にレンタルされたときは、玲から勧すすめられた『おすすめコース』がそういう内容だったから。だから仁奈も、その通りに従っているのだと思った。彼女が自分から、圭太のことを『お兄様』と──兄と呼びたがっているとも思えなかったし。




　けれど、一度きりだと思っていたレンタルは、その後も続いていて。

　また昔みたいに、妹みたいに甘えてくる仁奈と一緒にいたら、ふと思ったのだ。




　どうせなら、呼び方だって、昔通りでいいのに、と。




　そうしたら本当に──昔の自分達みたいに、戻れそうな気がするのに。




「仁奈は、あんまり、昔のことを思い出したくないのかもしれないけどさ。でも、俺にとっては、すごく大事な思い出だし……やっぱり忘れられないんだよ。『もう子供じゃないから』って、そんな風に切り捨てられるのは、寂さびしいんだ」

　今はもう違ちがうからと、切り離はなそうとしても、どうしても重ねてしまう。思い出してしまう。

　それこそ……小さかった妹のことが忘れられなくて、いつまでも構ってしまう、過保護なお兄ちゃんみたいに。

「学校では、風紀委員としての立場があるっていうなら、せめて、『レンタル』してる間くらいは……また昔みたいに、俺に頼ったり、甘えてほしいんだ。特に、今日みたいなときはさ」

　ぽつりぽつりと思いを口にする圭太を、仁奈は黙だまって見つめていた。

「なんで……そんなに無理して、頑がん張ばるんだよ。そりゃあ、今の仁奈に比べたら、俺なんか、頼りないかもしれないけど、でも、それでも俺は……」

「……小さい頃。『お嫁よめさんにしてくれる』って、約束したのを、覚えていますか？」

　出し抜ぬけに。仁奈は小さな声で、そんなことを言ってきた。急に言葉を遮さえぎられて、圭太はやや面食らう。

「え……？　『お嫁さん』……？」

「…………やっぱり、覚えてないんですね」

「……仁奈？」

『どうした』と言いかけて、圭太は言葉を止めた。

　こちらを見上げる仁奈の瞳ひとみ。その目が、今にも泣きそうに潤うるんでいたから。

「ひどいです……忘れるなんて……私は、ずっと、『お兄ちゃん』に会いたかったのに……会いに来てくれるって、言った……」




　小さな声で、ぽつりぽつりと。仁奈は話し始める。




　圭太自身も忘れていた、幼い頃の『思い出』を。




　　　　◆◆◆




『やだやだやだ……！　お兄ちゃん、いなくなっちゃやだぁ……！』




　大好きな『お兄ちゃん』の手をぎゅっと摑つかんで、仁奈は声を限りに泣き喚わめく。




　今日のお兄ちゃん──圭太は、朝からずっと様子が変だった。朝、学校に行くときも、お昼休みも。仁奈が話しかけてもずっと上うわの空で、少しも笑ってくれない。

　それは、学校が終わって、いつものように二人で公園で遊んでいる間も同じだった。

『どうしたの？』と聞いても答えてくれなくて、だけど、いつも『お兄ちゃん』に甘えるばかり、励はげましてもらうばかりだった仁奈には、元気づけてあげる方法もわからず。

　二人でいるのに、一人きりみたいな時間が過ぎて、夕方。『遠くに引っ越こすことになった』と打ち明けられたのは、帰り際ぎわになってのことだった。




　嫌いやだと思った。お兄ちゃんがいなくなるなんて、そんなのは寂しい。悲しい。──怖こわい。




　だって、自分は、一人っきりじゃ何もできないのに。

『お兄ちゃん』に置いて行かれてしまったら、この先、どうしたらいいかわからなくなってしまう。




　だから、仁奈は思いっきり泣いた。わんわん声を上げて大泣きし、嫌だ嫌だと駄だ々だをこね続けた。

　そうすれば、優しいお兄ちゃんはいつも、仁奈の願いを叶かなえてくれたから。




　だけどその日だけは違った。

　どんなに仁奈が泣いても、縋すがり付いてお願いしても、ただ、困ったような顔で黙り込むだけ。




　それが悲しくて、寂しくて、ますます泣きじゃくって。

　やがて辺りが暗くなり始めた頃、泣き続ける仁奈を見かねたのか、『お兄ちゃん』はようやく口を開いてくれた。




『……じゃあ、こうしよう。仁奈が泣くのをやめて、お兄ちゃんがいなくなっても大だい丈じよう夫ぶな、いい子になったら、俺はまた、仁奈に会いに戻もどってくるよ』

『……本当？』

『本当だって……ほら』




　差し出された小指を、仁奈はじっと見つめた。




　……そんな約束、したくなんてなかった。だって、今ここで頷うなずいたら、お兄ちゃんは遠くに行ってしまう。

　そんなのは嫌だ。どこにも行かないでほしい。このままずっと、自分のそばにいてほしい。

　だから、言ってしまった。




「……やだ！　お兄ちゃんいなくなっちゃうなら、私、いい子になんかならない！」







　──それから程なくして、圭太は引っ越して行った。喘ぜん息そくのせいで家を出られず、見送りもできなかった仁奈を一人残して。




　寂しかった。いつも二人で通っていた学校への道を、明日から一人で歩かなければならないのかと思うと、不安で不安でたまらなかった。




　何より、後悔した。




　振ふり返ってみれば、かつての自分は、あまりにもわがままだった。いつも『お兄ちゃん』『お兄ちゃん』と、甘えて、頼たよって……困らせて。




　お兄ちゃんは優しいから、こんな自分のわがままにも、いつも付き合ってくれた。




　でも……これから先も、ずっとそうとは限らない。今のままの自分では、いつかまた会えても、『お兄ちゃん』に嫌きらわれてしまうかもしれない。




　だから、仁奈は頑張ろうと決めた。




『いい子』になる。

　お兄ちゃんがいなくても、一人きりでも、大丈夫なくらい、強い子になって。




　今度こそ──ずっと、一いつ緒しよにいられるように。




　　　　◆◆◆




（仁奈……お前、ずっとそんな風に思って……？）

　呆ぼう然ぜんとする圭太を、仁奈はちょっとだけ拗すねたような顔で見つめた。

「……やっぱり、覚えていなかったんですね」

「ごめん……」

　一も二もなく、圭太は頭を下げる。

　確かに、子供の頃ころのことだ。突とつ然ぜん引っ越しを告げられ、動どう揺ようしていたのは圭太自身も同じで、仁奈を気き遣づかう余よ裕ゆうがなかったのも事実である。

　だけど、そんなものは全部言い訳だ。

　どんな事情があったって、自分は『お兄ちゃん』だったのだから。『妹』と交わした約束を忘れてしまうなんて、絶対、してはいけないことだったのに。

　まして仁奈は、ずっとその約束を信じて、今日まで頑張ってきたのだ。申し訳なさと罪悪感で、いっそ、このまま床ゆかに手をついて土下座したいくらいの気持ちだった。

「ごめん。悪かった。俺、なんにも覚えてなくて……会いに来るのが遅おそくなって、本当にごめん」

「そうですよ!!　どういうことなんですか一体!!」

「ぶっ……!?」

　べしん、と枕まくらを投げつけられ、思わず尻しり餅もち。

「私はずっと頑張っていたのに！　ようやく会えたと思ったら、圭太くんはすっかり不良になって！　いかがわしい人に！　あんなエッチな！　ライトノベルを！　私というものがありながらっ!!　どういうことなんですか！　どういう！　ことなんですか！　もう！　もう!!　どうせ、『お嫁さんにしてくれる」って約束も忘れてるんでしょう!!」

「っ……え？」

　暴れ出す仁奈の言葉に、一瞬動きを止める。

　確かに、かつて『妹』と、そんな約束をしたことはある。

　でも、その相手は、仁奈じゃなくて──。

「う[image: う゛]ー……圭太くんの馬鹿ぁ……お嫁さんに、してくれるって言ったのに……言ったのにぃ……！　ふ[image: え゛]……ぐすっ……えぐぅ……！」

「に、仁奈……！　わかった、俺が悪かったから、ちょっと落ち着け……！　あんまり騒さわぐと、喘息に良くないから……！」

　ばたばた、とベッドの上で暴れ出す仁奈を、そう言って宥なだめる。「ずずっ……！」と、仁奈が鼻をすすった。

「……いいんです。私だって、ホントはわかってるんです。圭太くんが悪いんじゃないってことぐらい……子供だったんですし、仕方がありません。それに……私が圭太くんに甘えてばかりいたのは、事実ですから」

　ごしごし、と、仁奈はパジャマの袖そでで涙なみだを拭ぬぐった。泣いてしまった事実ごと、なかったことにするように。

「『いい子』に……立派な人間になろうと思ったのは、何も約束のためだけじゃありません。私自身、泣いてばかりで……圭太くんに迷めい惑わくばかりかけていた自分にはもう、戻りたくないと思ったからです。たとえまた、圭太くんの『妹』になることがあっても……もう、『昔の私』には、戻りません。私はこれからも、『風紀委員』として頑がん張ばります」

「迷惑だったなんて、そんなことない！　俺は、昔の仁奈だって──」

「言わないでください！　私は自立するんです！　立派な大人の女になって、片瀬さんをコテンパンにして、お兄様の一番の妹になってみせるんですっ！」

『おやすみなさい！』と、仁奈は勢いよく掛かけ布ぶ団とんをかぶってしまった。圭太は慌あわてて、こんもり盛り上がった布団をゆさゆさと揺ゆする。

「仁奈！　待ってくれ！　考え直してくれ！　確かに、約束を忘れていたのは悪かったと思う！　俺はお兄ちゃん失格だ！　だけど、今日みたいに、無理をしてまで頑張るのはやっぱりだめだ！」

　必死の訴うつたえが通じたのか、布団の塊かたまりと化していた仁奈がもぞもぞと動いた。ぺろ、と端はしがめくれて、仁奈が少しだけ顔を覗のぞかせる。

「……そこまで言うなら。私のお願いを、聞いてくれますか？」

「おう！　なんでも言ってみろ！」

「体を、拭ふいてください」




　は？




　圭太がフリーズする中、むくりと起き上がった仁奈が勝手に服を脱ぬぎ始めた。慌てて圭太は、その腕うでを摑つかんで暴挙を阻そ止し。

「待て!!　いきなりどうした!?」

「汗あせを搔かいてしまいました……。寝ね込こんだ妹の汗を拭いてあげるのは、お兄ちゃん業界では常識だと聞いています」

「いやそんな常識は──まあ、ないこともないか……」

　圭太に両手を摑まれたまま、仁奈はかくりかくりと、頭を前後に揺らす。

　そういえば、仁奈は最初からちょっと寝ぼけている様子だった。シリアスな話をしていたからすっかり忘れていたけど……まあ、夢うつつだったからこそ、普ふ段だん隠かくしている本ほん音ねを聞けたとも言えるのかもしれないが。

「んん……うまく脱げませんね……なぜでしょうか……ふんっ……！」

「待て待て待て!?　脱ぐな脱ぐな！　ストップだ仁奈！」

　なんとか押し止とどめようとするが、寝ぼけているくせに仁奈の抵てい抗こうはやたらと激しく、なかなか大人しく寝てくれない。

　しかも。

「──仁奈ちゃん？　メール見たわよ、大丈夫？」

（ぎゃー!?）

　最悪のタイミングでお母さんが戻ってきてしまった。こんこん、と繰くり返されるノックの音はさながらホラー映画のよう。しかし、仁奈は圭太の焦あせりも母親の声も全く聞こえていない様子で、もぞもぞ、とボタンの留まったままのパジャマを頭から脱ごうとしている。

　空っぽになったココアのマグカップが、コロン、と床に転がった。




　　　　◆◆◆




　幸い、仁奈は本格的に脱ぎ出す前に寝落ちしてしまい、圭太はどうにかおかしな誤解を受けずに済んだ。

「仁奈ちゃんのこと、いつも見ていてくれてありがとね」

　そう言う仁奈の母に見送られ、圭太は足早に早川家を後にする。




　道を歩く間も、考えるのは仁奈のことだ。




『私はこれからも、「風紀委員」として頑張ります』




　そう告げる仁奈の声は、冷たくはなくとも頑かたくなで、強い意志を窺うかがわせるものだった。




　そして、彼女がそんな風に変わってしまった原因の一いつ端たんは、他ならぬ圭太自身にあるという。




　子供の頃の話とはいえ、自分があんな約束なんて言い出さなければ、仁奈だって、ああまで自分を追い込むことはなかったかもしれない。本当なら、彼女の行動に口を出す権利なんて、もう自分にはないんだろう。




　だけど──。




（やっぱり……放っておけない。原因が俺にあるっていうならなおさら）




　優等生として、風紀委員として頑張ること。たとえそれが仁奈の意志なのだとしても、今日みたいに、無理をしてまで頑張るなんてやはり、だめだ。




『昔の自分』を否定なんてしなくていい。




『いい子』であってもなくても。自分にとって仁奈は、やっぱり、大切な──。




「あれ!?　お兄ちゃん!?」

　キッ、とブレーキの音がして、顔を上げる。

　そこにいたのは、自転車に跨またがった初葉だった。どうやら、考え事をしながらぼんやり歩いているうちに、足が無意識に初葉の店のほうへ向かっていたようだ。

「どしたの、早川さんは？」

「家の人帰ってきたから、あとは任せてきた」

「それはわかるけど、じゃなくて。駅の方角、こっちじゃないじゃん」

「いや、その……ぼーっと歩いてたらいつの間にかこの辺に。そういう初葉は、出前か？」

「うん。今から届け行くとこ」

　ぺちぺちと、初葉の手が、岡おか持もちの持ち手を軽く叩たたく。

　それをちらっと見て、圭太は少し考える。

　今はバイトの最中でもないし、お店の手伝いをしているわけでもない。初葉から頼たのまれたわけじゃないのだから、『頑張れよ』と、そう言って普ふ通つうに別れても良かった。

　けれど。

「……じゃあ、俺も出前に付き合うよ。せっかく会ったんだしさ。なんだかんだ、もうそろそろ暗くなるし、一人より安全だろ？」

「え!?　い、いいよ！　今日はお店の手伝い、これだけだしっ！　今アタシ出前もテイクアウトも頼んでないし……！」

「そういうんじゃなくてさ。さっき早川のこと、面めん倒どう見てもらったから、そのお礼っていうか……ほら、あれだ。『詫わび石』みたいなもんだよ」

「わび……何？」

「いや、悪い。今のは俺のたとえが悪かった」

　パチパチ、と初葉が瞬まばたき。圭太は咳せき払ばらいで『とにかく！』と誤ご魔ま化かす。

「これはお礼だから、お前はレンタルとかそういうの気にしなくていいんだって。ほら、行くぞ」

「えー、もう～……ホントいいのに」

　と言いつつ、初葉は嬉うれしそうだった。

「あ、でもお料理冷めちゃうから、アタシ自転車マッハで行くけど。お兄ちゃんついてこれる？」

「……お、おう！　お兄ちゃんに任せとけ!!」




　──まあもちろん、全然ついていけなかったし大だい丈じよう夫ぶじゃなかったが。




「だからいいよって言ったのにー」

「い、いや……俺は、お前のお兄ちゃんだから……い、妹を一人で出前に行かせるわけにはだな……」

　ゼエ、ハァと、今にも死にそうな呼吸が口から漏もれる。

「さっき、お礼って言ってたけどさ……もしかして、早川さんのところに残ったこと、アタシに悪かったかもとか、気にしてる？」

「そうじゃないって。ただ……俺は、お兄ちゃんだから。『妹』が安心して頼たよれるように、しっかりしなきゃと思ってさ」




　圭太との約束をずっと守り続けて、『いい子』になろうとした仁奈のことを考える。




　そんなつもりはなかったとはいえ、圭太が口にした約束のせいで、今の仁奈は、昔の自分を否定してしまっている。甘えてばかりの自分のままでは、圭太にも嫌きらわれてしまうと。




　だけど、そんなことは絶対にない。




　だから、仁奈がもう無理をして頑がん張ばらなくて済むよう、今度こそ、自分はお兄ちゃんとして、彼女のためにできることをしなければならないと思った。仁奈が今日まで、頑張ってきたのと同じだけ。




　わがままを言ってもいい。泣いたり、甘えたりしたっていい。そんな風に思えるくらい、頼もしい『お兄ちゃん』に、自分はならなくてはいけないのだ。




　そして──初葉に対しても。




「……もしもの話だけどさ」

「え？」

「もしも、お前が学校で具合悪くなったら。俺がおんぶして、保健室まで連れて行くよ」




　仁奈に比べて、自分には思い出が少ないと、初葉は言っていたけれど。

　でも、そばにいられなかった時間がどれだけあったって、関係ない。




　初葉も、仁奈も。二人とも、自分にとって大切な妹だという事実に、変わりはないんだから。




「言っただろ。俺は、何があってもお前のお兄ちゃんでいるって。お兄ちゃんは、どんなときだって、『妹』のために頑張るもんなんだ。たとえ妹が何人もいて、全員が同時に助けを求めているとしても、全員平等に助けるのがお兄ちゃんってもんだ。だから……安心して任せろ」

「……うん」

　黙だまって聞いていた初葉が、くす、と小さく笑みを浮うかべる。

「えー。でもお兄ちゃん、そんな安やす請うけ合いしちゃって大丈夫？　ホントにアタシと早川さん、どっちも困ってて、どっちも助けにいかなきゃいけなくなったらどうすんのー？」

「だから、それをどうにかできるように知ち恵えと力を振ふり絞しぼってこそのお兄ちゃんなんだって」

「じゃあ、アタシのことも、おんぶで家まで送ってくれて、ココアも作ってくれるんだ」

「当たり前だろ。初葉の食べたいもの、なんでも用意してやるよ」

「うん！　約束ね、お兄ちゃん」

　すっと、初葉が小指を差し出した。顔一いつ杯ぱいに笑みを浮かべて。




　たとえ約束なんてなくても、自分はこの顔を、ずっと忘れないと思う。

　そのぐらい、眩まぶしくて、明るい笑顔だった。




「……あれ？」

「どうした？」

「うん、ちょっとスマホが……」

　ごそごそ、とポケットから携けい帯たいを取り出す初葉。画面を見るなり、彼女は目を丸くする。

「……早川さんからだ」

「え？」

　驚おどろく圭太に、初葉はスマホの画面を見せる。




『きょうは　ありがとうございました

　このおれいは　あらためてします』




　送られていたのは、ひらがなだらけの、けれど、だからこそ、不慣れながらに一いつ生しよう懸けん命めい打ち込んだのだなとわかる、お礼の言葉。

　二人で画面を見つめ、圭太と初葉は顔を見合わせる。

「……なんか、意外だな」

「うん。けど……むしろ早川さんらしいかも」

「そうか？」

「そうだよ。お兄ちゃんは知らないかもしれないけど、早川さん、ああ見えて結構子供みたいなとこ、あるんだから」

　そう言って、初葉は微笑ほほえましそうに笑った。

　その顔を見ていて思う。初葉がこんな顔をしてくれるなら、二人が本当に『姉妹』になれる日も、案外遠くないのかもしれないと。

「っていうか、いつの間にＩＤの交こう換かんを……」

「え、だって勉強会とかしてたし。とりあえずしとくよね、フツー」

　しれっと言い放つ初葉。そういえばこいつリア充じゆうなんだっけ……と、圭太は今いま更さらのように思うのだった。








第四章　お兄ちゃんのおしごと









「ありがとうございましたー！　またどうぞー！」

　試験期間が終しゆう了りようして数日。圭けい太たは久しぶりに、初はつ葉はの家の居酒屋へ手伝いに来ていた。




　お店を出て行くお客さんを、精せい一いつ杯ぱい威い勢せい良よく見送る。

　手伝いを始めたばかりの頃ころは、大きな声を出すのがどうも苦手だったが、最近は多少なりとも様になるようになってきた。常連さんにもぼちぼち顔を覚えてもらって、近頃少し、この賑にぎやかな空気が好きになってきた圭太である。

「──おう、兄ちゃん。今日もお疲つかれさん。そろそろ遅おそいから、あとは任せて帰んな」

「あれ、もうそんな時間ですか？」

　声を掛かけてきたのは、先日無事退院した初葉のお父さん。

　居酒屋の店主だけあって気さくな人で、いつの間にか店に上がり込んで手伝いなんかしていた圭太のことも、「若いのに感心じゃねえの！」と快こころよく受け入れてくれた。最初に「お父さんがお兄ちゃんに会いたいって」と言われたときはどうなることかと思ったが、いい人で本当に良かったと思う。

　……ただ、例によって『レンタルお兄ちゃん』の件は打ち明けていないので、それだけが気がかりだった。今は誤ご魔ま化かせているが、いつかバレたら今度こそ自じ慢まんの包丁で捌さばかれないとも限らない。せめて今は真ま面じ目めに労働に精を出して、少しでも信しん頼らいを得るしかなかった。

「わかりました。じゃあ、これを運んだらすぐ──」

「だからいいって！　あんたまだ高校生だろ？　学生をあんまり遅い時間まで働かせてたらこっちが怒おこられちまうわ。酒扱あつかってる店だしな」

　店主であるお父さんの退院に伴ともない、今まで短縮していた営業時間も、元の居酒屋らしいそれに戻もどっている。なので、高校生である圭太は開店してからの数時間だけ手伝って、早めに帰るよう言われていた。

「わかりました、すみません……じゃあ、俺はこれで」

「おう！　気ぃ付けて帰れよ」

「いつもありがとうね、圭太くん」

「また明日ね、お兄ちゃん！」

「お疲れ様でしたー！」

「お疲れ、お兄ちゃん！」

「また来いよ！　お兄ちゃん！」

　片かた瀬せ一家、および顔見知りのお客さんに見送られ、店を出る……が、お客のおじさん達までみんな圭太のことを『お兄ちゃん』と呼ぶので、それだけがなんだか複雑だった。

　既すでに辺りは暗いが、このぐらいの時間ならまだ問題になるほどじゃない。

　現に、通りには塾じゆく帰りらしい学生の姿もちらほら見えた。駅へと向かうその流れに、圭太も合流する。




　──後になって思う。このとき、あともうちょっとでもいいから、周りに注意していれば良かったと。




　しかしそのときの圭太は、未来の自分の後こう悔かいなんて知るよしもなく。




　──だから、翌日。




「──真ま島じまくん。少し、いいですか」




　登校するなり、下げ駄た箱ばこで待ち構えていた仁に奈なにそう言われたときも。自分が何を言われるかなんて、全く予想していなかった。




　　　　◆◆◆




『ここでは話せないから』と、仁奈に連れられてやってきたのは風紀委員の委員室。いつになく硬かたい表情の仁奈を前に、圭太も自然と緊きん張ちようしてしまう。

「仁──早はや川かわ。それで、話って？」

「……昨日の夜。真島くんが居酒屋から出てくるところを、風紀委員の生徒が見ていたそうです」




　あまりにも淀よどみなく告げられて、理解が一いつ瞬しゆん遅おくれた。




「目もく撃げきしたのは、真島くんと同じクラスの女生徒です。彼女は先生に報告しようと思ったようですが、事情を確かめずに話を大きくするのもどうかと思ったらしく、悩なやんだ末、私に何か知らないかと尋たずねてきました。そこで、この件は私が、一いつ旦たん預からせてもらっています」

「ま、待ってくれ早川！　た、確かにお店には行ったけど、それは、酒を飲みに行ったとかじゃなくて──」

「……わかっています」

「え？」

　てっきり糾きゆう弾だんされると思っていたから、仁奈の言葉に驚く。

　ぽかんとする圭太を見て、仁奈はため息を零こぼした。

「確かに真島くんは、隙すきあらば片瀬さんといかがわしい行こう為いに及およぼうとする要注意人物ですが」

「おい……」

「──ですが、飲酒なんて問題行為に手を染めるような人じゃないことくらい、私だってわかっています。居酒屋と聞いたときにピンときました。どうせ、片瀬さん絡がらみなのでしょう？」

「うっ」と、圭太は言葉を詰つまらせる。わかりやすい図星のリアクションに、仁奈がまたため息をついた。

「この間言っていた『事情』とやらが絡んでいるのだとは思いますが、こうなった以上、もう聞かないままでいることはできません。きちんと説明してください。いいですよね、真島くん？」

　念を押すように名を呼ばれて。圭太は、「わかった」と言おうとした。




　──だけど。




　口を開く、その直前で思い出す。




『──約束する』




　約束。ずっとずっと昔にも、圭太は『妹』にそう言った。

　これからも、ずっと一いつ緒しよにいてあげるって。

　だけど圭太はその約束を守れなくて──。




『お兄ちゃんなんて、大っ嫌きらい!!』




「……っ」

「真島くん？」

　ぐ、と、いつの間にか拳こぶしを握にぎりしめていた。仁奈が、訝いぶかるようにこちらを見る。

「どうしたんですか。急に怖こわい顔をして──」

「……いや、違ちがう早川。初葉は関係ないんだ。俺は……その、前から酒飲んでみたいと思ってて。あの店は、たまたま見つけて、入ってみただけなんだ。でも、お店の人には未成年だってすぐバレて、それで追い出されて……とにかく、悪いのは全部俺だ！」

「……何を言っているんですか」

　仁奈は呆あきれたような顔をした。圭太が噓うそをついていると思っている──見破っている顔。

「真島くん。責任感が強いのは結構ですが、『兄妹きようだい』どうこうというのはあくまでバイトの話なんですから。何をそんなに隠したいのかは知りませんが、真島くんがそこまでする必要は──」

「いや、ある！　だって俺は初葉の『お兄ちゃん』なんだ！　俺が自分でそうしようって決めた！　だからここは引けない！」

　叫さけぶように言い、圭太は頭を下げた。仁奈が驚おどろいたように身を強こわばらせたのが、床ゆかに伸のびる影かげの動きでわかる。

「頼たのむよ、早川！　初葉は関係ないってことにしてくれ！　俺が勝手に、興味本位でやったことだって！」

　仁奈に事情を話したとして、彼女が言いふらすなんてことはきっとない。初葉を変な目で見ることだって、きっとしないでいてくれると思う。

　だけど、実際に目撃したのは圭太の──初葉のクラスメイトだという。仮にわけを話すなら、その彼女にだって説明しなければならないだろう。

　そうなったら、その彼女がどんな反応をするかはわからない。

　もしそれで──初葉がまた、悲しい思いをすることになったら。

「……だめです。そんなことには協力できません」

　戸と惑まどったような様子で、仁奈が口を開く。

「第一、そんなことになったら、お店側だって事情を聞かれるはずです。それじゃあ、結局同じじゃないですか」

「……確かに、俺一人じゃ、どう言い張ったところで結果は同じかもしれない。だから、仁奈……お前に、頼みたいことがあるんだ」

　打ち明けた『頼み』の内容を聞いて、仁奈が目を見開く。

「そんな……！　そんなの、それこそむちゃくちゃです！　真島くん、自分が何を言っているかわかってるんですか!?　下手へたしたら停学ですよ!?」

「わかってるよ」

「わかってませんよ!?　どうしてそこまでするんですか!?」

「俺が、初葉のお兄ちゃんだからだ」

　告げた言葉に、仁奈が「っ」と息を吞のむのが聞こえた。

「……ごめん、仁奈。昔のお前に、寂さびしい思いさせて、昔の俺は本当に、お兄ちゃん失格だった。……けど、だからこそ俺は、今度こそ、『お前達』のお兄ちゃんでいたいんだ。本当のことがクラスのみんなに知られたら、初葉はつらい思いをするかもしれない。それは嫌いやなんだ！　だから頼む！」

「──だからって、できないよ！　そんなこと!!　お兄ちゃんを悪者にするなんて!!」

　思わず、といった様子で、仁奈は叫んだ。

　ずっと昔、圭太を『お兄ちゃん』と呼んでいた、あの頃ころの彼女そのままの口調で。

「だって……私は、ずっと、お兄ちゃんに会いたくて頑がん張ばってきたのに……！　いつか自分で会いに行って、『いい子』になった私を見てもらって……『よく頑張ったな』って、褒ほめてほしくて……！　なのに、どうしてそんなこと言うの……」

「そうだな……ごめん。頼たよってばっかりで。俺、情けないお兄ちゃんだな」

「そうだよ……ずるいよ、片瀬さんばっかり。私だって、ずっと、お兄ちゃんに会いたくても我が慢まんして、一人で頑張ってたのに……」

「ああ。わかってる。だからこうするんだ」

　項うな垂だれる仁奈の前に屈かがみ込んで、その顔を見上げる。

「仁奈から昔の話を聞いて、俺、決めたんだ。もう二度と、『妹』に悲しい思いなんかさせない。何があっても守ってやれるような、『理想のお兄ちゃん』になるって。たとえ無茶でも、お前や初葉のために、できることをしたいんだ」

「でも、だけど……それで、お兄ちゃんが学校からいなくなっちゃったら、私、また、ひとりぼっちに……」

「違う。一人になんかしない」

　ぎゅっと握りしめられた手に、自分の手を重ねる。怯おびえるように顔を伏ふせていた仁奈が、ハッと目を見開き、こちらを見た。

「……子供の頃の約束は破っちまったけど。いま、もう一度ここで約束する。たとえ、仁奈が『いい子』でも、『いい子』じゃなくなっても……これからは、ずっとそばにいる。もう二度と、仁奈に悲しい思いはさせない。お前が寂しいときは、今度こそ、どこにだって飛んでいく、絶対だ。今の優等生として頑張ってる仁奈も、昔のままの、泣き虫で甘あまえん坊ぼうな仁奈も、俺にとっては、大事な妹だから」

「……お兄、ちゃん」

　仁奈は困ったように、圭太を見つめている。だけどその視線は、またすぐに伏せられてしまった。

「できない……ううん。それ以前に、うまくいきっこないよ……私は、お兄ちゃんが思ってるほど、すごい人なんかじゃないもん」

「そんなことない。仁奈がどんなに頑張ってきたか、昔のお前を知ってる俺は、ちゃんとわかってる。だから、仁奈にしか頼めないんだ」

「……でも」

　仁奈はまだ、葛かつ藤とうしている様子だった。それも仕方ない。もし圭太の作戦通りに動くとなれば、仁奈は先生達や他の生徒が大勢見ている前で、とんでもない大おお噓うそをつくことになる。




　だから──圭太は仁奈に、『切り札』を手て渡わたす。




「これ……」

「無理強じいはしない。どうしても協力はできないっていうなら、せめて、初葉のことは黙だまっていてくれ。それだけでいいから」

「ずるいよ……」

　手渡されたものを見て、仁奈はぽつりとそう言った。そしてそれっきり、黙り込んでしまう。何かを考えるように。

　……けれど、仁奈が結論を出す前に、事態は動き始めてしまう。

「──早川さん？　声が聞こえるってことは、いるのよね？　入ってもいい？　……っていうか、だめでも入るけど」

　コンコン、とノックの音がして、仁奈が言葉を飲み込む。聞こえてくる声は、圭太の担任教師。深み山やま志し穂ほのものだ。

　入ってきた彼女は、圭太と仁奈の姿を見るなり、盛大なため息をついた。




「……真島くん。ちょっと職員室来て。居酒屋の件、話聞くから」




　　　　◆◆◆




　志穂の話によれば、昨夜圭太の姿を目もく撃げきしたのは、一人ではなかったのだそうだ。すでにクラス内で噂うわさになっているらしく、話を聞いた彼女はＨＲもそこそこに、圭太を探しに来た……本人の言葉をそのまま記せば、『探しに来る羽目になった』、ということらしい。




　というわけで、圭太は志穂に連れられ、職員室に出頭。

　圭太が居酒屋に出入りしていた旨むねとその理由──もちろん本当の理由ではなく、圭太がでっち上げたもの──を話すと、職員室は騒そう然ぜん。圭太はその場で、詳くわしい事情説明をすることとなった。




　…………のだが。




「……あのね、真島くん？　あなたが反省しているのはよくわかったから、いい加減そのお店の名前を教えてくれない？　ここまで正直に話してくれてるのに、どうしてそこだけ頑かたくなに濁にごすの君は……これ以上面めん倒どう増やさないでほしいんだけど」

「いえ！　ですから！　お店の人にはすぐにバレて怒おこられたので！　実際には酒飲んでないので！　お店にまでご迷めい惑わくをかけるわけには！」

「それを確認するためにも、お店の人に直接事情を聞かなきゃいけないの。面倒くさいけど。未成年の飲酒は立派な犯罪なんだから、こっちも事実確認はきちんとしないといけないわけ。ホントに面倒だけど」

「それはもちろんわかります！　わかるんですけど、そこをなんとか……！」

「なりません。これに懲こりたら、二度と面倒くさい真似しないように。はい、大人しくお店の名前と、わかる範はん囲いの住所をここに書いて」

　すっと紙とペンを差し出され、圭太は黙り込むしかできない。




　考えるまでもなく、当然の結果であった。先生の言い分は至し極ごくもっともで、未成年のくせにお酒を飲んだ（という疑ぎ惑わくが浮ふ上じよう中の）圭太に否いなやが許されるはずもない。

　が、正直にお店の名前を言ったら、当然担任の先生には初葉の家だとバレるわけで。




（ど、どうする……!?）




　百歩譲ゆずって担任の先生にバレるのはまだいいとしよう。だが、ここは職員室。出入り口のあたりにはいつの間にか、野次馬に来たクラスメイトの姿が見える。ここで本当のことを言ったら、何のためにこうして自首してきたのかさっぱりわからない。せめて生徒指導室に場所を移してくれていれば、まだやりようもあったのだが……。

　しかし、いつまでも黙っているわけにはいかなかった。




　集まっている野次馬の最前。真っ先に駆かけつけてきていた初葉が、今にも泣きそうな顔で圭太のほうを見ているのだ。




　きっともう、事情は聞いているだろう。圭太がどうしてこんなことをしているのかも、わかってしまっているはずだ。

　このままにしておけば、きっと初葉は、圭太のことを庇かばって本当のことを言うだろう。そういう目を、今の彼女はしている。

　悔くやしかった。歯がゆかった。自分がもっと頼りがいがあって、どんな問題もスマートに解決してしまえるような『理想のお兄ちゃん』だったら、初葉に心配をかけることだってなかったのに──。




　そう、悔しさに奥歯を嚙かんだ矢先だった。




「──お待ちください！！！」




　凜り々りしい声が、緊きん迫ぱく感あふれる職員室に響ひびく。

　どこぞの救世主のごとく野次馬をかき分け、颯さつ爽そうと圭太達の前に現れたのは──。

「に、仁奈!?」

「早川さん!?」

「失礼します、先生。いきなり押しかけてしまって申し訳ありません」

　驚おどろく圭太達を無視して、仁奈はつかつかと先生の元へ。

「早川さん、今度はあなたなの……。もしかして早川さんも、今回の件で何か知ってる？」

「はい」

　間かん髪はつ入れずに頷うなずく仁奈。その顔は、圭太の位置からでは窺うかがえない。

　だが、圭太は信じたかった。先ほど協力してほしいと頼たのみ込んだ『作戦』。彼女はそのために、ここに駆けつけてくれたんだと。

（頼む、仁奈……！　妹に頼るなんて、俺は情けないお兄ちゃんかもしれない……！　だけど今は、お前の力が必要なんだ！）

　祈いのるような気持ちで、圭太は幼馴染の──否、『妹』の後ろ姿を見つめる。

「先生、聞いてください。真島くんは、飲酒行こう為いなどしてはいません。真島くんは──」

　そこで、仁奈は言葉を止めた。葛藤するかのように、その手がぐっと握にぎり締しめられる。

　やはり、だめだったのか。仁奈は圭太に手を貸すためではなく、風紀委員として、圭太の間ま違ちがいをただすためにここへやってきただけだったのか。

「仁奈──」

　とっさに呼びかけるも、仁奈は振ふり返らない。必死に呼びかける声も、彼女の言葉を止めることは到とう底ていできず──。




「──なんと!!　真島くんは!!　こともあろうに高校生の身で！　お酒を振る舞まう場所である居酒屋などという場所で、アルバイトをしていたのです!!」




「……………………バイト？」

　ぽかん、と、先生が仁奈を見返す。遠くからこっちを見ていた初葉も、あっけにとられた顔だ。

　……だが、圭太は違う。喜びが顔に出てしまわないよう平静を装いながらも、内心は叫さけび出したい思いだった。

「実は、真島くんが出入りしていた居酒屋は、父の行きつけで店主の方とも知り合いなのです。父から話を聞いて、私も事情を知りました。もちろん、そんな高校生に相応ふさわしくないアルバイトは風紀委員として看過できませんから、父にも口くち添ぞえをしてもらい、ただちに辞めさせました！」

「ええ……？　アルバイト？　それが本当なら、それはそれで問題だけど……でもだったら、どうしてお酒を飲んだなんてややこしい噓うそをついたりしたの」

「そうなのです聞いてください！　なんと真島くんは、アルバイトのことが知られたと聞くや、『どうせなら飲酒したことにしたほうがカッケー』などと、ＳＮＳで愚おろかな行為に及およんで炎えん上じようする今時の若者のようなことを言い出し！　『本当のことを話すべきだ』と再三忠告する私の言葉も聞かず、一人で勝手に先生の元へ行ってこのようなことに!!」

　よよよ、と、仁奈が大おお袈げ裟さに目め頭がしらを押さえる。

「ですがご安心ください！　今後は二度と道を誤ることがないよう、私が片時も目を離はなさず、しっかり監かん督とくすると約束します！　ですからどうか、寛かん大だいな処分をお願いします！」

「って、言われてもねぇ……面倒くさいからそれでいいことにしてあげたいけど、ことがことだし。担任として、『はい、そうですか』で済ますわけにはいかないんだけど」

「もちろん、わかっています。ですから、後日、父にも改めて説明をしてもらおうと思います。その場には父も同席していましたから」

「へえ、早川さんのお父さん……へー。……教頭先生ー？　そういうわけらしいけど、どうしますー？」

　担任が話を振った相手は、そばで成り行きを見守っていた教頭。彼はびくりと肩かたをふるわせると、途と端たんに慌あわて始める。ちらちらと仁奈の顔を窺いながら。

「い、いやいやいや、深山くんあれだよ？　早川さんのお父様にはね、うちも何かとご支し援えんをいただいているからね？　そんな、わざわざ呼びつけて話を聞くなんて真似は失礼にもほどがね、あるからだね……」

「りょーかいです。……じゃあ、教頭先生もああ言ってるし、面倒くさいから。早川さんのお父さんのうちのガッコーへの寄付金と、早川さんの普ふ段だんの頑がん張ばりに免めんじて、ここは信じてあげることにします」

「ありがとうございます。……先生方！　このたびは真島くんがご迷惑をおかけし、大変申し訳ありませんでした！」

　そう言って、仁奈が頭を下げた。ピシッと直角に曲がったお手本のような美しいお辞じ儀ぎ。慌てて、圭太もそれに倣ならう。

「本当にごめんなさい！　反省しています！　二度としません、この通りです！」

「はいはい。そういうの面倒くさいから顔あげて」

　言葉の通り、心底面倒くさそうに、先生がひらひらと手を振る。

「ただし、さすがにお咎とがめなしってわけにはいかないから、そのつもりで」

「はい！　もちろんです！」

「まあ、バイトしてたってことなら校則違い反はんでもないし……お酒出すお店っていっても、居酒屋ならぎりぎり飲食店の範はん疇ちゆうって言えなくもないし。そのぐらいなら、反省文でいいから。真島くんは放課後、生徒指導室に来るように」

「おーけい？」と念押ししてくる先生の言葉に、圭太達は、揃そろって頷くのだった。




　　　　◆◆◆




「もう戻もどっていいわよ」と言われ、圭太と仁奈は職員室を後にする。

　反省文は書かなくてはならないが、それでも十分だ。初葉の秘密はちゃんと守ってやれたし、圭太自身も、停学にならずに済んだのだから。




　だけど、それが叶かなったのは──。




「……仁奈。ありがとな」

　すたすた、と前を歩いて行く仁奈に、声をかける。ぴく、と、仁奈が足を止めた。

　すでにＨＲが始まっている時間だから、廊ろう下かには誰だれもいない。教室にもまだ距きよ離りがあるし、話しておくなら今のうちだろう。




　さっき、風紀委員室で、圭太が仁奈に頼んだこと。それは、クラスメイトの前で圭太を派手に締め上げて、具体的な店名をうやむやにしてしまうことだった。




　どんな風に偽いつわるとしても、学校が店に確認を取ろうとするだろうことは、圭太だってわかっていた。そもそも担任である深山は、初葉の実家の件だって既すでに知っているのだ。




　なら、防ぐべきは学校に知られることではなく、クラスメイトの耳に入ってしまうこと。そのためには、店の名前以上に、クラスメイト達の気を引く『話題』が必要だった。前に、初葉が教室でぼろを出しそうになったとき、圭太がゲームのボイスでクラスメイトの気を逸そらしたように。




　圭太が最初に、『飲酒しようとした』、なんて言い出したのもそのため。『酒を飲んだ』なんて大それた話を聞けば、みんなそちらにばかり興味が向いて、出入りしていた店の名前なんて誰も気にしなくなる。たとえそれが実際には根も葉もない噂うわさだったとしても、わざわざ先生達に確認を取ろうとする生徒なんていないだろう。




　店の名前だけでも、伏ふせられればいいと思っていた。

　だけど、まさか父親の名前まで出して、無断バイト自体も不問にしてしまうなんて。




「ホント、助かったよ。俺一人じゃ、ここまでうまく収められなかったと思う。本当に感謝してる。ありがとう」

　しかし、仁奈はこちらに背を向け、黙だまったままだ。助けてはくれたけれど、やはり、馬ば鹿かな真似をした圭太のことを怒おこって──。




「………………、ああああ～……」




　突とつ然ぜん、この世の終わりみたいな声を出して、仁奈がその場に座り込んだ。

「ああ……やってしまいました……！　いくらお兄ちゃんのためとはいえ、先生に噓をつくなんて……！　しかもお父さんの名前まで勝手に使って！　うう、これから私はどうしたら……あああ……！」

　頭を抱かかえ、仁奈は廊下の真ん中で苦しげに身を捩よじらせる。

　だけど、圭太にはそれ以上に──。

「仁奈……いま、『お兄ちゃん』って……」

　思わず漏もらした声に、仁奈がまたぴくりと反応する。

「そ、そうだよ！　全部、お兄ちゃんのせいなんだから！　私がこんなことしたのは！」

　勢いよく立ち上がって、今度こそ、仁奈がこちらを振り返った。




　その手に握り締められているのは、手のひらに収まるくらいの大きさの、一枚のカード。




　いつぞやの勉強会で、仁奈から渡わたされた『お兄ちゃんの言うことをなんでも聞く券』。圭太がさっき使った、『切り札』だった。




「学校では、お兄ちゃんのことは、そう呼ばないって決めてたのに……！　片瀬さんのことが羨うらやましくても、ずっと我が慢まんして、風紀委員としてしっかりしてなきゃって思ってたのに！　なのに、こんなの使って！　ずるいよ、お兄ちゃんは！」

「……でも、来てくれたんだな」

　思わず、という様子で、仁奈が口を噤つぐんだ。

　そして。

「そうだよ……。だって、私だって……お兄ちゃんの、『妹』だもん」

　小さな声で。仁奈はそう言った。そう、言ってくれた。

「もう、本当に、お兄ちゃんは、昔からむちゃくちゃなんだから……！　いつもいつも、私が『一いつ緒しよにいて』って言えばいてくれて、『帰らないで』ってお願いすれば、怒られてもずっと一緒に遊んでくれて……そんなお兄ちゃんだから、私は……」

　拗すねたように、ちょっと顔を赤くして、仁奈が圭太を睨にらむ。

　──けれど。

「……でも。約束したもんね」

「え？」

「たとえ私が、『いい子』じゃなくなっても……お兄ちゃんは、ずっと私と、一緒にいてくれるって。……そうだよね、お兄ちゃん？」

「──ああ。もちろんだ」

　圭太が頷うなずいてみせると、仁奈はふっと表情を和やわらげた。

「……はい。約束ですよ？　お兄様」

「おう、任せろ！　……って、え？　『お兄様』？　『お兄ちゃん』じゃなく？」

「当然です。お兄様は約束をすっかり忘れてましたけど、私、本当に頑張ったんですから。ずっとほったらかしにされていた分まで、お兄様には『いい子』になった私を見てもらって、たくさん褒ほめてもらわなくては、割に合いません。……どんな私でも、変わらずに、ずっと一緒にいてくれるのでしょう？　約束、今度は守ってくださいね？」

　そう言って、ふわりと微笑ほほえむ仁奈は。

　いつもの仁奈とは違ちがう。けれど、幼い頃ころの彼女とも、また違う。




　それは彼女自身が宣言したとおりの、『今の仁奈』の姿だった。




　生き真ま面じ目めで、自分にも他人にも厳きびしくて。でも、圭太お兄様の前では少しだけ、子供のような振ふる舞まいを覗のぞかせる。




　そんな、妹。




「……っ」

　仁奈の笑った顔がなんだか眩まぶしく見えて、圭太はなぜか、照れくさいような気持ちになる。

　そしてなんとなく、顔を背そむけたときだ。

　廊下の向こうから、誰かが走ってくるのが見える。近づいてくるにつれ、それが初葉だとすぐにわかった。

「お兄ちゃん……!!」

「初葉……お前、なんでここに。ＨＲはどうしたんだよ」

　様子を見に来ていたクラスメイトは、先生達に追おい払はらわれて、一足早く教室に戻らされていたはずだ。

　疑問を口にする圭太に、初葉は「だって！」と詰つめ寄ってくる。

「だって、教室のみんな、お兄ちゃんの話で持ちきりだよ！　『居酒屋でお酒飲んでたー』って！　全部、アタシのためについた噓うそなのに！　もうっ……なんであんな無茶したの!?　そりゃ、黙っててとはお願いしたけど、あそこまでしなくていいよぉ……！」

　じわ、と、初葉の目め尻じりに涙なみだが滲にじんだ。

「悪かったよ、心配かけて……。でも、仁奈が先生にうまいこと言ってくれたおかげで、丸く収まったんだ。放課後反省文書けば、それで許してくれるって」

「本当!?　良かった……」

　心から安あん堵どした様子で、初葉が笑みを浮うかべる。本当に、圭太が停学にでもなったらと気が気ではなかったのだろう。さっき職員室で見た、泣きそうな顔を思い出して、圭太は改めて自分の不ふ甲が斐いなさを感じた。

「でも、そっか……早川さんが」

　そう言って、初葉が仁奈のほうを見る。その表情は気まずげだ。自分のせいで、仁奈にまで迷めい惑わくをかけてしまったと思っているのかもしれない。

「あの……早川さん。巻き込んじゃって、ごめんなさい。……あのね。もう聞いてるかもしれないけど、お兄ちゃんがあのお店に来てたのは、アタシのせいで……」

　普ふ段だん喧けん嘩かばかりしていただけに言いづらいのか、初葉はそこで口を噤んでしまう。

　意外にも、黙り込む初葉に先に声をかけたのは、仁奈のほうだった。

「片瀬さん……少し、いいですか？　放課後になったら、お店のほうに来てください。話しておきたいことがあります。私たち、二人だけで」








幕間　～ある妹達の内ない緒しよ話ばなし～









　──放課後。仁に奈なが初はつ葉はを連れてきたのは、店てん舗ぽの上階にある、『お兄ちゃんのお部屋』フロア。

「早はや川かわさん……話って、何？」

「あまり急せかさないでください。立ち話もなんですから、とりあえず、座りましょうか」

　圭けい太たは反省文を書かされているから、当分こっちには来ない。玲れいと瑞みず希きも、気を利きかせて二人だけにしてくれている。

　仁奈と並んでベッドに腰こしを下ろしながら、初葉は考える。これから仁奈が切り出してくるであろう、『話』のことを。

　さっきは『何？』と聞いたものの、実のところ、仁奈が何を言いたいかはわかっていた。それこそ、彼女とこの店で初めて会ったときから。

　いつかは話さなければいけなかったこと。けれど初葉は、その話題に触ふれることを恐おそれてもいた。だって──。

「時間もありませんし本題に入りましょうか。私はお兄様のことが好きです。あなたもですよね、片かた瀬せさん？」

「ごほっ……!?」

　自分で『急かすな』と言ったくせに、仁奈はいきなり剛ごう速そつ球きゆうをぶち込んできた。予想していたこととはいえ、初葉は思わず咳せき込んでしまう。

「ま、待って……！　そ、そういう話かもとは思ってたけど、こ、心の準備が……！」

「言っておきますが、私はお兄様への気持ちを諦あきらめるつもりは一切ありません。いっっっっさいです。そもそも、あなたのように外見の派手な人はお兄様の好みではないと思いますし。やはり日本人たるもの、黒くろ髪かみが至高と相場は決まっています」

「……そういえば。ラノベで読んだんだけど、幼おさな馴な染じみって大たい抵てい負けフラグらしいよ。メインヒロインと主人公が仲良くなったのに焦あせって急にちょっかい出してくるけど、結局最後フラれておしまい、みたいな」

　束の間、二人の間に沈ちん黙もくが降りた。今までにも何度も経験した静けさ。

　けれど、今度のそれは、長くは続かない。

「その……さっきは。ありがとう、早川さん」

「……別に、あなたのためにしたことではありません」

「うん、わかってる。でも、お礼言わせて。早川さんがいなかったらアタシ、お兄ちゃんに、ひどい迷惑かけちゃってたかもしれないもん……」

「全くです。お兄様もどうして、こんな困った妹にああも入れ込むんでしょう。放っておけばいいものを」

「うっ……！　そ、そこまで言わなくってもいいじゃん！」

「……………………ですが。気持ちは少し、わかります」

「え？」

　ちらりと、仁奈が視線を寄よ越こしてきた。なぜか不ふ貞て腐くされたようなその顔を見て、初葉はきょとんと首を傾かしげる。

「放っておけばいい、関係ない……そう思うのに、私も、どういうわけか、あなたのことがどうも無視できないんです。雨の中捨てられていた子犬を見つけてしまったような、そんな気持ちにさせられるわけです。別にあなたのことなんてどうでもいいのに！　どうでも!!　いいのに!!」

　べしべし、と、仁奈が枕まくらに向かって拳こぶしを振り下ろす。心底悔くやしそうに。

「ええと……それって。早川さん、アタシのこと、嫌きらいじゃないって、こと……？」

「そんなことは言っていません。勘かん違ちがいをしないでください。……別に、料理ができないのを馬ば鹿かにしないでいてくれて嬉うれしかったとか、夜中に部屋で話をしたのが案外楽しかったとか、そんなことは思っていませんから。決して」

　つーん、とそっぽを向いたまま、仁奈はそう言ってきた。このリアクションは、圭太から借りたラノベで見たことがある。そう、ツンデレだ。

「……そういう片瀬さんこそ、どうなんです？」

「アタシ？」

「あなたも、お兄様のことが好きなのでしょう？　私がいなければ、お兄様のことを独どく占せんできるのに……目め障ざわりだと、思ったことはないんですか？」

「目障りって……さすがにそこまで思ったことないよ。……ヤキモチ妬やいたことは、あったけど」

　彼女が圭太の幼馴染だと知ったときは、『お兄ちゃん』を取られてしまうんじゃないかと、ひどく焦った。羨うらやましいと思ったこともある。

　でも……実際に話をしてみれば、仁奈が悪い人間じゃないことだって、すぐにわかった。

　面と向かって挑ちよう発はつされて、ムッとしたことはもちろんある。

　けれど、そんな態度になってしまう気持ちだって、初葉にはわかるのだ。初葉自身、仁奈には嫉しつ妬とを覚えていたんだから。ライバルを相手に、優しく穏おだやかに接するなんて、できない人のほうがきっと多い。




　学校では厳きびしい風紀委員なのに、『お兄ちゃん』には自分と同じくらいべったりで。なんでもできる優等生なのかと思っていたら、実は料理が下手へただったりして。案外、寂しがり屋だったりもして。




　今日まで過ごしてきた仁奈との時間。交わした言葉。見せてもらったいろんな表情。

　その全てを一つ一つ思い返して、初葉は改めて、自分の気持ちを確かめる。




「だから、うん……アタシは、早川さんのこと、嫌いじゃないよ？」

「そ、そうですか……」

　そっぽを向いたまま、仁奈がそわそわと視線を泳がせる。よく見たら、頰ほおが少し赤い。

　照れてるんだ、と思った。自分の言葉なんかで照れてくれるんだ、って。

　くすっと、また口元に笑みが浮かぶ。

　嫌いじゃなかった。嫌われては、いなかった。そのことが嬉しくて、ほっとしている。だってそれは、自分と彼女は仲良くなれるってことだから。




　──だけど。




「でも……やっぱり、アタシ達、仲良くなれないね」

「……なぜでしょう」

「だって、アタシもお兄ちゃんのことが好きで、早川さんも、お兄ちゃんのことが好きで。でも、お兄ちゃんは一人しかいないもん」

「そうですね。……それで？　それがどうかしたんですか？」

「え……？」

　仁奈の言いたいことがわからなくて、初葉は瞬まばたきをする。

「私達は、お兄様の恋こい人びとでも、結けつ婚こん相手でもありません。『妹が一人でなければならないなんて、そんなことはないでしょう』と言ったんです。だって、私達は二人ともお兄様の妹で……つまりは、『姉妹』なんですから」




　ハッ、と、両目を見開いた。同時に、仁奈がポイントカードを差し出す。

　今まで持っていたものとは少し違ちがう、『シスターズ』専用のカード。初葉もまた、同じものがカバンの中に入っている。




「……そっか。そうだよね。アタシ達、妹だもん。妹は、何人いたっていいんだもんね」

「ええ、そうです。お兄様が好きだから……好きすぎるから、彼女なんて、フラれたらそれで終わりの関係では不満なんです。何があってもずっと一いつ緒しよにいられる、『妹』として、愛してもらいたいんです」




　どこか得意げに口にする仁奈の顔を見て、くすりと笑う。




　ああ、やっぱりおんなじだ。




　クラスの友達に今の話をしても、きっと、首を傾げられて終わりだろう。




　だけど仁奈が相手なら。わかり合えるし、分かち合える。妹として、同じ気持ちを。




　きっと、自分達はこれからも喧けん嘩かをするだろう。兄と過ごす時間を、一秒でも長く自分のものにしたくて。

　だけど、それでも時には、渋しぶ々しぶながらも譲ゆずり合って。喧嘩しながらも一緒にいる姉妹みたいに、つかず離はなれず、友達でも恋こい敵がたきでもない自分達だけの距きよ離りで、過ごしていけるに違いない。大好きな兄を、間に挟はさんで。




「……ねえ、早川さん」

「なんですか」

「妹って、いいね」




　もしも圭太の『特別』になる方法が『彼女になること』一つしかなかったら。こんな気持ちで笑い合うことはできなかったかもしれない。




　だけど、自分も彼女も今は『妹』だから。お互たがいの気持ちをぶつけ合った今でも、こうして笑っていられる。




　だって。

　自分達のお兄ちゃんは、どんな妹のことだって、平等に、全力で大切にしてくれると、二人とももう知っている。




「……そうですね」




　初めてできた『妹仲間』に、初葉はそう言ってみる。軽くこっちを振ふり返った仁奈は、初めて、初葉に笑顔を見せてくれた。








幕間　～ある教師の日常～









「ただいまぁ～……」




　一人暮らしのマンションに、やる気の枯かれた女の声がむなしく響ひびく。

　一日の仕事を終えて、深み山やま志し穂ほが自宅に帰り着いたのは、もうずいぶん夜も遅おそくになってからのことだった。

（つっかれた……）

　くたくたの体を引きずって、どうにか向かったのは風ふ呂ろ場ば。給湯のスイッチを入れ、その間に化け粧しようを落とし、途と中ちゆう何度か寝ね落おちしそうになりながら、捨てるように服を脱ぬいで湯船に浸つかる。




「あ～……………………………………疲つかれた……」




　溺でき死しぎりぎりまでお湯に浸かりながら、ぼーっと天てん井じようを見上げる。

　疲れた。もう本当に、とにかく疲れた。社会人になってからこっち、疲れなかった平日なんてないけれど、なんなら休日だって行事やら宿直やらで学校に行かされることもあるけれど、今日ほど疲ひ労ろうした日はなかったと思う。

「もう、ほんっといや……面めん倒どうごとは勘かん弁べんしてって言ったのに……私が何したってのよ、も～……」

　受け持ちの生徒が飲酒騒さわぎとか、新任の教師には荷が重すぎる。幸い、それは当人の虚きよ言げんだったようだけれど、もう本当に勘弁してほしい。

「………………………………………………仕事辞めたい」

　掛かけ値なしの本ほん音ねが、重く零こぼれて排はい水すい口こうへと流れていく。今までにも何度、同じことを思っただろうか。

　実際、教師の仕事に未練もない。辞められるものなら、すぐにでも辞めて実家に帰っているところだ。




　それでも今の仕事を続けているのは、単純にお金を稼かせがなければならないのと、もう一つ。

[image: ]

　仕事を辞めて田舎いなかの実家に引っ込むには、不都合な『事情』があるためだ。

「……………………────ハッ!?　危な……寝てた」

　ガチに溺死しかけて、慌あわてて立ち上がる。




　こんなところで死んでいる場合ではないのだ。

　仕事は終わった。食事も（職場でカップ麵めんすすって）済ませてきた。普ふ通つうの社会人ならあとは寝るだけという状じよう況きよう。




　しかし、『普通』ではない彼女には──まだ、やらなければならないことが残っている。










　部屋着に着き替がえ、およそ一日ぶりに戻もどってきた私室。

　間取りはどこにでもある一Ｋ（風呂トイレ別）のマンション。しかしその内装は、一いつ般ぱん的な二十代女性の住む部屋とは明らかに一線を画していた。




　ずらりと並んだ本ほん棚だなには漫まん画がにラノベに薄うすい本。部屋の壁かべ一いつ杯ぱいに飾かざられた推おしキャラクターのタペストリー。机の上には設定資料集とこれまた推しのアクスタに、『仕事道具』であるノートパソコンと液タブが置かれている。




　昼はどこの学校にもいる、ちょびっとやる気の枯れた高校教師。

　しかしてその実態は、締しめ切りに追われ白紙と戦う限界原げん稿こう戦士。ハンドルネーム『柏かしわ』の名で同人活動に勤いそしむ、生きつ粋すいのオタク女子なのであった！




（まあ女子って歳じゃないけど）

　自分のモノローグに自分でツッコミ入れつつ、パソコンを立ち上げ液タブを起動──しない。代わりに手に取ったのは携けい帯たい。

（……やる前にデイリー分だけ回そ）

　ソーシャルゲーム『ＳＧＯ』。最近すっかりハマっているゲームの一つだ。最初は軽い気持ちで始めてみたのだが、ストーリーが思いのほかしっかり作られていて、気付けば課金するほど遊んでしまっている。

（っていっても、私は別に妹がほしいわけじゃないけどねー。どうせなら『お兄ちゃん』がいいなー）

　壁に飾ったタペストリー──某ぼう乙女おとめゲームに登場する主人公の義兄（もちろん攻こう略りやく対象）──を眺ながめながら、「ツラがいい……」とオタク特有の鳴き声を発する。

　だが、そんなこと考えてボーッとしていたのが良くなかった。ふと画面を見れば、どこをどう間ま違ちがって触さわったのか、いつの間にかブラウザが起動しており、見覚えのないサイトが表示されている。

（あ、やば……変な広告タップしちゃったっぽい）

　急いでブラウザを閉じようとして──目に入った言葉に、手を止めた。




「…………『レンタルお兄ちゃん？』」








エピローグ









「はぁ～…………」

「あ、あれれ……？　兄さん、なんだかお疲つかれですけど、大だい丈じよう夫ぶですか？」

「いや、ちょっと……諸事情あって最近クラスで孤こ立りつしてて……」




　放課後。久しぶりに再開した『レンタルお兄ちゃん』の店てん舗ぽにて、圭けい太たは瑞みず希きに愚ぐ痴ちを聞いてもらっていた。




　全ての原因は、この間の飲酒疑ぎ惑わく騒そう動どう。初はつ葉はの乱入や仁に奈なの機転によりその疑ぎ惑わくは晴れたが、悲しいかな、クラスメイトの圭太を見る目は、もはやかつてのようには戻もどらなかったのだ。

　結果、『弄いじられキャラのオタク』だと思われていた圭太は、すっかり『実はやばい不良』扱あつかい。今まで仲良くしていたオタク友達からも遠巻きにされ、ぼっちの称しよう号ごうをほしいままにしている。

　もちろん誤解なので、『バイトをしていただけなんだ』と説明したのだが……。




『真ま島じまのやつ、居酒屋だけじゃなくてキャバクラでもバイトしてたらしいぜ……』

『あの顔でホストだったらしいぞ……』

『俺は用心棒してたって聞いたけど……』

『夜の街……』

『歌か舞ぶ伎き町……』

『オタクにも穴はあるんだよな……』




　……とまあ、噂うわさに尾おひれがつきまくって、逆に散々な結果になってしまった。いやまあ、先生のところに出頭した時点で、それは覚かく悟ごの上だったのだが。

　せめてもの救いは、初葉だけは今まで通りに接してくれていること。初葉の友達を中心に、少しずつだが誤解も薄れていっているようで、いずれはまた、元のようにクラスに溶とけ込める日も来るかとは思う。それがいつになるかはわからないけれど……。




　しかし、落ち込んでいるわけにはいかないのだ。

　だって圭太はお兄ちゃんなのだから。へこんだ顔なんて見せたら、初葉が責任を感じてしまう。




「よし、切り替かえて今日も頑がん張ばろう！　話聞いてくれてありがとう、瑞希ちゃん！」

「いいえ。兄さんが少しでも元気になってくれたのなら、私も嬉うれしいですから」

　ニコニコと、瑞希が天使の顔で微笑ほほえむ。思わず頭を撫なでてあげたくなる笑顔だった。というか撫でた。

「おっと。後こう輩はい相手にもお兄ちゃん活動に余念がないとは、精が出るな真島くん」

「あ、主任。お疲れ様さまです」

「うむ……ところで、そろそろ今月の活動記録をまとめた総評を提出してほしいんだが。つまるところ、『理想の妹』のアイデアだな。試験もあっていろいろと忙いそがしかったようだが、まさか忘れたとは言わせないぞ？」

「も、もちろんばっちり覚えてますって！」

　待ってましたとばかりに、ぐっと拳こぶしを握にぎりしめる。瑞希がすかさず、『さすがです兄さん！』と拍はく手しゆしてくれた。

　……しかし実は全然さすがなんぞではないのだった。試験があったり妹達がギスギスしていたりで、今回はあまり考える時間がなく、まだこれはと思うものが浮うかんでいない。一応、全くないことはないのだが……。

「ほう、それは私も楽しみだ。……で、肝かん心じんのアイデアというのは？」

「ええと、それはですね……そう、あれです！　『思い出』です！」




　兄妹きようだいというのは、常にそばにいるものだ。一いつ緒しよに同じ時を重ねて、大きくなって。そうして過ごした日々には、ただの友達では比ひ較かくにならないほどの、思い出が積み重なっている。

　時には、離はなればなれになることもあるだろう。

　だけど、たとえ一度は離れても、過去に紡つむいだ絆きずなは、今の二人をまた結んでくれる。

　そしてまた、未来に向かって、新しい思い出を作っていくのだ。




「……すいません。なんかあの、普ふ通つうで……」

「まあまあ。普通というのは、誰だれにとっても共感ができるということだ。尖とがったものだけがアイデアじゃないさ」

　ぽんぽん、と肩かたを叩たたいて、玲れいが慰なぐさめてくれる。言葉は優しいけれどつまり『そうだな普通だな』ということだった。次こそはあっと言わせられるようなアイデアを考え出そうと、圭太は固く心に誓ちかう。

「……そうだな。真島くんもこう言っていることだし、次の新キャラは一つ原点回帰をテーマにしてみるか」

　話しているうちに構想がまとまったのか、玲は何かメモをとりながら店を出て行った。

「……それで、兄さん？　今日はどうしましょうか？」

「ああ。それなら、もうすぐ──」




　圭太が言いかけたところで、ドアが開く。

　入ってきたのは、二人の『妹』。




「ちょ、ちょっと……初葉……！　い、いくらなんでも、急ぎすぎです……！　一緒に行こうと言ったのはあなたのほうなのに、どうして私をおいていくんですか全く……！」

「えー、ふつーに歩いてただけじゃん。……もしかして仁奈姉って、運動苦手？」

「私は普通です！　初葉が速すぎるんです！　そういう態度を取るなら、今後は一人で来てください！」

「わかった、わかった。ごめんってば。今度からは仁奈姉に合わせるから」




　わいわい、と賑にぎやかに言い合いながら、仁奈と初葉が店に入ってくる。

　あの騒動以来、二人はずっとこんな調子だ。劇的に仲良くなった……とまではいかないけれど、態度に険がなくなって、お互たがい率直に、言いたいことを言い合っている雰ふん囲い気きがある。そして、それを許しているような。呼び方まで変えて、まるで本当に姉妹のようだ。




　そこまで考えたところで、初葉と仁奈が、同時に圭太のほうを見る。仲の良さを示すかのように、同じタイミングで。圭太と目が合って浮かべた表情も、二人、全く同じだ。




「──お兄ちゃん！」

「お兄様」

「おう！　お帰り、『マイシスターズ二人とも』！」




　妹達の呼ぶ声に、圭太は全力の、満面の笑みで応こたえるのだった。
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あとがき






　初めまして。もしくはお久しぶりです。滝たき沢ざわ慧けいです。

　早いもので、新シリーズとなる『好きいも』、二巻目の刊行となりました！




　今回は表紙の通り、圭けい太たの二人目の『妹様ヒロイン』、仁に奈なのお話となっております。

　彼女もまた初はつ葉は同様、学校での姿と妹としての振ふる舞まいにギャップのある女の子です。彼女がなぜ頑かたくなに真ま面じ目めであろうとするのか、その理由とは果たして。詳しよう細さいはぜひ本編にてお楽しみください！

　ちなみに今回は新ヒロインも登場しておりますが、次巻は彼女ではなく瑞みず希きのお話となる予定です。本編を読まれた方はうっすら察しているかもしれませんが、そうです、そういう展開です、ふふふ。

　もちろん新ヒロインのメイン回も今後予定しておりますので、続きを楽しみにお待ちください！




　以下謝辞です。

　担当のＴさん。事故に遭あわれたりと大変な状じよう況きようの中、一巻に引き続き多方面でご助力をいただき誠まことにありがとうございます。三巻もよろしくお願い致いたします！

　イラストの平たいらつくね様。一巻に引き続き、今回も見み惚とれずにはいられないイラストの数々、どうもありがとうございます！　口絵の濡ぬれ初葉も水着で恥はじらう仁奈も可愛らしくて最高です。次回も何なに卒とぞ、よろしくお願い致します！

　告知漫画を描いてくださった日向ひなたののか様。どの漫画もヒロイン達の個性と可愛さが凝縮されていて、読んでいてニヤニヤが止まりませんでした。素敵な漫画をどうもありがとうございます！




　そして何よりも、読んでくださっている読者の方へ。どうもありがとうございます。

　それでは、次は三巻にてお会いしましょう！





二〇一九年　十月某ぼう日じつ　滝沢慧





















好すきすぎるから彼かの女じよ以い上じようの、妹いもうととして愛あいしてください。２








滝たき沢ざわ　慧けい
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